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序 文

新たな世紀、 21世紀を迎え、 携帯電話やパソコンなど高度情報通信機器が普及し、 こ

れらなくしての社会生活は考えられない時代となりました。 これらの情報通信技術や情

報処理技術はこれからも進歩し、 私たちの社会生活や世の中の仕組までも変えていくこ

とでしょう。 このような日々変化していく時代の中にあって私たちの行く末を考えると

き、 来し方を正確に知ることの重要性はますます増してきております。

歴史は、 過去に起こった事実の積み重ねから明らかにされていかねばなりません。 県

内各地域は情報の共有化により均質化しておりますが、 特に地域との結びつきの強い埋

蔵文化財は各地域の個性溢れる歴史を明確にするためにも欠くことのできない重要な位

置を与えられてきております。 しかし、 埋蔵文化財は道路や宅地の造成、 ほ場整備など

の大規模開発により年々破壊され、 消滅の危機にさらされています。

このような中にあって、 宮城県教育委員会では、 開発部局等に遺跡の所在を周知徹底

するとともに、 開発と関わりが生じた場合には積極的に保護することに努めてきており

ます。

本書は、 宮城県仙台東土木事務所との保存協議に基づき、 砂押川広域基幹河川改修事

業の名古曾川遊水池造成工事に先だって実施した多賀城市市川橋遺跡の発掘調査報告書

です。 調査の結果、 特別史跡多賀城跡の西側に平安時代の墓域が広がっていることなど

が明らかとなりました。 この成果が広く県民の皆様や各地の研究者に活用され、 地域の

歴史解明の一助となれば幸いです。

最後に、 遺跡の保存にご理解を示され、 発掘調査に際しては多大なるご協力をいただ

いた関係機関の方々、 さらに実際に調査にあたられた皆様に対し、 厚く御礼申し上げる

次第です。

平成15年3月

宮城県教育委員会

教育長 千 葉 慎 弘





例 言

1. 本書は、 宮城県仙台東土木事務所が担当する砂押川広域基幹河川改修事業の名古曾川遊水池造成

工事に伴い平成12-14年度に実施した市川橋遺跡の発掘調査の成果をまとめたものである。

2. 調査は、 宮城県教育委員会が主体となり 、 宮城県教育庁文化財保護課が担当した。

3. 本書の第 1固は国土交通省国土地理院発行の「仙台」「塩釜」（縮尺1/50,000) 、 第2 図は多賀城

市都市計画図 （縮尺1/5,000)を複製して使用した。

4. 遺構平面図に付した距離の数値は、 隣接する山王遺跡八幡地区の測批原点(0·0)からの距離を

表しており 、 El5、 N300などという場合は原点から東へ15m 、 北へ300mの距離であることを表

す。 測最原点の座標値は旧日本測地系に基づく国土座標第X 系の X = - 188,880.000、 Y = 13,230. 

000である。

5. 使用した遺構略号は以下の通りである。 遺構番号は、 遺構の種別に関わらず、 調査の際に付した

通し番号を用いている。

掘立柱建物跡： SB 竪穴住居跡： S I 土器埋設遺構： sx 

溝跡： SD 土葬墓•土城： SK 

6. 土色の記述については「新版標準土色帖j (小原· 竹原1973)を参照した。

7. 本文中に使用した「灰白色火山灰」（山田 ・庄司1980)は、 10世紀前葉頃に降下したとみられて

いるものである （白鳥1980、 井上• 山田1990) 。 なお、 遺構断面図に付した土層註記表と、 巻末の

遺構属性表に記した「火山灰」とは、 この火山灰を指す。

8. 本文中における土師器の記述については、 製作に際してロクロを使用したものを「ロクロ調整」、

使用していないものを「非ロクロ調整」と表記した。

9. 発掘調査及び整理 ・ 報告書の作成に際して、 以下の方々と関係機関から指導、 助言を賜った （五

十音順、 敬称略） 。

石田明夫、 佐藤敏幸、 田中則和、 千葉孝弥、 藤澤 敦、

味古代の森研究舎、 東北歴史博物館、 宮城県仙台東土木事務所、 宮城県多賀城跡調査研究所

10. 本書は調査を担当した各調査員の協議を経て、 吉野 武が執筆・編集した。

11. 本書の調査成果については宮城県遺跡調査成果発表会、 城柵官街遺跡検討会でその内容の一部を

報告しているが、 これと本書の記載内容が異なる場合は、 本書が優先する。

12. 発掘調査の記録や整理した資料、 出土遺物は宮城県教育委員会が保管している。
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調 査 要 項

遺 跡 名： 市川橋遺跡 （宮城県遺跡登録番号 18008) 

遺跡記号： ES 

所 在 地：宮城県多賀城市市川字中谷地

調査原因： 砂押川広域基幹河川改修事業による名古曾川遊水池造成工事

調査面積：約7500rrl

調査期間：平成12年8月1日-9月1日、 平成13年 4月9 日-6月8日、

平成14年 9 月2 日 -12月6 日

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

調 査 員：平成12年度 真山悟 ・須田良平 ・ 稲毛英則

平成13年度 真山悟 ・ 須田良平• 吉野 武・引地弘行

平成14年度 阿部博志•柳沢和明・須田良平・村田晃ー・茂木好光•岩見和泰．

奥山芳明・高橋栄一• 吉野 武•白崎恵介•西村カ ・ 稲毛英則・

千葉直樹



第I章遺跡の概要

位置と地理的環境：市川橋遺跡は宮城県仙台市の中心部から北東へ約10km、 多賀城市街の北西部に

所在する特別史跡「多賀城跡」の南側と西側を取り 巻く水田地帯に広がる東西1.4km、 南北1.6km、 総

面積703,000rriに及ぶ遺跡である（第1図） 。 遺跡は、 旧 石器時代から近世まで断続的に営まれている

が、 一般的には古墳時代～奈良• 平安時代を中心とした遺跡として知られている。

地形的には仙台平野の北端部、 砂押川左岸の丘陵地から沖積地へと移行する低地上に立地する。 丘

陵地は、 陸前丘陵から派生した標高50m前後の緩やかな起伏をもつ多賀城台地で、 その南西端に「多

賀城跡」が所在する。 多賀城跡外郭西辺のすぐ西側には名古曾川、 さらに約200m西側では砂押川が

南流し、 両河川は外郭南西隅の約100m南で合流する。 両河川の周囲には標高 2 - 3mの沖積地が広

がり、 本遺跡はこの沖積低地上を主として東側の丘陵地と砂押川に挟まれて立地する。 現況は水田主

体の平坦地で、 場所によっては微高地も認められる。 また、 沖積地には埋没した旧河川やそれらによ

って形成された自然堤防、 泥炭層が厚く堆積する後背湿地が複雑に入り 組んで分布している。

第1図 市川橋遺跡と周辺の遺跡



歴史的環境：周辺には多賀城跡をはじめとして多数の遺跡が分布する。 それらの調査は多賀城市教

育委員会、 宮城県多賀城跡調査研究所、 宮城県教育委員会によって継統的に行われており、 弥生時代

から近世までの古地形や遺跡の様相が明らかになりつつある。 その概要は近年の報告書にまとめられ

ている（村田ほか1998、 古川• 佐久間ほか2001)ので、 以下では、 本調査と関係の深い古墳～平安時

代に限定して周辺の環境を記すことにする。

〈古墳時代〉前期には東側の丘陵上や山王遺跡の自然堤防上に集落や墓地が営まれるようになり、

中期にも自然堤防上に集落が存在したことが明らかになっている。 後期になると、 山王遺跡八幡地区

に大きな集落が形成されている。 集落には多数の竪穴住居跡や区画施設跡、 河川跡などがあり、 重複

の著しさから長期間にわたり集落が営まれていたとみられている（後藤ほか1994)。 また、 本遺跡館

前地区でも集落が検出されており、 近くの河川跡からは土器のほか木製品が多量に出土している。 八

幡地区と館前地区の集落については近年、 旧河川に挟まれた微高地に連なる東西400m、 南北60-120

mに及ぶ同一集落の可能性が指摘され、 区画施設の存在や、 遺物に在地産の須恵器が定量含まれるこ

と、 柄香炉といった特殊な遺物の存在などから、 一定地域の基幹となる集落とみられている（後藤・

村田ほか2001)。 一方、 当期の古墳には横穴式石室をもつ稲荷殿古墳、 多賀城外郭南門西側で発見さ

れた田屋場横穴墓群があり、 後者の造営には山王• 市川橋遺跡の集落の居住者が関わったとみられて

いる（宮城県多賀城跡調査研究所1986·2001)。

（奈良時代〉神亀元年(724)頃、 本遺跡の北側丘陵上に律令国家の陸奥国支配の根拠地である「多

賀城」が築かれる。 多賀城は一辺670-lOOOmの不整方形の範囲を築地塀で囲み、 ほぼ中央に政庁

（宮城県教育委員会•宮城県多賀城跡調査研究所1982)、 その周囲には実務官街が配置されている。 外

郭南•東• 西辺上には門が開かれており、 南門～政庁間や東門～西門間の道路も明らかになっている

（後藤•柳澤1991) 。 また、 外郭南門の傍らには多賀城碑があり、 天平宝字六年(762)に多賀城を修

造した藤原朝獨の顕彰碑とみられている（安倍• 平川編1989) 。

一方、 周辺では多賀城跡の南東約1.2kmの丘陵上に付属寺院の多賀城廃寺があるが、 他には遺構が

少なく 、 本遺跡や山王•新田・高崎遺跡で竪穴住居跡や掘立柱建物跡などが散在的に検出されている

にすぎない。 ただし、 本遺跡や山王遺跡では多賀城外郭南門から南に延びる南北大路や外郭南辺に並

行する東西大路が確認されており、 南北大路の構築は奈良時代半ば以前に遡る可能性も考えられてい

る（古川 ・佐久間ほか2001)。 また、 山王遺跡八幡地区では漆作業関連遺物や、 鉄滓• 炉壁などが出

土しており、 漆や鍛冶の工房の存在が考えられている（千葉•鈴木ほか1997、 佐藤•佐藤ほか1997)。

く平安時代〉多賀城の南面一帯の広い範囲で、 多数の遺構がみられるようになる。 特に本遺跡や山

王遺跡には、 幅23mの南北大路や幅12mの東西大路を基幹道路として、 多賀城政庁中軸線や外郭南辺

を基準とする東西・南北道路が碁盤目状に配された約1町四方の方格地割が施工されている（第 2 図）

（千葉1994、 菅原•佐藤ほか1995)。 地割りは今まで南北大路の西側を中心に検出されていたが、 近年

は東側にも広がることや、 南北大路が東西大路との交差点より南には造られなかったことが明らかに

なっている（千葉•鈴木2002)。

方格地割内は遺構の密度が高く、 道路と方向を揃えた掘立柱建物跡、 塀跡、 区画溝跡、 井戸跡など
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第2図 調査区の位置と周辺の古代の方格地割
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(S= 1/10,000) 

がみられる。 遺物も土器のほかに施釉陶器、 硯が多くみられ、 中国産陶磁器や石帯も出土するなど、

一般集落とは様相が異なる。 このうち南北・東西大路交差点の北東区画では多賀城外最大級の建物群

がみつかっており、 官街的区画として機能したとみられている（千葉ほか2001)。 また、 東西大路に

面した山王遺跡千刈田・多賀前地区の区画には廂付建物跡があり、 輸入陶磁器や多量の施釉陶器が出

土したことから国司など上級官人の舘と推定されている。 一方、 東西大路を離れた区画では小規模な

建物跡が主体となり、 施釉陶器などの奢1多品も少なく、 なかには鍛冶や楼作業の遺物が出土すること

などから、 多賀城に関わる作業域やそれを支えた人々の居住域とみられている。

方格地割が確認されていない地域にも重要な遺構はある。 館前遺跡には四面廂付建物を中心とする

建物群があり、 上級官人の舘と推定されている（高倉1980) 。 山王遺跡東町裏地区、 高崎遺跡井戸尻

地区では万燈会等の仏教行事に関わる土器集積遺構が発見され、 国府主催の仏教俵式が行われた可能

性も指摘されている（多賀城市史編纂委員会1991) 。 しかし、 こうした重要な遺構は少なく 、 山王遺

跡多賀前地区や本遺跡中谷地地区の方格地割外側は水田などの耕作域となっている（菅原•佐藤ほか

1996、 佐藤• 佐藤ほか1997)。

このように平安時代の多賀城の南側には南北・東西大路を基準とした方格地割が展開し、 多賀城と

その関連施設に係わる人々が居住する都市的な空間が広がっていた。 それは国府多賀城の整備・充実
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とも連動するものであり 、 律令制的支配の拡大 ・整備の進展が背景にある。 よって、 10世紀後半頃に

多賀城が衰退すると周辺も次第に荒廃し、 盛衰をともにしたとみられる。

第II章 調査の経緯と経過・方法

経緯と経過：調査は宮城県仙台東土木事務所が行う砂押川広域基幹河川改修事業の名古曾川遊水池

造成に伴うものである。 事業計画にあたっては対象となる地域が市川橋遺跡に含まれており 、 かつ特

別史跡「多賀城跡」の西側に隣接した地域であることから遺跡とのかかわり が問題となった。 そこで、

この計画の提示をうけた宮城県教育委員会は仙台東土木事務所と協議を行い、 まず対象地内における

遺構の分布や密度を確認するための調査を行うことにした。

確認調査は平成12年8 月に行った。 対象地は多賀城跡外郭西門の西側を南流する名古曾川と、 さら

に西側を南北に延びる三陸自動車道に挟まれた場所で、 名古曾川に架かる五万崎橋のすぐ西側の水田

地帯である（第2 · 4 · 5図） 。 対象地内には用水路が南北に縦断しており 、 調査はその西側で行っ

た。 その結果、 古代の土器埋設遺構や溝跡が検出されたことから、 東側にも遺構の存在が予想された。

そこで関係者の間で協議を行い、 五万崎橋西側の南北140m 、 東西80mの範囲約11000面を対象に、 平

成13 年度に事前調査を行うことになった。

事前調査は用水路東側をA区、 西側をB区とし、 平成13年4月 9 日から開始したが、 A区で多数の

竪穴住居跡が検出されたため、 調査の長期化が問題となった。 そこで平成13年度はA区の調査を完了

させ、 翌年度にB区を調査することにした。 A区の調査終了は 6 月 8日である。 なお、 6 月2 日には

現地説明会を開催した。 平成14年度は 9 月2日から調査を始めた。 その進展に伴い、 土器埋設遺構や

溝跡のほかに多数の土葬墓が検出されたが、 12月 6 日には調査が終了した。 なお、 調査成果は平成14

年度宮城県遺跡調査成果発表会、 第29回古代城柵官街遺跡検討会で報告している。

方法：調査にあたり 、 遺構の検出は古代の遺構面（基本層位VI層上面）から上の土を除去して行っ

た。 検出した遺構は精査を行い、 実測図と写真撮影により 記録した。 測量には隣接する山王遺跡と共

通の原点を用いた（佐藤• 佐藤ほか1997)。 その座標値は国土座標第X系：X = - 188,880.000、 Y=

13,230.000 (旧日本測地系） である。 調査にあたっては原点と東西 ・南北軸を基準にして 3 mの方眼

を組み、 グリットラインは原点を(0·O)として東西• 南北方向の距離で表した。 NIOO·EIOOとし

た場合、 それは原点から北へ100m 、 東へ100mの距離を示している。 遺構平面図は1/20と1/50の縮尺

を併用して作成し、 断面図は1/20縮尺で作成したが、 必要に応じて1/10縮尺のものも作成した。 写真

撮影には 6 X 7 または35mmサイズのカラ ー リパーサル及びモノクロフィルムを使用した。
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第皿章調査の成果

1. 旧地形と層序

調査区は多賀城跡外郭西門の約150m南西に位置し、 東を名古曾川、 西を砂押川に挟まれた地域で

ある。 名古曾川と砂押川はともに南流し、 調査区南端から約50mの地点で合流している。 調査区周辺

は現状では標高3.7-4.lmのほぽ平坦な水田域であるが、 調査の結果、 古代においてはやや異なる地

形であることが確認された。

古代の遺構面であるVI層上面の標高（第3図）は、 南北方向では調査区中央部が高く 、 南端と北端

では低い。 東西方向では東に向かって次第に高くなり、 名古曾川を挟んだ対岸の多賀城跡外郭西門の

ある丘陵へと自然に連なる様相を示す。 古代における調査対象地は外郭西門のある丘陵が南西方向に

舌状に緩やかに張り出した微高地状の地形となっている。 一方、 現在の名古曾川は微高地の尾根を横

切って直線的に流れており、 不自然である。 また、 今回の調査でA区南端や東際で現在以前の流路が

検出されたが、 その堆積土からは磁器が出土した。 このような状況からみて、 名古曾川は近世以降は

現在の位置を流れているが、 古代も同じであったかは確証がない。 むしろ別の場所にあったとみられ、

調査区の西側か、 あるいは調査区よりも北のほうで砂押川と合流していた可能性もある。

調査区内の基本的な土層は、 上記の舌状に張り出した微高地状の旧地形を反映して堆積している。

確認した土層は r-vmの8層に大別された。 調査区内の各地点における堆積状況は柱状図として第m
図に模式的に示した。 以下、 各層の特徴を述べる。

I層は黄灰色(2.5Y4/1 : a層） や暗オリープ褐色(2.5Y3/3: b層）の粘土層で、 現在の水田の耕

作土及び床土である。 調査区全域に分布し、 厚さは15-30cmである。

II層は酸化鉄の粒を含む褐灰色(10YR4/1)粘土層で、 調査区全域に分布する。 厚さは10-30cmで

調査区南西隅（第3図⑧） で最も厚い。 磁器が出土しており、 近世以降の耕作土とみられる。

m層は黒色(2.5Y4/1)粘土の自然堆積層で、 厚さは 5 -15cmである。 調査区の北から西、 南にか

N ・ ー• 一
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第3図 基本層序模式図
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けての周辺部ほど厚 く 堆積し、 中央部東側の最も高い部分にはほとんど認められない。 西側に舌状に

張り出した微高地の周辺部に分布しており、 旧地形を反映した堆積状況を示す。

w層は黒 褐 色 (2.5Y3/1 、 10YR3/1など）を基調とする粘土層である。 分布はm層と同様で、 厚さ

は10-30cmである。 色調や層中における薄い酸化鉄の沈殿層などで a- d の 4 層に細分される。 ま た 、

b層の底面は凸凹が認められることから、 V層以降の水田を含む耕作土とみられる。

V 層は暗灰 黄色(2.5Y4/2) 粘土層である。 分布は ID · N層と同様で、 厚さは 5 -15cmである。 場

所によって底面に凸凹が認められる場合がある。 ま た 、 調査区南端では灰 白色火山灰 の堆積層を含む

SD235溝跡の上部を覆っている。 灰 白色火山灰が降下した古代以降の水田耕作土等とみられる。

VI層は黄褐色の堆積層で a · bの 2 層に細分される。 a層は黄褐色(2.5Y5/4) の シ ル ト 質粘土層、

b層は黄褐色 (2.5Y5/3) の砂質 シ ル ト 層である。 VI層は舌状の微高地そのものを形成する層で、 中央

部東側の高い部分ほど分厚く 堆積している。 a恩上面が今回の調査における遺構の確認面であり、 そ

れ以下が古墳時代後期以降の地山となっている。

珊層は黒色(N- 1.5)粘土層、 渭層は黄褐色(2.5Y5/3) の砂層で、 とも に自然堆積層である。 ＂

層は場所によっては渭層の砂を互層状にとりこむことがある。

2. 発見し た遺構と遺物

本調査では掘立柱建物跡4棟、 竪穴住居跡13軒、 土器埋設遺構8基、 土葬墓93基、 溝跡62条 、 土城

57基のほか、 多数の小溝状遺構を発見した（第 4 · 5 図） 。 遺物は土師器、 須恵器、 赤焼土器のほか、

弥生土器、 灰釉陶器、 瓦、 土製品、 鉄製品、 石製品、 木製品が出土している。 遺物の総醤は整理用平

箱で60箱ほどで、 その大部分は土師器と須恵器、 赤焼土器である。 以下、 発見した遺構と遺物につい

て遺構ごとに説明する。 なお、 遺構の位置を示す場合、 東西はA · B 区で示し、 南北はグリ ッ ト でN

300以南を南、 N301-360の範囲を中央、 N360以北を北と呼称する。 ま た 、 小溝状遺構は後述のよう

にA-D群の 4 つの ま と ま りがあるので、 A群小溝といった呼称を用いることにする。

A. 掘立柱連物跡

A · B 区中央で材東検出した。 調査区内の微高地上に分布している。

【SB63建物跡】（第 4 · 6 図）

桁行 2 間、 梁行 l 間の東西棟建物跡である。 SI62住居跡、 C 群小溝より新しい。 柱穴は 6 個すべて

を検出しており、 3 個で径15cm前後の柱材、 その他で径15cm前後の柱痕跡を確認した。 平面規模は桁

行が南側柱列で総長3.9m、 柱間寸法は西から2.0m、 1.9m、 梁行は東妻で総長2.6mである。 方向は南

側柱列でE - 3 ° - S である。 柱穴は一辺30-65cmの隅丸長方形で、 深さは北東隅柱で26cmある。 埋

土は地山プロ ッ ク を少し含む灰色粘土 質 シ ル トである。 遺物は出土していな い。

[SB69建物跡）（第 4 · 6 図）

南北 2 間以上、 東西 1 間以上の建物跡である。 柱穴は 4 個検出しており、 すべてで径15cm前後の柱

痕跡を確認した。 平面規模は南北が東側柱列で総長4.0m以上、 柱間寸法は北から1.8m、 2.2m、 東西
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は北側柱列 で総長1.8m以上であ

る。 方向は東側柱列 で N - 5 ° - E

である。 柱穴は長軸35-45cmの楕

円形で、 深さは北東隅柱で28cmあ

る。 埋土は地山プロ ッ ク を多く 含

む褐灰色 シ ル ト である。 遺物は出

土していない。

【SB135建物跡］ （第 6 固）

桁行 3 間、 梁行 2 間の東西棟建

物跡である。 SK133土城より新し

ぃ。 柱穴は10個すべてを検出して

おり、 いずれも径20cm前後の柱痕

跡を確認した。 平面規模は桁行が

北側柱列で総長6.3 m、 柱間寸法

は東か ら2.2m、 2.0m、 2.lm、 梁

行 は 東妻 で 総長4.8m、 柱間寸法

は2.4m等間である。 方向は北側

柱列でE - 2 ° - S である。 柱穴

は一辺50-70cmの隅丸長方形で 、

深さは南西隅柱で54cmある。 埋土

は地山プロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色

粘土質 シ ル ト である。

遺物は柱痕跡か ら土師器片、 柱

穴埋土から 土師器杯・甕が少堡出

土している。

[SB282連物跡］（第 6 図）

」ro

SD38 

ー N440

N'
|
|
J
-

「 · - N420 

- N400 

。 lQm 

第 5 図 遺構配置図 (A区北端部）

南北 2 間以上、 東西 1 間以上の建物跡で、 C群小溝より古い。 柱穴は4個検出しており、 すべてで

径10cm前後の柱痕跡を確認した。 平面規模は南北が西側柱列で総長4.4m以上、 柱間寸法は2.2m等間、

東西は南側柱列で総長2.7m以上である。 方向は西側柱列で N - 7 ° - E である。 柱穴は長軸25-30

cmの楕円形で、 深さは南西隅柱で27cmある。 埋土は地山砂を多く 含む褐灰色粘土質 シ ル ト である。 遺

物は柱穴埋土か ら土師器片と 須恵器杯がごく 少量出土している。
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B. 竪穴住居跡

13軒検出した。 A区中央を中心とした微高地上に集中する。 また、 東側ほど濃密に分布する。 床面

以下まで削平されている も の もあり、 全体的に残り はよくない。

【S121 住居跡】 （第 7 · 8 図）

SI22住居跡、 A群小溝より 新 し く 、 SK120土城、 C 群小溝より古い。

El2 EIS 

S122 ゞ�t-1s N 
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＂＼ 凶’
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◎ 向,·

。
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。 2 m  
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藝�＜貯戴穴＞
I · 2  : 貯頑穴堆積土

くNE主柱穴＞
I :  柱痕鰭 2 : Jlil方埋土

3.Sm 旦1 D身

口
I-

くSE主柱穴＞
l :  柱痰跡 2 : 掘方埋土

No. 土 色 土 性 偏 考 ぬ 土 色 土 性 傭 考
1 灰貧 (2.SYS/2) シ ル ト 質粘土 鍮山プロ ッ ク を多 く 含 む。 （住居理土） 8 灰貿 (2.5Y5/2) シ ル ト 鍮山プロ ッ ク を多 く 含 む。 〈カマ ド崩洛土〉
2 灰黄 (2.5Y4/2) シ ル ト 屠山プロ ッ ク を多 く 、 炭を若干含む。 〈住居埋土〉 9 黒褐 (IOYR2/3) シ ル ト 鍮山プロ ッ ク を少量含む。 〈攪材痕跡〉
3 灰貧 (JOYR4/2) シ ル ト 嬌山プロ ッ ク を非常に多く含む。 〈住居壇土〉 10褐灰 (IOYR4/I) シ ル ト 嶋山プロ ッ ク を多 く 含 む。 〈周溝埋土〉
4 灰貧 (lOYR4/2) シ ル ト 鍮山プロ ッ ク を多 く 含 む。 〈住屈理土） 11 黄灰 （公；Y4/1) シ ル ト 嶋山プロ ッ ク を多 く 含 む。 〈周溝糧土〉
5 黒褐 (IOYR3/2) シ ル ト 鍮山プロ ッ ク、 炭を若干含む。 〈住居堆積土〉 12 暗灰貧 （公,Y4/2) シ ル ト 〈掘方埋土〉
6 黒褐 (2.5Y3/2) シ ル ト 炭を多く 、 焼土を少量含む。 〈カマ ド肩脩土〉 13 暗灰貧 (2.SY4/2) シ ル ト 嬉山プロ ッ ク を多く 、 炭 ・ 焼土を含し。 〈掘方捏土〉
7 灰賞 （益Y4/2) シ ル ト 炭 ・ 焼土を少量含む。 〈カマ ド崩落オ．） 14 貫灰 （邸Y4/I) シ ル ト 嶋山プロ ッ ク を多 く 、 炭を少量含む。 〈撼方踵土〉

- --
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特 聾
内 外 ： 0クロナデ 底 ： ヘラ切りーナデ
内 外 ： 0 ク ロナデ 底 ： ヘラ切り ーナデ、 焼成前に二本線状の刻書

第7 図 S121住居跡と出土遺物 1
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〔平面形・ 規模・ 方向〕 東西5.0m、 南北4.9mの方形で、 方向は西辺で N - 2
°

- Wである。

〔堆積土〕 地山プロ ッ ク を多く含む灰 黄 褐色 シ ル ト で埋め戻されている。

〔壁〕 斜めに立ち上がる。 高さは残りのよい南壁で20cmある。

〔床面〕 地山プロ ッ ク を多く 含む黄灰色シ ル ト の掘方埋土を床面とする。 ほぽ平坦である。

〔主柱穴〕 4 個確認した。 すべてで径20cm前後の円形または楕円形の柱痕跡が検出された。 柱穴は長

軸（辺）40-75cm、 短軸（辺）35-55cmの楕円形や隅丸長方形で、 深さは南東主柱穴で32cmある。

埋土は地山プ ロ ッ ク を多 く 含む黒褐色シ ル ト である。 南東主柱穴では柱の下に石が据えられていた。

柱間寸法は東西が北側で2.2m 、 南北は東側で2.5mである。

〔周溝〕 ほぼ四辺を巡っている。 幅は 5 -15cm、 深さは西辺の深いところで10cmある。 地山プロ ッ ク

を含む褐灰色 シ ル ト で埋め戻されている。 東・南 • 西辺の一部では壁沿いに壁材の痕跡とみられる

幅 5 -10cmの黒褐色シル ト の堆積土が認め ら れた。

〔 カ マ ド〕 北辺中央のやや西寄りに付設されており、 燃焼部のみが検出された。 側壁は砂の混じる黄

褐色粘土で構築されている。 底面は中央が若千窪み、 焚 き 口 側に焼面が認められる。

〔貯蔵穴〕 カ マ ドの左側にある。 長軸80cm、 短軸60cmの楕円形で、 深さは20cmである。 炭を含むオ

リ ー プ黒色 シ ル ト が自然堆積しており、 炭は下層ほど多く 認められる。

〔遺物〕 床面で土師器坪 ． 甕、 掘方埋土で土師器杯 ・甕が出土している。 また、 住居埋土か ら 土師器

杯・甕、 須恵器杯 ・甕、 瓦が出土している。 須恵器杯にはヘ ラ 切り後にナデ調整をした杯（第 7 図

1 )や、 底部に焼成前に二本線状の刻書をしたもの( 2 ) がある。 瓦には単弧文軒平瓦（第 8 図 1 )

や重圏文軒丸瓦( 4 )、 凹面に 「矢」 の刻印をした平瓦 ( 2 )がある。

[S122住居跡］（第9 図）

床面以下まで削平されており、 検出されたのは住居の掘方のみである。 東側は調査区外に延びる。

乎 苧
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第9図 $122住居跡
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SI21住居跡、 SK32土城より古い。

〔平面形・規模・方向〕 南北3.6m以上、 東西3.5m以上の長方形とみ ら れ、 方向は西辺でN - 2 ° - E 

である。

〔床面〕 地山プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト の掘方埋土を床面としていたと考えられる。

〔遺物〕 掘方埋土か ら 土師器甕がごく少最出土している。

[$123住居跡】（第10図）

残存状況が悪 く 、 床面や壁、 堆積土は東側の一部で残るのみである。 C群小溝より古い。

〔平面形・ 規模・ 方向〕 東西4.5m 、 南北4.3mの方形で、 方向は東辺でN - 16° - Eである。

〔堆積土〕 地山プロ ッ ク を含む黒色 シ ル ト で埋め戻されている。

〔壁〕 斜めに立ち上がる。 高さは最も残りのよい北壁で 5 cmある。

〔床面〕 残存するところでは地山プ ロ ッ ク を多く 含む黄灰色 シ ル ト の掘方埋土を床面とする。 ほぼ平

坦である。

（主柱穴〕 4 個確認した。 すべてで径15cm前後の円形 ま たは楕円形の柱痕跡が検出された。 柱穴は長

軸（辺）40- 45cm、 短軸（辺） 25-40cmの楕円形や隅丸長方形で、 深さは北東主柱穴で40cmある。

埋土は地山プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト である。 柱間寸法は東西が南側で2.lm 、 南北は東側

で2.2mである。

〔周溝〕 東•西・ 北辺で検出された。 幅は15-25cm、 深さは北辺の深いところで 8 cmある。 地山砂粒

を含む黒褐色シ ル ト で埋め戻されている。 東辺の一部では壁沿いに壁材の痕跡とみ ら れる幅 5 cmの

黒色シ ル ト の堆積土が認め ら れた。

〔 カ マ ド〕 東辺中央に付設されており、 燃焼部のみが検出された。 側壁は砂の混じる黄褐色粘土で構

築されている。 底面は平坦で、 中央か ら 焚き口にかけて焼面が認め ら れる。 ま た、 中央には土師器

高杯の脚部を支脚として据えている。

〔貯蔵穴〕 カ マ ドの右側にある。 長軸105cm、 短軸65cmの楕円形で、 深さは35cmである。 炭粒と地山小

プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻されている。

〔遺物〕 床面で土師器高杯（第10図 2 ) ・ 甕 ( 3 · 4 ) が出土している。 高杯は、 坪部が内外面とも有

段で口縁部が外反するものである。 内面は黒色処理されており、 脚部は中空である。 甕は胴部が球

胴形のもの ( 3 ) と長胴形のもの ( 4 ) とがある。 その他、 掘方埋土から 土師器杯• 高杯・ 甕、 住

居埋土と貯蔵穴埋土か ら土師器杯 ・ 甕が出土している。

【S124住居跡】（第11図）

SK115土城より新し く 、 SD94溝跡、 C群小溝より古い。

〔平面形・ 規模・ 方向〕 南北3.4m 、 東西3.5mの方形で、 方向は東辺でN - 3 ° - Wである。

（堆積土〕 自然流入とみ ら れる黒褐色 シ ル ト が全域に堆積しており、 北辺中央部ではその下に炭と焼

土をプロ ッ ク 状に含む灰黄褐色 シ ル ト 層が認め ら れる。

（壁〕 斜めに立ち上がる。 高さは最も残りのよい南壁で10cmある。

〔床面〕 地山プロ ッ ク を主体とするにぶい黄色砂質 シ ル ト の掘方埋土を床面とする。 平坦である。
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〔主柱穴〕 4 個確認した。 すべてで径10cm前後の円形の柱痕跡が検出された。 柱穴は長辺（軸） 25-

35cm、 短辺（軸）20-30cmの隅丸長方形や楕円形で、 深さは南東主柱穴で12cmである 。 埋土は地山

プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト である 。 柱間寸法は東西が南側で1.7m、 南北は東側で1.4mである。

〔周溝〕 北辺中央と南西隅を除く、 各辺で検出された。 幅は10-30cm、 深さは南辺の深いところで10

cmある。 地山プロ ッ ク を含む黄灰色 シ ル ト で埋め戻されている 。 各辺の一部で壁沿いに壁材の痕跡

とみられる 幅 5 -10cmの黒色 シ ル トの堆積土が認められた。
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〔 カ マ ド〕 残存 し て い な いが、 北辺中央の住居堆積土に炭 と 焼土をプロ ッ ク 状に含む層があ る こ と 、

その下の床面に炭の広がる範囲があ る こ と 、 周溝が北辺中央には な い こ と から、 北辺中央に付設さ

れていた と 思われる 。

〔貯蔵穴〕 北西隅にある 。 北辺中央に カ マ ドが存在した と すれば、 その左側に位置する 。 長辺60cm、

短辺40cmのやや不整な長方形で、 深さは14cmである。 中央に土師器甕を正位に据えており、 周りは

炭粒 と 地山ブロ ッ ク を含む黒色 シ ル ト で埋め戻されている 。 甕の内部には炭粒を含む住居堆積土と

同様の黒褐色 シ ル ト が堆積する 。 この甕（第11図 1 )は球胴形で、 頸部に段が巡るものである 。 外

面の胴部はハ ケ メ 、 内面はヘ ラ ナ デ後にヘ ラ ミ ガキが施されている 。

（その他の施設等〕 南西主柱穴付近で白色粘土の塊が床面に張り付いた状況で検出された。 4 cmほ ど

の高さがある 。

〔遺物〕 床面から瓦 （第11図 2 )、 貯蔵穴埋土から土師器の杯 と 甕( 1 ) が少量出土した。 甕は球胴形

で、 頸部に段が巡るものである 。 胴部外面はハ ケ メ 、 内面はヘ ラ ナデ後にヘ ラ ミ ガキが施されてい

る。 その他、 掘方埋土から土師器甕、 住居堆積土から土師器杯・甕 ． 甑が出土して い る 。

【S125住居跡】 （第12図）

SI26 · 47住居跡より新し く 、 C群小溝より古い。

（平面形 ・規模 ・方向〕 東西4.3m 、 南北4.0mの方形で、 方向は西辺でN - 3
°

- E である 。

〔堆積土〕 地山プロ ッ ク を含む褐灰色 シ ル ト で埋め戻されてい る 。

〔壁〕 斜めに立ち上がる 。 高さは最も残りのよい東壁で15cmである。

〔床面〕 地山プロ ッ ク を多く 含む黄灰色砂 質 シ ル ト の掘方埋土を床面 と する 。 ほぼ平坦である。

〔主柱穴〕 4 個確認し、 すべてで径15cm前後の円形の柱痕跡を検出した 。 柱穴は長辺 （軸） 35-40cm、

短辺（軸）30-35cmの隅丸長方形や楕円形で、 深さは北西主柱穴で20cmある。 埋土は地山プロ ッ ク

を多 く 含む暗灰黄色 シ ル ト である 。 柱間寸法は東西が南側で1.9m 、 南北は東側で2.lmである。

〔周溝） 東辺の カ マ ド部分を除いてほぽ全周する 。 幅は15-20cm、 深さは南辺の深い と ころ で 6 cmあ

る 。 地山プロ ッ ク を含む暗灰黄色 シ ル ト で埋め戻され て い る 。 各辺の一部では壁沿いに壁材の痕跡

と みられる幅 5 -10cmの暗灰黄色シ ル トの堆積土が認められた。

〔 カ マ ド〕 東辺の南に付設されており、 燃焼部と 煙道部から成る。 燃焼部の側壁は砂の混 じ る にぶい

黄色シ ル ト で構築され て い る 。 浅 く 窪んだ底面には全域に焼面が認められる。 煙道 と の境付近の南

側にはロ ク ロ調整の土師器甕を伏せた支脚を据えて い る 。 煙道は燃焼部から上向きに緩やかに延び

る が、 先端部は削平され、 失われている 。 検出された長さは0.6mである 。

〔貯蔵穴〕 カ マ ドの右側にある 。 長軸50cm、 短軸35cmの楕円形で 、 深さは13cmである 。 炭粒と地山小

プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻されている。

〔遺物〕 床面から土師器杯 ・ 甕がご く 少祉出土 し て い る。 また 、 床面直上で杯、 双耳杯 （第12図 3 ) 、

瓦( 7 ) が出土している 。 杯にはヘ ラ 切り無調整のものがある。 瓦は丸瓦で、 凸面には 「伊」の刻

印がある 。 また 、 掘方埋土から土師器杯 · 甕、 カ マ ドの崩落土から土師器甕、 須恵器杯が出土して

い る 。 崩落土出土の甕にはロ ク ロ 調整のものがあり( 5 )、 須恵器杯にはヘラ切り無調整の杯( 1 )
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と回転糸切り無調整の杯( 2 )がある。 その他、 住居埋土か ら土師器杯•高杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・甕、

瓦が出土している。

[S126住居跡】（第13-15図）

SK116土城より新 しく、 SI25住居跡、 SK51 · 52土葬墓、 SK29 · 30土城、 C群小溝より古い。

〔平面形 ・ 規模 ・ 方向〕 南北5.2m、 東西5.3mの方形で、 方向は東辺でN - 18
°

- E である。

〔堆積土〕 炭粒と地山小 ブ ロ ッ ク を含む黒褐色シ ル ト で埋め戻されている。

〔壁〕 やや斜めに立ち上がる。 高さは最も残りのよい南壁で10cmである。

〔床面〕 地山プロ ッ ク を多 く 含む黄灰色 シ ル ト の掘方埋土を床面とする。 平坦である。

〔主柱穴〕 4 個確認 し 、 すべてで径15cm前後の円形の柱痕跡を検出 し た。 柱穴は長軸（辺）45-60cm、

短軸（辺）35-45cmの楕円形や隅丸長方形で、 深さは北東主柱穴で50cmある。 埋土は地山プロ ッ ク

を多 く 含む黒褐色シ ル ト である。 柱間寸法は東西が南側で2.8m、 南北は東側で2.6mである。

〔周溝〕 東•西 ・ 南辺で検出された。 西辺と南辺では一部途切れている。 幅は15-25cm、 深さは南辺

の深いところで14cmある。 地山小プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻されている。 東 ・ 西•南辺

ともに壁沿いに壁材の痕跡とみ ら れる幅 5 -10cmの黒色 シ ル トの堆積土が認め られた。
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傭 考
蜻山土プ ロ ッ ク を含 む。 〈M清糧土〉
地山土プ ロ ッ ク を多 く 含 む。 〈撼方墨土〉
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〔 カ マ ド〕 北辺中央に付設されており、 燃焼部のみが検出された。 右側の側壁と焼面の一部は新しい

溝跡や ピ ッ ト に壊されている。 左側の側壁は砂の混じる黄褐色粘土質 シ ル ト で構築されている。 底

面は平坦で、 中央から焚き口にかけて焼面が認められる。 また 、 中央やや左には長さ10cm、 幅•厚

さ 5 cmの砂岩を立てて支脚としている。

〔貯蔵穴〕 カ マ ドの右側にある。 長軸105cm、 短軸85cmの楕円形で、 深さは40cmである。 炭粒と地山小

プロ ッ ク を含む黒褐 色 シ ル トや黄灰色 シ ル ト で埋め戻されている。

〔遺物〕 床面で土師器甕 ． 甑が出土している。 甑（第14図 3 ) は無底式で、 頸部に段がないものであ

る。 胴部外面はハ ケ メ の後にヘ ラ ミ ガキが施されている。 また 、 掘方埋土や柱穴 ・周溝埋土、 貯蔵

穴埋土から土師器甕、 カ マ ド崩落土や住居埋土から土師器杯•高杯・甕のほか、 黒 曜石の剥片（第

15図） が出土している。 貯蔵穴出土の甕には長胴形で、 頸部に段がないもの( 4 ) がある。 胴部外

面はハケ メ 、 内面はヘ ラ ナデで調整されている。 また、 カ マ ド崩落土と住居埋土出土の高杯(1

2 )は杯部外面に段、 内面に屈曲があるものである。 口縁部は外傾または外反し、 内面は黒色処理
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第15図 S126住居跡出土遺物 2

されている。

【S127住居跡］ （第16固）

SD48溝跡や撹乱によって、 南辺は壊されている。 SI95住居跡、 SK96土城より新 し く 、 SX19土器埋

設遺構、 SD43·48·99溝跡、 SK97土城より古い。

〔平面形·規模・方向〕 南北5.5m以上、 東西5.0mの長方 形 と みられ、 方向は東辺で真北である。

〔堆積土〕 炭粒 と 地山小プロ ッ ク を含む黒褐色や暗灰 黄色の シ ル ト で埋め戻されている。

〔壁〕 やや斜めに立ち上がる。 高さは最も残りのよい北壁で16cmである。

〔床面〕 地山粘土プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト の掘方埋土を床面 と する。 ほぼ平坦である。

〔主柱穴〕 4 個確認し、 すべてで径15-20cmの円形や楕円形の柱痕跡を検出した。 柱穴は長辺 （軸）

55-70cm、 短辺 （軸） 45-60cmの隅丸長方形や楕円形で、 深さは南東主柱穴で45cmである。 埋土は

地山砂プロ ッ ク を含む黒褐色シ ル ト や黄褐色砂 質 シ ル ト である。 柱間寸法は東西が南側で2.9m、

南北は西側で3.2mである。

（周溝〕 北辺のカマ ド部分を除いて、 検出された各辺すべてにある。 幅は15-25cm、 深さは西辺の深

い と ころで14cmある。 地山小プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻されている。 各辺と もに壁沿い

に壁材の痕跡 と みられる幅 5 -10cmの暗灰黄色シル ト の堆積土が認められた。

〔 カ マ ド〕 北辺中央に付設されており、 燃焼部と煙道部から成る。 燃焼部の側壁は砂粒を含む黄褐色

粘土で構築されており、 その焚 き 口部には長さ14cm、 幅18cm、 厚さ8cmの砂岩の切石が左右 1 個ず

つ据えられている。 燃焼部の底面は浅 く 窪み、 中央に焼面が認められる。 煙道部は燃焼部から右

（東）側に傾いて直線的に延びる。 一部は削平されているが、 長さは1.8mである。 燃焼部底面 と 煙

道部と の間には10cmの段差がある。 煙道の底面はほぽ平坦だが、 先端部分は一段深く なっている。

〔遺物〕 床面で土師器杯 （第16図 1 ) と 須恵器杯( 3 ) が出土 している。 土師器杯は扁平な有段丸底

の杯で、 外面の段はあまり明瞭ではない。 須恵器杯は底径が大 き く 、 底部が回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整さ

れたものである。 床面では他に土師器杯・甕、 須恵器高杯が ご く 少祉出土している。 そのほか掘方

埋土や柱穴埋土から土師器杯 ・ 甕 ． 鉢 ． 甑、 石製模造品 （第47図 6 )が出土している。 また、 住居

埋土から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ． 壺が出土しており、 須恵器杯には回転糸切り無調整のもの

（第16図 2 ) がある。

【S128住居跡】 （第17図）

A区中央の西際で北東隅部分を検出 した。

〔平面形 ・ 規模 ・ 方向〕 南北2.5m以上、 東西1.9m以上の長方形と 思われ、 方向は東辺でN - 14° - E 
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である。

〔堆積土〕 炭 と 地山砂の小プロ ッ ク を含む暗灰黄色 シ ル ト であ る。
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22 



〔壁〕 斜めに立ち上がる。 高さは最も残りのよ

い北壁で14cmである。

〔床面〕 検出部分では炭の小プロ ッ ク と 地山砂

を多 く 含む暗 オ リ ー プ褐色砂質 シ ル ト の 掘

方埋土を床面 と する。 緩やかな起伏がある。

〔周溝〕 検出された各辺にある。 幅は15-25cm、

深さは北辺の深い と ころで12cmある。 地 山

砂を多 く 含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻されて

いる。 北辺では壁沿いに壁材の痕跡 と みら

れる幅 5 cmの黒 褐色色 シ ル ト の堆積土が認
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師器甕が こ く 少黛 出 土 --』J:
削平されて残り が悪く 、 堆積土や床面、 壁は北東隅に残るのみである。 ま た、 SD40溝跡や撹乱に

よって、 住居中央部 と 南辺部分は壊されている。 SK102土城より新し く 、 S125住居跡、 SD40溝跡、

SK117土城より古い。

〔平面形・ 規模・方向〕 南北6.2m以上、 東西6.3mの長方形と みられ、 方向は西辺でN - 13° - Eであ

る。

〔堆積土〕 炭粒 と 地山砂粒を含む黒褐色 シ ル ト である。

〔壁〕 斜めに立ち上がる。 高さは最も残 り のよい北壁で 7 cmである。

〔床面〕 床面が残っていると ころでは地山砂を多 く 含む暗灰 黄色砂質 シ ル ト の掘方埋土を床面 と する。

平坦である。

〔主柱穴〕 4 個確認し、 すべてで径15-20cmの円形の柱痕跡を検出した。 柱穴は長軸45-60cm、 短軸

35-50cmの楕円形で、 深さは北東主柱穴で25cmある。 埋土は地山砂小 プ ロ ッ ク を含む黄灰色シ ル ト

である。 柱間寸法は東西が南側で4.2m、 南北は東側で3.6mである。

〔周溝〕 北東隅で検出された。 幅は15-20cm、 深さは北辺の深い と ころで14cmある。 地山砂小プロ ッ

ク を含む黄灰色砂質シ ル ト で埋め戻されている。 一部で壁沿いに壁材の痕跡 と みられる幅 5 cmの黒

褐色シ ル ト の堆積土が認められた。

〔 カ マ ド〕 北辺中央の東寄りに付設されている。 燃焼部 と 煙道 部 と から成るが、 新しい遺構などに壊

されてお り 、 と もに半分 しか残っていない。 燃焼部の側壁は黄褐色粘土で構築されてお り 、 その焚

き口部には構築あるいは補強材の据え方 と みられる ピ ッ ト ( p 1 ) が検出されている。 燃焼部底面

は煙道に向かって上向きにやや傾斜する。 ま た、 わずかしか残存しないが、 焚き口部に焼面が認め

られる。 煙道部は燃焼部から直線的に延びる。 底面は燃焼部底面からその ま ま 上向きにやや傾斜し

ている。
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〔貯蔵穴〕 カ マ ドの右側にある。 長軸110cm、 短軸65cmの楕円形で、 深さ は35cmである。 炭粒と焼土粒、

地山砂プロ ッ ク を含む褐灰色シ ル ト などで埋め戻 さ れている。

〔貯蔵穴状 ピ ッ ト 〕 貯蔵穴の右側に土師器甕の上部を立てて据えたK 1 がある。 掘方は長軸35cm、 短

軸30cmの楕円形で、 深 さは12cmである。 地山砂プ ロ ッ ク を 多 く 含む黄灰色砂 質 シ ル ト などで埋め戻

さ れている。

〔遺物〕 掘方埋土から土師器甕 、 K 1 埋土 か ら 土師器甕 ． 甑が少量出土している。 K l 埋土出土の土

師器甕（第18図 1 )は非ロ ク ロ調整の長胴形で、 頸部外面に段をもつものである。 胴部外面の調整

は ハ ケ メ である。 。 甑には口縁端部が四角に仕上げられたものがある。 また、 住居堆積土から土師

器甕のほか、 ス ク レ イ パー( 2 )が ご く 少量出土している。 石材は黒曜石である。
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【S162住居跡］（第19図）

削 平されて残存状況が悪 く 、 堆積土や床面、 壁は北西隅に残るのみである。 SB63建物跡、 SK35 ·

109土堀、 C 群小溝より古い。

〔平面形 ・ 規模·方向〕 南北5.3m、 東西3.8mの長方形と みられ、 方向は東辺でN - 4 ° 

〔堆積土〕 炭粒と 地山砂粒を含む黒褐色シ ル ト で埋め戻されている。

〔壁〕 斜めに立ち上がる。 高さは最も残りのよい北壁で8cmである。

- E である。

（床面〕 残存する と こ ろでは地山砂を多く含む黄灰色砂 質 シ ル ト の掘方埋土を床面 と する。 ほぼ平坦

である。

〔主柱穴・周溝・ カ マ ド〕 検出されなかった。

〔貯蔵穴〕 北西隅にある。 長軸95cm、 短軸90cmの楕円形で、 深さは20cmである。 炭粒と 焼土粒を 多 く

含む黒褐色 シ ル ト で埋め戻されている。

〔遺物〕 床面直上から土師器杯・甕、 須恵器杯のほか、 砥石（第19図 6 )、 黒曜石の原石( 1 )が出土

している。 土師器には非 ロ ク ロ調整の無段丸底の杯( 2 )や ロ ク ロ調整の甕( 5 )、 須恵器杯には

底部から体部下端に回転ヘ ラ ケ ズリ調整を施したもの(3)がある。 その他、 掘方埋土から土師器

甕、 貯蔵穴埋土から土師器甕、 須恵器杯が出土している。 貯蔵穴出土の須恵器杯には、 口縁部に油

煙状の付着物が認められるものがある

【S195住居跡］（第20図）

( 4 )。

床面近 く まで削平される と 同時に、 SI27住居跡やSD43·48溝跡な どの新しい遺構に よ っ て大 き く

壊されている。 SI27住居跡、 SD43·48 · 99溝跡、 SK97土城 より古い。

〔平面形・規模 ・方向〕 わ ずかに残る北辺と 、

甲

カ マ ドや主柱穴の位置関係からみて、 長方形と思われ
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地山プロック含む。 〈周溝櫻土〉
地山プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈編方櫻土〉

ぬ 土 性 土 色11暗褐 (lOYRJ/3) I帖土質シ ル ト1鍮山プ ロ ッ ク を：く含む。 〈鍼方：土〉

第21図 S1100住居跡 第22図 S1131住居跡

る。 規模は不明である。 方向は西側主柱でN - 11° - E である。

〔堆積土〕 炭粒と地山砂粒を含む黒 褐 色 シ ル ト である。

〔壁〕 最も残りのよい北壁で 2 cmである。

〔床面〕 残存していた部分では、 地山砂プロ ッ ク を多 く 含む黄灰色 シ ル ト の掘方埋土を床面とする。

若干北に向かっ て上向き に傾斜している。

〔主柱穴〕 西側の 2 個を検出し、 ともに径10cm前後の円形の柱痕跡を確認した。 カ マ ドとの位置関係

な どからみて 、 調査区外の東側にも 2 個あると思われる。 柱穴は長辺（軸）35cm前後、 短辺（軸） 30 

-35cmの隅丸長方形や楕円形で、 検出面からの深さは北西主柱穴で30cmである。 埋土は地山砂プロ ッ

ク を多 く 含む黄灰色砂質 シ ル ト である。 西側主柱の柱間寸法は3.4mである。

（ カ マ ド〕 北辺に付設されているが、 燃焼部側壁の痕跡と焼面が残るのみである。 焼面は長軸30cmほ

どの楕円形で、 平坦である。

〔遺物〕 出土していない。

[51100住居跡】 （第21図）

残存状況が悪く、 床面以下まで削平されると同時に 、 SD40 · 48溝跡で北辺部が壊されている。 検

出されたのは住居の掘方と主柱穴、 周溝のみである。 SK103土猥より新しく、 SD40·48溝跡より古

い。

〔平面形・規模・方向） 東西3.5m 、 南北3.0m以上の長方形と思われ、 方向は東辺でN - 2 ° - Wである。

切
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〔床面〕 北辺部と中央部以外は地山プロ ッ ク を多 く 含む暗灰黄色 シ ル ト の掘方埋土を床面としていた

と み ら れる。

〔主柱穴〕 1 個確認し、 径15cmの楕円形の柱痕跡が検出された。 柱穴は長辺50cm、 短辺40cmの楕円形

で、 深さは20cmである。 埋土は地山プロ ッ ク を含む灰黄褐色 シ ル ト である。

〔周溝〕 南辺の東側を除く各辺で検出された。 幅は10-20cm、 深さは5 cm前後である。 堆積土は地山

小プロ ッ ク を含む暗灰 黄色 シ ル ト である。

〔遺物〕 掘方埋土か ら土師器杯 ・鉢 ． 甕、 須恵器杯 ・甕が出土している。

【$1131住居跡】 （第22図）

B 区 中央の東際で検出した。 残存状況が悪く、 床面以下ま で削平されると同時に、 SD40溝跡と撹

乱によ っ て 南西部が壊されている。 検出されたのは住居の掘り方のみである。 SD40溝跡、 SK259土

葬墓より古い。

〔平面形・ 規模 ・ 方向〕 南北3.8m、 東西3.5m以上の長方形と思われ、 方向は東辺でN - 6 ° - Eであ

る。

〔床面〕 北東部は地山プロ ッ ク を多 く 含む暗褐色粘土質 シ ル ト の掘方埋土を床面としている。

〔遺物〕 掘方埋土か ら 土師器杯 ・ 甕が少量出土している。 杯には有段丸底のものがみ られる。

C .  土器埋設遺構（第23-27図）

調査区中央か ら 南で8基検出した。 3 基(SX19·45 · 75土器埋設遺構）がA区、 5 基(SX 1 ·  

3 · 157 · 238·244土器埋設遺構）がB 区でみつかっており、 分布は全体的にま ば ら である。 sx 1 ·  

157 · 244は残りがよくないが、 他は良好である。 以下、 これ ら についてまとめてのべる。 な お、 各埋

設遺構の規模などの属性は巻末の遺構属性表に載せた。

（重複） SX19はSl27住居跡、 SK102土城より新しい。 SX157はSK155土城より新しく、 SD167溝跡より

古い。 SX238は重複する東西方向の小溝より新しい。 それら 以外に重複はない。

（据え方〕 平面形は楕円形である。 残りの悪いものを除いて規模をみると、 長軸が84-98cm、 短軸が

40-62cmで、 深さは12-28cmである。 断面形は、 縦断面で逆台形状や皿状である。 長軸の方向は、

残りの悪いものも含めて南北方向のものが 6 基、 東西方向のものが 2 基ある(SX19 · 157)。 前者

は真北に向かい西に 2 -36° の範囲でふれるものが主体を占める。 後者はSX45のみで、 100 東に

ふれる。 東西方向のものは真東に向かいSX19が25° 南に、 SX157が 5 0 北にふれる。

〔埋設状況〕 土師器甕が横位で埋設されている。 埋土は地山プロ ッ ク を多く含む黒褐色粘土や暗褐色

粘土質 シ ル ト 、 暗灰黄色砂 質 シ ル ト な どである。 甕は 2 つ検出されたものと、 1 つ検出されたもの

とがある。 主体をしめるのは前者で、 合わせ口の状態で埋設されている。 1 つだけ検出されたもの

はSX157 · 244であるが、 遺構自体の残りが悪い こ と か ら 、 本来は2 つ埋設されていた可能性もあ

る。

〔土器内の堆積土〕 し ま りの ない暗灰黄色砂質 シ ル ト や暗褐色粘土質 シ ル ト 、 黒褐色粘土などで、 自

然堆積である。 特に目立つ混入物等は認め られなかった。
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SX3 
I 暗褐 (IOYR3/3) 粘土買シルト 地山粒を含む。 〈自然〉
2 暗褐 (IOYR4/3) 粘土質シルト 雌IIJ粒を含む。 〈掘方埋土）

SXl9 
I 暗灰黄 (2.SY4/2) 砂質シル ト 〈自然〉
2 暗灰賀 匹YS/2) 砂質シルト 地山砂プロ ッ ク を含む。 〈掘方楓土〉

SX45 
I 凩褐 (2.5Y3/2) シ ル ト （自然）
2 黒褐 (2.SY3/2) シ ル ト 馳Ill砂を含む。 〈掘方埋土〉

�I『I且［言[l�t�:ト I[言§合匁喜；〈==
第23図 土器埋設遺構

〔埋設土器〕 埋設された土師器甕 （第24-27図） は ロ ク ロ調整の長胴形の甕である 。 口径20.9-28.2cm、

器高24.5-44.lcmの大型品が使 わ れ て い る 。 外面の胴部下半には縦方向の手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ

れている 。 内面は回転ハケメ 、 ナデのほか、 ヘ ラ ナ デ も 認め ら れる 。 ま た 、 焼成後に外面に粘土が

貼 り 付 け ら れた も の （第24図 1 、 第25図 1 · 2 ) や、 ス ス が付着 し た も の （第25図 2 ) がある 。

2 個体の甕が合わせ口 で埋設 さ れ て い る 時の組合せは 、 同程度の大 き さ の甕の場合 (SX 1 · 45 ·  

238) と 、 大 き い甕 と やや小さ い甕を組み合わせた場合 (SX 3 · 19 · 75) と があ る 。 ま た 、 口縁部

29 



゜ 5 10cm 

SXl.3 

No 1ft B1J 出土遺構 · 層位 特 徴 口径 底径 召店 写其 £緑

J 土師召 ・ 甕 SXJ ・還土 外： 0 ク ロ ナデ→手持ちケズリ 粘土付看 底 ： ナデ 内 ： 0 ク ロナデ→ヘラナデ 22.8 10.4 33.5 13- 10 132 
2 土師笞 ・ 甕 SXI ・ 墨土 外 ： ロクロナデ一手持ちケズリ スス付費 底 ： ナデ 内 ： ロクロナデ→ハケ メ→回転ハケメ 21.3 9.4 31.7 13- 1 1  133 
3 土誦召 ・ 甕 SX3 · 理土 外 ： ロ ク ロ ナ デ→手持ち ケ ズ リ 底 ： ナデ 内 ： 日転ハケメ ー ロ ク ロ ナデ ・ ナデ 20.9 9.4 24.5 14- I 135 
4 土鰤召 ・ 甕 SX3 · 裡土 外 ： タ ク キ ー ロ ク ロ ナデー手持ちケズリ 内 ： ナデ ・ 国転ハケメーロクロナデ 22.8 14- 4  134 

第24図 sx 1 •  3 土器埋設遺構出土遺物
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10cm 

紺
出
1
2
3
4

出士遺構 ・ 層位

SX19 ・ 櫻土,. _, 一●●，．．．．．＇
SX19 ・ 埋土

SX45 ・埋土, .  一
SX45 ·  攪士

特 徴

外 ： ロ ク ロナデ→手持ちケズリ 帖土付着 底 ： 摩誡 内 ： ロ ク ロナデ→ヘラナデ

外 ： 0 ク ロナデー手持ちケズリ 帖土付着 底 ： 摩減 内 ： ロ ク ロナデーナデ

外 ： ロ ク ロナデー手持ちケズリ 底 ： 摩滅 内 ： ロ ク ロ ナデ ・ ナデ

外 ： ロ ク ロ ナ デー手持ち ケ ズ リ 底 ： 摩滅 内 ： ロ ク ロナデーナデ

第25図 SX19 • 45土器埋設遺構出土遺物

4
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゜ 5 

池 種 別 出土遺構 ・ 層位 特 徴 口径 底径 器ロ 写真 登録
J 土師溢 ・ 甕 SX75 · 狸土 外 ： ロク ロナデ→手持ちケズリ 底 ： 手持ちケズ＇） 内 ： ロ ク ロ ナ デ ・ ハケメ→ナデ 21.7 9.6 32.3 14 -8 54 
2 土師溢 ・ 甕 SX75 · 携土 外 ： ロ ク ロナデー手持ち ケ ズ リ 底 ： 手持ちケズリ 内 ： ロ ク ロナデ→ナデ ZT.7 12.6 44.I 14- 7 55 
3 士閾召 ・ 甕 SX157· 壇土

�． 外 ： ロ ク ロナデ→手持ちケ ズ リ 底 ： ナデ 内 ： ロ ク ロ ナデ ・ ナデ 20.5 9.4 25.6 161 

第26図 SX75 • 1 57土器埋設遺構出土遺物
32 
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10cm 

lb 檀 別 出土遺構 · Ill位 特 徴 口径 底径 召店 写真 豆録
土師召 ・ 甕 SX磁 · 捏土 外 ： 平行 ク ク キ ー ロ ク ロ ナデ→手持ちケズリ 庇 ： ナ デ 内 ： 回転ハケメ 25.3 &4 35.1 14-6 162 
土鰤器 ・ 甕 SX怨 • 壇土 外 ： 平行 タ タ キ ー ロ ク ロ ナデー手持ちケ ズ リ 底 ： ナデ 内 ： 阿転ハケメ 26.0 8.4 34.2 14-3 163 

3 土靡苔 ・ 甕 ―- SX244 · 還土 内外 ： ロ ク ロナデ (22.8) 164 

第27図 SX238 • 244土器埋設遺構出土遺物

の径が 1 - 2 cmほど異なる ものを使用した場合と 、 小さい甕の口縁部径 と 大きい甕の内面頸部の径

がほぽ同 じものを使用 した場合 (SX75) と がある 。

〔他の出土遺物〕 sx 3埋土から土師器と 須恵器の杯・甕、 SX19埋土から土師器と 須恵器の杯、 SX45

埋土から須恵器杯、 SX75埋土から土師器杯 ・甕、 須恵器甕、 瓦が各々少最出土している。

33 
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D. 土葬墓

本調査ではA · B区中央から 南で長さ82-254cm、 幅30-164cmの隅丸長方形や長楕円形の土堀を93

基検出した（第4 ·28図） 。 それら は南西部の低地ほど濃密に分布する。 堆積土は地山土•砂プロ ッ

ク を多く含む人為的な埋土を特徴とし、 上部に自 然堆積土がみ ら れる場合もある。 遺物は少ないが、

完形に近い土師器坪 · 甕や須恵器杯・壺が 1 · 2 点出土したものがある。 こうした土城は、 仙台市原

遺跡や古川市新谷地北遺跡で検出されてお り 、 土城墓と位置づけ ら れている（平間1998、 主浜1999、

木皿• 早川1992)。 ま た、 調査の進展に伴って93基中21基では木棺も確認・推定された。 したがって、

これらの土猥は木棺墓を含む土葬墓と考え ら れる。 以下では、 木棺が確認された A群と確認されなか

ったB群とに分けて説明する。 な お、 各土葬墓の属性は巻末の遺構属性表に載せた。

〈 A群…木棺が確認 さ れた土葬墓〉 （第29·30図）

B 区南西部のみで検出した。 掘方の平面形は隅丸長方形を基調とする。 規模は長さ152-254cm、 幅

58-164cmで、 平均値は長さ205cm、 幅87cmである。 深さは最も深いもので45cmで、 横断面形は箱形や

逆台形が主体をしめる。 縦断面形は皿状が主体で、 他に逆台形や箱形のものがある。 底面は比較的平

坦だが、 凹凸が目立つものもみられる。 長軸の方向は南北で、 東に振れるものと西に振れるものがあ

り 、 その範囲は東に18° か ら 西に42° である（第50図）。

木棺の残存状況は悪 く 、 検出は困難だったが、 4 基で棺材の一部、 9 基で棺材の腐食した痕跡（以

下、 棺材痕跡と呼ぶ）を検出した。 また、 土層の堆積状況の観察をとおして棺の輪郭（以下、 棺痕跡

と呼ぶ）がと ら え られ、 木棺の存在を推定できたものが8基ある。

． 棺材の一部を検出したもの•…..SK170 · 175·184·211 

． 棺材痕跡を検出したもの… … …SK162 · 173·174 · 185 · 187·195·199·210 · 217

． 棺痕跡を検出したもの•…… …..SK169·181 ・ 189·193·214·215 · 223 · 230

木棺の平面形はほぼ長方形で、 板を組み合わせた箱形の木棺とみ られる。 長さは124-196cm、 幅は

40-88cmで、 平均値は長さ166cm、 幅51cmである。 底面はほぼ平坦で、 残 り のよいもので高さは26cm

ある。 棺材はSK175·184で側板と木口板、 SK170 · 211で底板が残存していた。 棺材痕跡は幅 5 cm弱

の暗赤褐 (5YR3/3) · 暗灰黄 (2.5Y4/2)·黒 褐 (10YR3/l) ・ 褐灰 (lOYR4/l)色粘土で、 側板と木

口板の痕跡が多いが、 底板や蓋板の痕跡も S Kl74 · 184·210で確認した。 また、 木棺の下では長さ

30-lOOcm、 幅 5 cm前後の木材やその痕跡が検出された。 2 - 4 本程度ある場合が多く、 短軸方向に

置くもの（横木）が主体をしめるが、 長軸方向（縦木） や三角形状、 井桁状に置 く ものもある。

堆積土は下から掘方埋土、 棺上部崩落以前の棺内流入土、 棺上部埋土の崩落土、 棺上部崩 落後の自

然堆積士に大別される。 このうち棺内流入土は明瞭に認識できる場合もあるが、 埋土の流入や崩落時

の混合などによ り 埋土崩落土との峻別が難しく、 と ら えきれない場合もあった。 また、 上部の自然堆

積土には灰 白色火山灰の再堆積層が認め ら れるものもある。

遺物はSK217で土師器杯（第33図 4 ) 、 SK174 · 195で須恵器坪( 9 ·11)、 SK162で須恵器広口壺

(14)が完形に近い状態で各 1 点出土した。 他には土師器と須恵器の杯 ・ 甕、 瓦の破片がごく 少嚢出

土したのみだが、 SK170·195では人の歯牙、 SK184では漆の皮膜が検出されている。
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以下 、 個別に事例を説明する。

(SK162土葬墓】（第30図）

最も大きい木棺が確認された。

〔掘方〕 平面形は隅丸長方形である。 規模は長さ228cm、 幅98cmで、 深さは28cmである。 底面は、 ほぼ

平坦だが、 長辺の壁直下には幅20cm、 深さ10cmほどの溝状の掘り込みがある。 壁は北辺は緩やかに

立ち上がり、 他はほぼ直立する。 方向は長軸でN - 3
°

- Wである。 埋土は極暗褐色粘土と 地山起

源の黄褐色砂質 シ ル ト の混合土である。 一度、 棺底面付近まで埋め戻してから、 長辺の壁直下に溝

を掘り、 それからもう一度埋め戻している。

〔木棺の状況〕 平面形がほぼ長方形の棺痕跡が検出された。 痕跡は幅 2 - 5 cmの黒褐色 (7.5YR3/l)

粘土で、 側板や木口板の痕跡と みられる。 底面は平坦で、 壁は側板、 木口板と も直立する。 規模は

長さ196cm、 幅88cmで、 棺底面からの高さは残りのよい と ころで17cmである。

棺の下では西側中央で長さ40cm、 幅 5 cmほどの横木の痕跡が検出された。 腐食して空洞化した内部

には灰 白色火山灰が流入している。

〔堆積土〕 2 - 4 層は極暗褐色粘土と地山起源の黄褐色砂 質 シ ル ト の混合土で、 棺内流入土または埋

土崩落土である。 1 層は極暗褐色粘土で、 崩落後の自 然堆積土である。

〔遺物〕 棺外北東部の掘り方埋土から須恵器広口壺 （第33図14) が正位に置かれた状態で出土してい

る。 福島県会津大戸窯KA- 107窯式期に属する広口壺である（註 1 ) 。 そのほか、 棺内流入土また

は埋土崩落土から土師器・須恵器杯、 掘方埋土から瓦が少量出土している。

【SK170土葬墓】（第30図）

上部は削平されているが、 底板が最もよ く 検出された。 SD198、 D群小溝より古い。

〔掘方〕 平面形は隅丸長方形 と 思われる。 規模は長さ172cm以上 、 幅128cmで、 深さは26cmである。 横

断面形は逆台形で、 底面は凸凹している。 方向は長軸でN - 11
°

- Wである。 埋土は地山プ ロ ッ ク

を多く含む黒褐色 シ ル トである。

〔木棺の状況〕 底板を検出した。 複数の板材を長軸方向に平らに敷き並べたものである。 最も残りの

よい板材で長さ64cm、 幅22cm、 厚さ 3 mmほどが残存していた。 また、 北端部の底板の下では、 短軸

に対し斜めに置いた長さ140cm、 幅 7 cmの横木とその痕跡を検出した。 ほぼ水平に置かれている。

〔堆積土〕 灰 白色火山灰 の粒を含む黒褐色 シ ル ト で棺内流入土である。

〔遺物） 木棺北半の底面で、 人の歯牙が2 片検出された。

【SK175土葬墓】（第29図）

遺構検出時に、 明瞭に幅 2 cm前後の棺材痕跡と棺脇の押さえ板が確認された。 精査の結果、 棺材が

最もよく残っていた。 SD43溝跡より古い。

〔掘方〕 平面形はやや不整な隅丸長方形である。 規模は長さ188cm、 幅78cmで、 深さは18cmある。 断面

形は横 ・ 縦断面 と も箱形である。 底面は北から南に向かって少し上向きに傾斜するが、 ほぼ平坦で

ある。 方向は長軸でN - 20
°

- Wである。 埋土は灰褐色と褐灰色の粘土質シ ル ト の混合土である。

〔木棺の状況〕 側板、 木口板、 底板とそれらの痕跡が検出された。 棺材痕跡は灰褐色 (7.5YR4/2) 粘

37 



/ ·)t. 心 4·rtl 

SK175 SK199 
s 丁

2.7m � 
2 4 I . 4 

lliiiil 
吐

N

/
 

棺材痰跡

� 

吐

匡―

丁
足d

s
 

吐

3.2m-JY..j 

..lY..j 

J
 5

 

寸
§i

 

吐

戸 —

SK217 可 "'T 
32m� 戸— � SK230 

（棺痕跡）

� 訂
3.2m� 店

-! 

゜ I m  — I ヽ-2 

遺構 ぬ 土 色 土 性 傭 考 遺構 ぬ 土 色 土 性 傭 考
l 黒褐 (2.5Y3/2) 帖土質シルト 嬉 山 プ ロ ッ ク を 含 む。 〈流入or崩嘗〉 I 灰貰褐 (IOYR4/2) 帖土 蟻山砂を多 く 含 む。 〈自然堆積土

SK175 
2 が） ープ褐 （益Y4/3) 砂質シルト 嬉山土主体。 〈流入or崩詈〉 2 灰賞褐 (JOYR4/2) 帖土 帖性弧い。 鳩山砂を少し含む。 〈自然堰積土
3 略灰賞 (2SY4/2) 帖土質シルト 地山土が混じる。 〈減入or肩椿〉 3 灰黄褐 (JOYR4/2) 粘土 鍮山の砂と黒色帖土を多く含む。 （道入or舅奮
4 褐灰 (7.5YR4/J) 帖土質シルト 灰褐色土・ 火山灰粒が況 じる。 〈編方浬土〉

SK217 
4 灰黄褐 (IOYR4/2) 枯土 （流入or崩充

I 昂褐 (IOYR3/l) シル ト 熾tllプ ロ ッ ク を 多 く 含む• 〈厘土肩落土〉 5 灰賃褐 (IOYR4/2) 帖土 帖性非常に強い。 〈掘方糧土
2 黒褐 (10YR3/l) シル ト 嬉 山 プ ロ ッ ク を 含 む。 （棺内流入土〉 6 灰賃褐 (JOYR4/2) 帖土 地山砂を多く含む。 〈撼方糧土

SK199 
3 輯灰貧 (2.5Y4/2) シル ト 嬉山粒を少し含む。 〈惰内流入土〉 I 灰白 (IOYR7/I) 火山灰 肖埴積層。 〈自然堆積土
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第29図 土葬墓A群の典型例
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土である。 側板と木口板は上からみて 「 廿 」 状に組まれている。 棺の底面はほぽ平坦で 、 壁は側

板、 木口板ともに棺底面の下から立ち上がり、 側板はほぼ直立、 木口板は外側に斜めに立ち あがる。

規模は長さ171cm、 幅46cmで、 内法は長さ159cm、 幅39-46cmである。 棺底面からの高さは残りのよ

いところで10cmである。

側板は半分以上が粘土化 しているが、 東西とも一部で板材が残存していた。 また、 側板は横木の

上に乗っているが、 その部分の加工の有無は腐食や湧水で認識できなかった。 一方、 木口板は腐食

が少ない。 「 廿 」 状に組まれた側板との接合部には側板•木口板とも加工が認められず、 周辺から

釘等の接合具も出土していない。 木口板による棺の壁が下から斜めに立ち あがることと合わせみて、

木口板は側板の間に挟み込まれただけとみられる。 底板は、 棺の北半で幅15cmほどの板材が長軸方

向に 2 枚並べられているのを確認 した。 複数の板を長軸方向に並べて棺底と していたとみられる。

棺の下では横木と縦木を検出した。 横木は長軸に対し 直交する向きで北に 2 つ、 中央に 1 つ、 南に

2 つある。 丸材と板材があり、 水平に置かれている。 縦木は長軸と方向を揃えて北半のほぽ中軸上

に 2 つあり、 北と中央の横木の上に乗っている。 この他、 棺の東脇では側板の押さえ板が検出され

た。

〔堆積土〕 1 - 3 層は地山シ ル ト が混じる黒 褐 · 暗灰 黄色粘土質 シ ル ト や オ リ ーブ褐色砂 質 シ ル ト で、

棺内流入土または埋土崩落土である。

（遺物〕 出土していない。

【SK184土葬墓）（第30図）

SK175同様 、 棺材を検出 した。 また、 撹乱に壊されているが、 堆積状況が最もよ く 観察された。

〔掘方〕 平面形は隅丸長方形である。 規模は長さ220cm、 幅66cm以上で、 深さは44cmである。 断面形は

横 · 縦断面ともにほぼ箱形である。 底面は、 中央部が浅 く 窪むがほぼ平坦である。 方向は長軸で

N - 34
°

- Wである。 埋土は地山砂プロ ッ ク を多く含む暗灰 黄色砂質 シ ル ト である。

〔木棺の状況〕 南西隅の側板と木口板のほか、 側板 · 木口板・蓋板·底板の痕跡を検出 した。 棺材痕

跡は暗赤褐色 (5YR3/3) 粘土である。 側板と木口板は上からみて「 廿 」状に組まれている。 棺の

底面は緩やかな起伏が認められるが、 ほぼ平坦である。 壁は底面からやや内側に斜めに立ち あがる。

規模は長さ194cm、 幅42cmで、 底面からの高さは残りのよいところで26cmである。

棺材は腐食してほとんどが粘土化していたが、 側板と木口板の南西隅の接合部が残存 していた。

接合部の側板と木口板の状況は先述のSK175と同じで、 木口板は側板の間に挟み込まれたものとみ

られる。 その状況は棺材痕跡としてではあるが、 北の木口板と側板でも観察された。

棺の下では横木が検出された。 棺材同様腐食が激しい。 横木は長軸に対 し直交する向きで 1 つ、

斜めに 3 つあり、 ほぼ水平に置かれている。 側板との関係は先述のSK175と同じである。

（堆積土〕 6 - 8 層は地山プロ ッ ク を含む灰 黄 褐 ・ 暗灰黄・オリ ープ褐色シ ル ト 質粘土で、 棺内流入

土である。 4 層は褐灰色粘土プロ ッ ク を含む地山土主体のオリープ褐色 シ ル ト で 、 埋土崩落土であ

る。 1 - 3 層は灰 白色火山灰 の再堆積層を挟む灰 黄 褐 ・褐灰色 シ ル ト 質粘土で、 崩落後の自然堆積

土である。
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〔遺物〕 棺底面直上か ら 、 土師器杯がごく 少量出土しており、 底部が回転糸切り無調整のものがある。

また、 棺底面の南端部では長 さ 10cm、 幅 5 cmの範囲で漆の皮膜が検出された。

【SK199土葬墓】 （第29図）

〔掘方〕 平面形は南辺がやや丸い隅丸長方形である。 規模は長 さ206cm、 幅68cmで、 深 さ は20cmである。

横断面形は箱形、 縦断面形は皿状である。 底面は中央部に向かっ て浅 く 窪み、 ゆるやかな起伏が認

め られる。 方向は長軸でN - 13° - Wである。 埋土は地山土を主体 と する暗灰黄色シ ル ト 質粘土で

ある。

〔木棺の状況〕 平面形がほぼ長方形の棺痕跡が検出された。 痕跡は幅 2 - 5 cmの暗灰黄色(2.5Y4/2)

粘土で、 側板と 木口板の痕跡 と み られる。 底面はゆるやかな起伏があるが、 ほぼ平坦である。 壁は

側板のほうは底面か ら外側にやや斜めに立ちあがり、 木口板は直立する。 棺の規模は長 さ176cm、

幅44cmで、 棺底面か らの高さ は残りのよい と ころで20cmである。

棺の下では横 木 と 縦木の痕跡が検出された。 腐食して暗灰黄色(2.5Y4/2) 粘土 と な っ ている。

横木は中央やや南に長 さ 15cm、 幅 2 cmほどが残存する。 縦木は掘方の東辺 と西辺に沿って 2 つ検出

された。 ほぽ水平に置かれていた と み られ、 長 さ は110-140cm、 幅は4 cmほどある。

〔堆積土〕 2 - 4 層は地山小プ ロ ッ ク を含む黒褐 · 暗灰黄 · 灰 黄 褐 色 シ ル ト で、 棺内流入土である。

1 層は地山プロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シ ル ト で、 埋土崩落土である。

〔遣物〕 埋土崩落土か ら ロ ク ロ調整の土師器杯がご く 少量出土している。

【SK217土葬墓】 （第29 · 33図）

検出さ れた木棺のなかで最も小さ いものである。

〔掘方〕 平面形は丸みのある隅丸長方形である。 規模は長さ 152cm、 幅62cmで、 深さ は28cmである。 断

面形は横断面が箱形、 縦断面は逆台形である。 底面はほぼ平坦である。 方向は長軸でN - 34° - W

である。 埋土は地山砂を多量に含む灰 黄褐色砂質粘土である。

〔木棺の状況〕 平面形がほぼ長方形の棺痕跡が検出された。 痕跡は幅 2 - 6 cmの灰黄 褐色(lOYR4/2)

粘土で、 側板や木口板、 底板の痕跡 と み られる。 棺の底面は南側が浅 く 窪んでおり、 壁は底面から

直立する。 規模は長さ 124cm、 幅46cmで、 底面からの高さ は残りのよい と ころで18cmである。 なお、

底板の痕跡は残存が悪 く 、 平面的な広がりは と ら えきれなかっ た。

〔堆和土〕 3 · 4 層は地山砂やVII層起源の黒色土を多 く 含む灰 黄 褐色粘土で、 棺内流入土または埋土

崩落土である。 1 · 2 層は地山砂を含む灰黄褐色粘土で、 崩落後の自然堆積土である。

〔遺物〕 2 層か ら ロ ク ロ 調整の土師器杯 （第33図 4 ) . 甕、 須恵器甕がごく少量出土している。

[SK230土葬墓） （第29図）

〔掘方〕 平面形は長辺がやや膨 らんだ隅丸長方形で、 規模は長さ214cm、 幅100cmである。 深さ は27cmで

ある。 断面形は横・ 縦断面と もに逆台形で、 底面は平坦である。 方向は長軸でN -41° - Wである。

埋土は黒褐色粘土 と褐灰色シ ル ト 質粘土を含む明黄褐色粘土で、 地山土を主体する。

〔木棺の状況〕 棺材や棺材痕跡は認 め ら れなかったが、 検出及び掘り下げ時における土層の堆積状況

の観察によ っ て、 木棺の輪郭が と ら え ら れ、 木棺が存在した と 推定 さ れる。 平面形は長方形で、
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辺情 池 J: 色 J: 性 柚 � 迅構 1'<l I: 色 I: 佗 偏
l 極妍褐 (7.5YR2/3) 粘l: ややし ま り あ り 。 〈I)然JltM t) 1 ! .ll褐 (lOY比VJ) シル ト 火Iii灰粒少し含む。 〈ll\内ill人 t〉
2 にぷい,1髯 IIOYRが4) 粘t 迪lllプロ ッ ク E体とする。 （流人orlil柑〉 SK170 2 思褐 I IOYI四） シ ル ト 地lit」．プ ロ ッ ク を含む 〈枷I JiJ'll I: 〉

SK162 3 極研出 (7.5YR2/3) 粘 I: 地tit 1:.1体C 〈泣入orfili/f〉 3 にぶい貨Ill HOYR4'3> シ ル ト 地1111: 1:ft<. (掘Ji雌 I:〉
4 極陪粕 C7.5YR2/3) 粘1: 地iiけ；が斑状に説じふ 〈滋人or/釦I/Ii) I 褐灰 (JOYR6(1 ) シ ル ト 地Ill紗プロ ッ ク を 多 く含む。 〈捏 l:lil紺 I;)
5 極略褐 (7.5YR2/3) 粘：t 嶋il J上がif( じる。 〈IIII Jil'n上） SKl74 2 し1が1ープ揚12.5¥331 粘上 地111砂を多 く 含む。 〈揖）i帷J:)
6 にぶい賃.i UOYR5141 砂 灯 シ ル ト 極,..,褐色ヒが枇じる。 〈揖Ji哩土） 3 賠灰貨 （公ぅY•l/2) シ ル トn紗 !.U褐色I:と火Ill灰粒を 多 く 含 む。 （揖）,,J! t} 
l 灰貿褐 (IOYR5/2) シJI, 1, ri帖 I: し ま り あ り • 火111灰柁を少し含む. (i'I然I皇�, l:) I 褐灰 IIOYR4/l) 帖·J: 枯代あり 火Iii!�拉を含む。 〈l'.lr.-!.liWI I:) 
2 灰l' J flOYR8/1) 火Ill灰 Jl)Jjltf,,� り• 〈「J然1位fill:〉 2 貨灰 （益Y4/I) 枯上 し ま りあ り・ 地111紗を多く含む。 (l'I然堆M l:〉
3 褐Jli. (IOYIWI) シ ル ト rt�り上 し ま り あ り 。 炭を.r, f含む• ((jr,,!;Jlt.f/1 1: 〉

$Kl切
3 褐lf< (JOYR511) 帖 I: 扇111粒を少し含む w然堆fil l:〉

4 オリープ褐 はSY•l/31 シ ル ト 鎗111上tll:. 褐灰�I/i i:プロ ッ クt含む。 (JIJ!」 ；lililiJ:) 4 11,',JJ<貨 (2.5Y4/2) 枯 l:rt シ ル ト 應.�紗プロ ッ ク ・ 火山灰柁を含む。 （棟」：Jll!fl I:) 
SKI別

5 II� 灰黄 (2.5Y4/2) シ ル トn枯 I: 鳩tiけ·oック を含む. (Jlt J.:/ヽ I俗 I:} 5 償灰 (2.5Y4/I) f,';J:1'! シル ト 地111紗プロ ッ ク を含む。 〈船方I'll l'.) 
6 灰貨褐 (IOYR4/2) シ ル ト fir�」 : し ま り な し。 〈Ill内流入上） 6 貨灰 (2.5Y印l) 粘trt シ ル ト 馳Ill砂プロ ッ ク を 多 く 含む （揖）11K I:) 
7 昭灰汎 四Y4/2) シル 1·!'1枯 I : し ま り な し 鳩Iiiプロックを含む。 （棺内流入」:) I !1\11) OOYR3/2) シ ル ト ＂粘 I: 地tit砂 · 火Ill灰粒を含む。 ((I然lit.fl!上）
8 が ）ープ111 (2.5¥4131 シ ル トn枯」： しまりなし• 尾Illプロ ッ ク を多く含む・ （棺内泣人J:) 2 !Al昆 (IOYR3/2) シ ル トntJ; I: 地111プロ ッ ク を 多 く 含む。 ()'1\J:l»l/S·J:)
9 11/f灰貨 （邸YS/2) 紗!T シ ル ト J釦II紗プ ロ ッ ク を 多 く 含む• 〈闊）i地 I:) 3 �.I,\褐 (IOYR312) 枯 _l; 地111砂プロ ッ ク を介む• 〈J�! 1:/il俗 l・）
10 11/l灰附 （邸YS/2) 砂＂シルト 追lh紗プロ ッ ク を 多 く 含む。 （贔）j罰J:) SKJ95 Iヽ lli}lll (l<)Yll3/3l 帖上 地山粒· J息u,プロ ッ ク を行干含む。 Cll'U 'l泣入 J:)

5 !.\I褐 OOYR3/I) 枯 ·I : 岨ii粘I:プ ロ ッ ク を 多 く 含む。 〈掘）,JIJLJ:) 
6 褐灰 (IOYR4(1) シ ル 1、竹粘I: 岨l 」 プ ロ ッ ク を含む。 〈掘ガl'P.·I:}
7 にぶI漬掲 (IOYR5/41 砂灯シルト 地1hプロ ッ ク 」,!に 〈批）i埋 I:〉

第30図 土葬茎A類

辺lli Ni:, J.: 性 I: 色 f'1 衿 辺構 池 .I: 色 :I: It 佃
I :!.\褐 (IOYR3/J ) シルト＂枯 I : 圏II粒 • れl紗を少し含むe 〈「l然堆1/1 1 :) l 灰黄褐 (10YR5/2) シ ル ト 1'l枯上 火Iii灰プロ ッ ク を 多 く 含む・ （日然Jlt梢 I :〉2 !.I.\褐 (JOYR31Jl シ ル ト ftfH 机砂を含む. (r'ff/.,1位栢 I:) 2 褐Ii< OOYR6/J) シ ル ト 火lliJI<.プロ ッ ク を 含む• (�I然堆liU〉
3 !!.\褐 (IOYR3/ll シルト行枯」 ： 圏IJプロ ッ ク を 含む• 〈n然推1/lJ.:) 3 灰日 (JOYR811) 火I ll灰 Iりitaも��'I. c,:,r, ぶJ位f,\I:)
、I /!.\褐 l2.5Y31ll 粘I: し ま り な し。 枯怜禎い• 〈Ii然）化f,�」:) 4 Iこぶい佼褐 (IOY513l 枯L 地LIi砂を少し含む。 (J'll±llllii l:〉
5 !)l褐 (IOYR311 ) シルト門枯I: 地tll柁 · tll砂を含む． 〈l'I然堆M+.〉

SK214 5 !!\Ill (JOYR3/2) 粘·I; （棺内流人上〉
SK210 6 :.l\褐 ( IOYR311) シ ル トn粘 I: 地lh柁 - �l紗を多く 含む。 (IHMU,1 I:) 6 褐Iii (JOVR511 > 砂nシ ル ト 火山灰粒を含む• 〈Jltl)j開土〉

7 /).\褐 (IOYRl.7/1) 粘 t 劇II粒 ・ ii砂 を 多 く 含 む。 〈I)然J町m上） 7 灰黄褐 (IOYRS/2) シ ル トn砂 地LI J砂主fと 〈枷I JJl'ILl:)
8 賠褐 {10YR3t3) 枯.J:.ffシル I

・ 旭Ill l:.tUヽ w然J位梢 I:) 8 :!.\ill OOYR3 I) 粘 k 地tit紗プロ ッ ク を含む。 〈掘Ji捏上〉
9 !.I.I褐 (IOYR3/2) 砂打帖I: 地111紗プ ロ ッ ク £体. (J!Jし1:/,1 俗 I:〉 9 !.\し褐 OOYR212) 粘上 地山砂プロ ッ ク t 体。 （掘力J_'l!J:)
10 聞褐 (IQYlll/2) 紗n帖土 地Ill砂プ ロ ッ ク ·1叶ト。 〈!Ill Ji棟り 10 ll"rlK/11 (2.5Y4/2) 粘：t 應1h紗を多く含む。 〈揖）i踵I:)
II 黒褐 (IOYR312) 紗1↑帖t 10�'1に近似する・ （温Ji�ll·t} I 灰l'.J l JOYR8/IJ 火Ill灰 IりJU,潤。 〈n然Jlt梢上〉
I �.(\褐 (2.5Y3/I) 帖 l:l'tシル I

・ 地111 l: プロ ッ ク を 多 く 含む。 （人21) 2 灰貿褐 ( lOYR4/2) 帖七 J 仰I紗 ・ 火Ill灰柁を含む• 〈lllJ.:/M/iJ.:〉
2 !.I.\褐 <2.SY3/ll t•; 上1't シ ル ト 地UI プ ロ ッ ク を少し含む• 〈n然Jtlf/11:} SK215 3 灰黄褐 CIOYR�/2) 帖-1: J訓1砂 • 火LI!灰粒を多く 含む。 〈r1ばIり俗 上）
3 !!.\褐 (IOYRl.7/1) 枯上 し ま り なl-. (fl然堆柑I:) ,1 にぶい賣褐 OOYR4,3l 紗Jt粘上 地111紗を 多 く 含 む。 （掘}j)贋I:〉

SKI約 4 !.I.\褐 (2.5Y3/l ) シ ル ト ftf,'; l: 地Iiiプロ ッ ク を 多 く 含む• 〈J限 l湖柑t〉 5 にぶい貨Ill (IOYRJJ3) 紗n粘J.: 地111紗を多く 含む• (1111 方j'I\上〉
5 /,I.\褐 (IOYR311J tli I

: し ま り な し J息Iiiブロ ッ ク を1H含む・ （棺内涎人 上） l 灰i'I OOYR8/I) 火山灰 Iり）佳I油1. (fl然Jtif.H) .
6 屈褐 (lOYR3/l) 枯 I: 嬉111 · /!,\fu枯J:プロッ クを多 く 含む。 〈鍼Ii飩 I:) 2 褐灰 CLOYR�/l) 粘L質シルト 地Iii プ ロ ッ ク を含む。 〈n然JtU/d:〉
7 !I.I褐 OOYR3/t> 枯j; 地山プロ ッ ク !;(�。 （掘方J•P.」;〉

SK211 3 !1.\1/,l ( IOYR3tl ) 枯土flシ ル ト (J.'ll上1釦l俗I;〉
1 !J.\褐 (IOYRJ/J) 粘J: 地titプロ ッ ク を含む。 (i/,l人orli)俗〉 4 !H褐 (IOYR3/J) 枯·tf'! シ ル ト 地11 1プロックを含む。 (Jりl l:i»I/H)

SK223 2 !!.\褐 ( 10¥11311) 粘J: 圏11 · :.1. 1 褐 色 Kプロ ッ クを含む。 （流入ori;l格） 5 にぶい貴昆 !JOY!は3) シル I• J息111 1:1'体 〈掘J;J!JW
3 りl黄褐 (JOYR716) 粘j; 黒褐色 I: · 褐If(色 I:を含む• 〈掘加'U:〉 6 !.I.I llOYR2/ll 粘 l:f1シルト 火111灰粒を含む。 （訓）J¥t上）
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断面形は横 ・ 縦断面 と もに箱形である。 底面は平坦で壁はほぼ直立する。 規模は長さ168cm、 幅65cm

で、 底面からの残存する高さは残りのよ い と こ ろで14cmである。

〔堆積土〕 3 · 4 層は棺内流入土で、 地山プロ ッ ク の混 じる初期の埋土崩落土を含む黒褐色粘土であ

る。 2 層は地山プロ ッ ク を含む黒褐色粘土で、 埋土崩落土である。 1 層は灰白色火山灰の再堆積層

で崩 落後の自然堆積層である。

〔遺物〕 掘方埋土から須恵器甕がご く 少最出土している。

〈 B 群…木棺が確認 さ れ な か っ た土葬墓〉

72基検出した（遺構名 ・ 番号は遺構属性表参照）。 A · B 区中央から南に分布し、 南西部に集中す

る傾向がある。 平面形は隅丸長方形を基調 と するものが多 く 、 他に長楕円形がある。 規模は長さ82-

244cm、 幅30-lOOcmで、 平均値は長さ175cm 、 幅58cmである。 横断面形は逆台形や箱形が主体で、 縦

断面形はそれに皿状のものが加わる。 底面はゆるやかな起伏もみられるが、 ほぽ平坦である。 長軸の

方向は南北が多いが、 東西のものもある。 その範囲は東に対して南に39° から、 真北に対して西に

41° で、 特に真北に対して東に23° から西に41° の範囲に集中する傾向がある（第50図）。

堆積土は地山プロ ッ ク を多く 含む黒褐色や褐灰 ・ 黄 褐 ・ 黄灰 •灰 黄 褐色の粘土や粘土•砂 質 シ ル

ト 、 シ ル ト 等の人為的な埋土が主体で、 上層に黒褐・褐灰・黄褐色粘土や黒褐色砂質 シ ル ト の自然堆

積層が認められるこ と があり、 SK141 ・ 143 · 149 · 168 · 219では灰 白色火山灰の再堆積層もみられる。

また、 SK188 · 190 · 212の底面では、 A群の土葬墓の横木や縦木 と 同様の木材が検出された。

遺物はSK146·148 · 149 · 222 · 227で土師器杯（第33固 1 -3 · 5 · 6 ) 、 SK147で須恵器坪 ( 8 )、
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遺構 ぬ 土 色 土 性 備 考 遺構 出 土 色 土 性 傭 考

SK147 I 灰貿褐 00YR4/2l 砂 質 シ ル ト 鳩山プロックを少し含む。 （人t)) I 褐灰 (IOYRS/1) 帖土買シル ト 地山砂を多く含む。 （人為〉
2 灰黄褐 (IOYR4/2) 砂質シルト 焼土プロ ッ ク を多 く 含 む。 〈人為〉 2 貨灰 (2.SYS/1) 帖土 雌山砂を多く含む。 〈人込〉

SKIS8 I 黒褐 (7.5YR3/I) シ ル ト 馳 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人為〉 SK212 3 黄灰 (2.5Y4/l) 帖土 し ま り な し。 帖性強い。 〈自然〉
2 褐灰 (IOYRS/J) シ ル ト 1層 よ り 蜻 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人h〉 4 賞灰 (2.5Y6/I) 砂 質 シ ル ト 地山砂を多く含む。 〈人為〉

SK159 I 漏褐 (7.5YR3/1) シ ル ト 蠅 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 （人為〉 5 褐灰 (JOYR6/l) 砂質シ ル ト 地山砂プロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人為〉
2 褐灰 (IOYRS/U シ ル ト 1層 よ り 蜘Illプロ ッ ク を多 く 含 む。 〈人為） 1 灰白 (10YR7/l) 火山灰 再堆積層。 （自 然〉
I 黒褐 (7.SYR3/J) シ ル ト 織 山 プ ロ ッ ク を 含 む。 〈人A〉 2 灰賞褐 00YR4/2) 帖土 粘性あり 。 し ま り あ り。 〈自然〉

SK160 2 灰賞褐 00YR4/2) シ ル ト I層 よ り 地山プロ ッ ク を多く含む。 〈人△〉 SK219 3 灰賞褐 (IOYR;;t2) 帖土質 シ ル ト 遁山帖土プ0 ッ ク ・ 麹山砂を多く含む。 〈人為〉
3 明褐 (7.5YR5/6) シル ト 凩褐色土と鍮山プロ ックを含む。 〈人4) 4 暗灰 (2.SYS/2) 帖土質 シ ル ト 蟻山帖土プロ ッ ク ・ 鍮Ill砂を多く含む。 〈人為）
4 浅貿 (2.SY7/4) 砂 質 シ ル ト 嬌山砂プロ ッ ク主体。 〈人為） 5 灰賞褐 (JOYR6/2) 帖土買 シ ル ト 雌llJ砂を多く含む。 〈人為〉

SK164 1 黒褐 (IOYR3/2) 粘土 逓山 ・ 火山灰粒を少し含む。 〈自然〉 6 灰黄褐 OOYR5/2) 帖土買 シ ル ト 蜻山砂を少し含む。 〈人ム〉
2 黒褐 (IOYR3/l) 粘土 亀山プロ ッ ク を多 く 含 む。 〈人ム〉 I /,I,\褐 (7.5YR3/2) 帖土 帖性あり。 し ま り あ り。 〈自然〉
I 黙褐 (IOYRV3) シ ル ト 質帖土 麹山 · 火山灰粒を少し含む。 〈自然〉

SK220 2 黒褐 (7.5YR3/3) 帖土 嶋色帖土質シルトブロッ クを多く含む。 （人4)SK165 2 黒褐 (JOYR3/2) シ ル ト 質帖土 鍮山土プロ ッ ク を多く含む。 〈人＾〉 I 灰黄褐 (JOYR4/2) 帖土質 シ ル ト 馳 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人為）

SK182 l 褐灰 (IOYR4/t) 粘土 地 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人為〉 SK225 2 褐灰 (IOYR4/I) 粘土 蜻llJプ ロ ッ ク を含む• 〈人為）
2 灰黄褐 (IOYR4/2) 枯土質シル ト 鱚山プロ ッ ク え を 多 く 含む。 〈人為〉 3 黄褐 (2.SYS/4) 粘土 地山土主体。 褐灰色帖土を含む。 〈人為〉
1 黒褐 (10YR3/2) シ ル ト 帖性• し ま り な しe 〈自然） SK226 1 黒褐 (JOYRJ/1) 帖土 lll!山プロ ッ ク を多 く 含む。 〈人A}
2 褐灰 (IOY4/l) 帖土買シルト 鱚山砂粒を少し含む。 （人△〉 SK228 ］ 開褐 (IOYR3/I} 帖土 蜻山土主体。 （人a〉

SKJ83 3 褐灰 (JOY4/ll シ ル ト 鳩山砂プロ ッ ク を含む。 （人為〉 SK229 l 褐灰 (JOYR4/J} 帖土 蜻Illプ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 （人為〉
4 贄灰 (2.5Y4/l) シル ト lll!.山砂プロ ッ ク を少し含む。 〈人為〉 2 賞褐 (2.SYS/4) 粘土 亀山土主体O 褐灰色粘土を少し含し。 〈人b〉
5 賞灰 (2.5Y4/1) 砂 質 シ ル ト 鍮山砂プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人△〉 SK231 ） 黒褐 (7.5YR3/2) 帖土 亀I�土主体 掲灰色佑土プDックを含し。 （人a〉
6 賀灰 (2.5Y4/l) 砂 質 シ ル ト 馳山砂プロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人為〉 2 褐灰 (IOYR4/l) 粘土 JliltlJプ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 （人為〉
l 褐灰 (IOYR4/l) 粘土 綸山砂を含む。 火山灰粒を少し含む。 〈自然〉 SK232 I Ill灰 (JOYR4/J) 粘土 蜻Illプロ ッ ク を多 く 含 む。 〈人3〉

SK186 2 褐灰 (JOYR5/J) 粘土 維山砂プロ ッ ク を含む。 〈自然） I 貧褐 (2.5Y5/4) 帖土 遁II辻主体 褐灰• 黒褐色帖士が提じる。 （人3〉
3 黄灰 (2.SYS/1) 帖土 馳山砂を多く含む。 （人為〉 SK233 2 褐灰 (IOYR4/I) 帖土 蜻山小粒を含む。 〈人為〉
l 黄灰 (2.5Y6/!) 帖土質シル ト 嶋山砂を多く含む。 火山灰粒を含む• 〈自然〉 3 貧褐 (2.5Y5/4) 帖土 嬉山土主体 胄灰• 黒褐色帖土が汎じる。 （人a〉

SK188 2 貧灰 (25Y4/J) 粘土 地山砂を若干含む。 〈自然〉 I 褐灰 (IOYR4/l) 粘土 llll山プロ ッ ク を含む。 （人ム〉
3 褐灰 OOYR4/2) 粘土 馳山砂を若干含む。 〈人△〉 SK砲 2 馬褐 (IOYR3/2) 粘土買シル ト 鳩山プロ ッ ク ・ 炭を含む。 〈人為）
4 褐灰 (JOYR4/l) 帖土 馳山砂プロ ッ ク を 多 く 含む。 〈人b〉 3 褐灰 (IOYR4/l) 帖土 濾 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人為〉
l 褐灰 (IOYRS/1) 帖土 嬉山紗プロ ッ ク を 少L含む。 〈人為〉 SK241 J 黒 (IOYR2/l) 帖土 鍮山砂を多く含＆。 （人為〉

SKJ90 2 鼈が 1ープ褐位5Y3/3) 粘土 雌IU砂 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈人a〉 2 が1ープ褐 (2.SYツ3) 砂 雌Ill砂主体。 黒褐色粘土が況じる。 〈人△〉
3 黒 (2.SY2/!) 帖士 地山砂を多く含む。 （人ム〉 SK四 1 にぶい褐 (7.5YRSl4) 帖土質シルト 蟻山砂を含む。 粘性あ り。 し ま り あ り。 〈人a〉

SK201 l 褐灰 (IOYR4/1) 粘土 亀山砂ブ0ックを多（含む• 火山灰校を含!.t, (All〉 2 にぷい褐 (IOYRS/3) 帖土質シルト 蜻山砂・ 褐灰色枯土が滉じる。 〈人a〉
l 灰貿褐 (IOYR4/2) 粘土 鍮山紗を少し含む。 火山灰粒を含む・ （自然〉 SK碑 J 黄灰 (2.5Y4/l) 帖土 しまりあり。 亀山砂プロックを多く含し。 （人a〉

SK221 2 褐灰 (IOYR4/l) 帖土質 シ ル ト 馳山砂プロ ッ ク を含む。 〈人為） SKZ72 l 褐灰 (lOYR4/l) 帖土質 シ ル ト 地山砂プロ ッ ク ・ 火山灰粒を含む。 〈人為〉
3 灰黄褐 (IOYRS/2) 帖土質 シ ル ト 地山砂プロ ッ ク を多 く 含 む。 〈人為〉 2 褐灰 (JOYRS/1) 帖土質 シ ル ト 地山砂を多く含む。 〈人為〉

第32図 土葬墓B群断面図
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ぬ 檀 別 出土遺構 ・ 眉位 符 徴 口径 底径 召応 万真 登録
1 土緬召 ・ 杯 SKJ品 ・底面 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内黒 14.2 5.4 4.2 13-4 165 
2 土緬笞 ・ 杯 SK148 · 1 眉 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内馬 14.0 5.0 4.7 13-5 167 
3 士緬召 . ti: SKJ49 ・ 底肛 外 ： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 塵滅 内閑 (11.8) (4.8) 4.4 13-6 l邸
4 土鰤召 ・ 杯 SK217 · 2 層 外 ： ロクロナデ 底 ： 回転糸切り 内乱＼ 15.6 6.4 5.3 13-1 173 
5 土鰤笞 ・ 杯 SK泣2 · 2 層 外 ： ロクロナデ 底 ： 回転糸切り 内黒 13.4 5.4 4.4 13-8 m 
6 土鰤召· 杯 SK泣7 · 底面 外 ： ロクロナデ 底 ： 回転糸切り 内渇 13.0 5.8 5. 7 14-9 l75 
7 土師召 ・ 杯 SK246 • 底虹 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内黒 14.8 5.4 5.6 14-10 177 
8 須恵召 ・ 杯 SK147 · 2 層 内外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 14.3 5.4 4.8 14- U 166 
9 須恵臼 ・ 杯 SK174 · 棺底面 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 13.3 5.6 5.0 J.t - 12 170 
JO 須恵む ・ 蕩 SK192 · 庇紅 外 ： ロ ク ロナデ→回転ケズリーロクロナデ 底 ： ナデーロ クロナデ 内 ： ロ ク ロナデ 大戸窯産 6.4 15ー 1 171 
ll 須恵召 ・ 杯 SK195 ・ 棺底面 内外 ： ロ クロナデ 底 ． 回転糸切り 15.6 5.8 6.2 15-5 172 
12 土帥召 • 甕 SK246 . 底“ 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 10.7 62 8.6 15-4 178 
13 須恵溢 •広口憲 SK246 · 1 Til 内外 ： ロ ク ロナデ 19-7 176 
14 須恵昌 ・広口蛋 SK162 · 撮方埋土

外 · o ク ロナデー回転ケズリーロクロナデ 類部に自然釉、 下部に布痰跡 11.6 9.2 24.9 IS-2 169 底 ． ナデーロ ク ロ ナ デ 内 ： ロ ク ロ ナ デ ＝段接合 大戸窯産
JS 土緬笞 ・ 甕 SK183 · l 層 外 ： ロ ク ロナデー乎持ちケズリ 底 ： 不明 内 ： ロ ク ロ ナデ ・ ナデ 20.8 7.8 32.0 15-3 180 
16 先嬬加工のある竹 SK189 · 棺堆積土 上靖 ： 折損 下端 ： 切 り 長 ： (22.4) 径 ： 1. 6 クケ亜科 21-2 木切

第33図 土葬墓出土土器
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SK246で土師器杯・甕 、 須恵器広口壺( 7 · 12 · 13) 、 SK192で須恵器壺(10)が、 完形に近い状態

で各 1 点 出土した。 また、 SK183では土師器甕が 2 点、 横位の合わせ口に近い状態で出土している

（図化できたのは15のみ。 な お、 土器埋設遺構との重複は認められなかった）。 以上の他にも土師器

杯・甕、 須恵器杯 · 瓦が出 土 し たが、 破片で罷も少ない。 また、 遺物が出土しなかった土葬墓も多い。

以下、 典型的な例を説明する。

[SK192土葬募】 （第31 · 33回）

B 区中央西側で検出 した。 SK201より新しい。 平面形はやや不整な隅丸長方形である。 規模は長さ

178cm、 幅67cmで、 深さ28cmである。 断面形は横断面が箱形、 縦断面が皿状である。 底面はほぼ平坦

だが、 ゆるやかな起伏があり、 中央部が少し窪む。 方向は長軸でN - 13° - Wである。 堆積土は 4 層

に細分 される。 4 層は地山シ ル ト を多 く 含むオ リ ー プ褐色 シ ル ト 、 2 · 3 層は地山シ ル ト を少し含む

黒褐色や暗オリープ褐色の粘土である。 1 層は地山プロ ッ ク を多批に含む黒褐色粘土で、 人為的な埋

土である。

遺物は底面直上から須恵器壺 （第33図10)のほか、 土師器片が出 土している。 壺は北端部で正位の

状態で出土した。 大戸窯M H - 19窯式期に属する壺である。

【SK222土葬墓】 （第31 · 33固）

B区南の西側で検出した。 平面形は隅丸長方形である。 規模は長さ110cm、 幅52cmで、 深さは24cm

である。 断面形は横 ・ 縦断面ともに箱形で、 底面はほぽ平坦である。 方向は長軸でN - 13° - Eであ

る。 堆積土は地山プ ロ ッ ク を多 く 含むにぶい褐色や灰 褐色の粘土質 シ ル ト で人為的な埋土である。

遺物は北端部の 2 層から回転糸切り無調整の土師器杯 （第33 図 5 )が出土している。 出 土状況は正

位ではあるが、 かなり斜めに傾いていた。

[SK227土葬墓］ （第31 · 33図）

B区南の西側で検出した。 平面形は隅丸長方形である。 規模は長さ190cm、 幅46cmで、 深さは22cm

である。 横断面形は箱形で、 底面はほぼ平坦である。 方向は長軸でE -34° - Nである。 堆積土は 2

陪が黄 褐色や褐灰色の粘土プロ ッ ク を含む黒褐色粘土である。 1 附は褐灰色粘土プ ロ ッ ク を含む黄褐

色粘土で、 地山粘土を主体とする人為的な埋土である。

遺物は西半部北側の底面で回転糸切り無調整の土師器杯 （第33図 6 ) が倒位の状態で出土した。 そ

のほか、 埋土から土師器杯が ご く 少嚢出土している。

E. 溝跡

62条検出した。 東西• 南北溝跡、 逆「 コ 」 字状に巡る溝跡な ど、 その形態や規模、 方向は様々であ

る。 以下、 主要な溝跡について述べる。 他の溝跡の規模等の属性は巻末の遺構属性表に載せた。

[SD40溝跡1 (第4 · 34 · 35図）

調査区中央東側の微高地上を逆 「コ」字状に巡る溝跡で、 東側は調査区外に延ぴる。 検出した長さ

は南辺が26.5m、 西辺が45.0m、 北辺が14.0mで、 総長85.5mである。 S147 · 100 · 131住居跡、 SD38 ·

53 · 54溝跡、 A群小溝より新しく 、 SD43 · 48·138溝跡や C · D群小溝より古い。 規模は上幅100-
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遺情 No 土 色 土 性 罐 考 遺情 ぬ 土 色 :I: 住 • 考
I 灰黄褐 (IOYR4/2) シル ト 地山砂プロ ッ ク を若干含し。 〈自 然〉 I 賞灰 (2.SY5/I) 帖土質 シ ル ト 地山粒を多 く 含む。 （自然〉

SD40 2 灰賞褐 (IOYR4/2J シル ト 焼土・地山紗プロックを含む。 〈自然｝ S055 2 賃灰 <2.5Y6/ll 粘土質 シ ル ト 地山砂主体。 〈自然〉
北辺 3 灰賀褐 (IOYR4/2) シル ト 地山砂プロ ッ ク を 多 く 含む。 〈自 然） 3 貨灰 (2.SY6/l) 枯土質シルト 地山砂を多く含し。 〈自然〉

4 鰯灰賞 (2.5YR4厄） 砂質シルト 雌山プロ ッ ク を 多 く 含 む。 〈自然〉 J 灰黄褐 (10YR4/2) 粘土 〈自然）
SD伐 I 黒褐 (25Y3/2) シル ト 厖I llプロックを少し含む。

S0!36 
2 灰黄褐 (IOYR4/l) 枯土 地山砂少し含む。 〈自然）

2 烈褐 (2.5Y3/2) シ ル ト 地�.プ ロ ッ ク を 多 く 含む。 3 賀灰 (2.5Y4/J) 粘土質シルト 地山砂を多く含む。 火山灰粒含む。 （自然〉
SD40 3 鰭が）ープ員 (2.5¥313) 帖土質 シ ル ト 過Iii砂プ ロ ッ ク を若干含む• 〈自然） 4 賀灰 (2.SY4/I) 粘土＂ シ ル ト 嬉山砂を互層状に含む。 〈自然〉

肖辺 4 鴫オリープ褐 （公,YJ/3) 帖土質 シ ル ト 逓山プロ ッ ク を非常に多く含む。 〈自然〉 I 灰黄褐 (IOYRS/2) シ ル ト 地山土粒を少し含tr. 〈自然〉
SD138 I 黒褐 (IOYR3/2) 帖土 嬉山プロ ッ ク を 少 し． 炭を若干含む。 （日然〉

SD137 
2 灰貨褐 (IOYR4/2) シル ト 蟻LlJ土粒を少し含む。 〈自然〉

2 黙褐 (IOYR2/2) 帖土 炭 を 多 く 、 地lh粒を少し含む。 〈自然） 3 灰貧褐 (IOYR4/2) シル ト 地 山 プ ロ ッ ク を 含 む。 〈g然〉
3 黒褐 (IOYR3/J) 帖土 遁U』粒を含む。 炭を少し含む。 （自然〉 4 灰貿褐 OOYR4/2) シル ト 地山土プ ロ ッ ク を巻き込む （自然）
4 黙褐 OOYR3/ll 帖土 嬉山ft を 多 く 含 し。 炭を多く含む。 〈自然〉 I 灰黄褐 (IOYR4/2) 帖土 地山プロ ッ ク を少し含む。 (13然）
5 /,II褐 (IOYR3tll 帖土 嬌山プロ ッ ク ・ 炭を 多 く 含 む。 〈自然〉

SD153 
2 灰黄褐 (IOYR4/2) 帖士 嬌山粒若干含む。 〈自然）

6 fl..\ (IOYR2/I) 帖土 〈自然〉 3 褐灰 (JOYR4/J) 帖土質 シ ル ト 地山砂少し含む。 〈自 然）
S-D-40 - 7 馬 OOYR2/ll 帖土 地山プロックを含む。 〈自然〉 4 貧灰 CZ.SYS/I) 帖土質シルト 地山砂プロ ッ ク 多 く 含む。 （人ム〉

酉辺 8 晶 OOYR2/I) 帖土 邊 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 (g然〉 I 焦褐 (10YR3/2l 帖土質シルト 〈自然）
I 灰白 (2.5Y7/J) 紗質シルト 〈自然） SD172 2 灰黄褐 (IOYR4/2) 砂 質 シ ル ト 蜘山粒を多く含む。 〈自然）
2 灰白 (2.SY7/I) 火山灰 H堆積層。 〈自然〉 3 黒褐 (2.5Y3/2) 砂 質 シ ル ト 地山プロック を若干含む。 〈自然）

S043 3 貿灰 t2.5Y6/l) 帖土質 シ ル ト 火山灰粒を含む。 〈自然） S-D313 4 にぶい賃褐 (IOYRS/3) 帖土 地山プロ ッ ク を 多 く 含む。 （自然〉
南辺 4 褐灰 00YR6/J} 帖土 嬌山砂少し含む。 火山灰粒含む。 （自然〉 S0198 I 黒褐 OOYR3/2) 砂 質 シ ル ト

5 褐灰 (IOYRS/1) 帖土 蟻山砂を含む。 火山灰粒含む。 〈自然） 2 渇褐 (IOYR3/2) 砂質シ ル ト 地山粒を含む。

6 黄灰 (2.5Y6/I) 帖土質シルト 鍮山砂を多く 含む• 火山灰粒含む。 〈自然〉 3 灰黄褐 (IOYR4/2) 砂 質 シ ル ト 馳山プロ ッ ク を多 く 含む。

SD250 1 黒褐 (IOYR2/2) 帖土質シルト （自然〉 SD206 1 褐灰 (10YR4/l) 帖土 〈自然〉
2 黒 (JOYRl.7/1) 帖土 〈自然） 2 灰黄褐 OOYR4/2) 帖土 3/11の土を少し含む。 （自然）
3 黒褐 (lOYR2/3) 帖土買シルト 逓山プロ ッ ク を若干含む。 〈自然〉 3 暗灰貿 (2.5YS/2) 粘土 黄色粘土プロ ッ ク状を含む• 〈自然）
4 II.I褐 (IOYR3/2) 帖土質シ ル ト 〈自然） 4 褐灰 (IOYR4/l) 帖土 〈自然）
5 暗褐 (IOYR3/3) 帖土質シルト 火山灰を若干含む。 〈自然〉 5 灰賃褐 (IOYR4/2) 帖土 7層山来の土を互層状に含む。 〈自然〉
6 暗褐 (JOYR3/3) 帖土質シルト 地山粒を含む。 〈B然〉 SD207 6 褐灰 (JOYR5/J) 帖土 火山灰を含む。 （自然〉
7 栽褐 OOYll.3/2) 砂質シル ト 地山粒を含む。 〈g然） 7 褐灰 (IOYR4/ll 帖土 火山灰・地山土を少し含む。 （自然〉
8 鴫オ リ ープ褐 (2.SY3f.l) 砂 質 シ ル ト 火山灰を互層状に含む。 〈自然〉 8 暗灰黄 (2.SYS/2) 粘:I: 鍮111土を 多 く 含 む。 （自然〉

S-0-43 9 黒 (2.5Y2/l) シ ル ト 〈自然） I 褐灰 OOYR4/l) 帖土 〈自然〉

it辺 10 Iこぷい貫褐 (IOYR613) 火1 11灰 （自然〉 2 灰黄褐 (IOYR4/2) 粘土 〈自然〉
II 黒褐 (JOYR2/3) 粘土 地山プロ ッ ク ・ 火山灰を若干含む。 〈自然〉 3 黒褐 (IOYR3/J) 粘土 （自然）
1 2 黒 褐 (!OYR四） 帖土質シルト 砂層と互層をなす• 〈自然〉

SD207 4 灰賞褐 (!OYR4/2) 粘土 火山灰をプロック状に多く含む。 （自然）
S0172 1 卜 馬褐 (IOYR3/2) シ ル 地山粒を含む。 〈日然〉 5 褐灰 (IOYR�/1) 帖土 地山土·火山灰を少し含む。 〈自然〉

2 にぶい貫鼻 (IOYR4/3) シ ル ト 池 山 プ ロ ッ ク 、 火山灰を含む。 （自然〉 6 褐灰 (IOYR4/l) 粘土 火山灰を少し含む。 （自然〉
SD43 3 灰黄褐 (10YR4/2) 砂 質 シ ル ト 地山粒を含む。 〈日然〉 7 暗灰黄 (2.SYS/2) 帖土 地山土を少し含む。 〈自然〉
SD49 4 黄褐 (2.SYS/4) 砂質シルト 地山土を多く ． 火山灰を少し含む。 〈自然） 8 貧褐 (2.SYS/3) 粘士 地山土を多く含む• 〈自然）

5 黒褐 CiOYR3/3) 粘土質シルト 地山土を含む。 火山灰を少し含む。 〈自然〉 S0235 I /Ji. 黄褐 OOYR4/2) 粘土買シルト 若干火山灰 ま じ る。 （自然〉
l 灰貿褐 (IOYR4/2) シル ト (Q然〉 2 にぶい貫! (IOYR6/3) 火山灰 〈自然〉
2 灰賞褐 (10YR4/2) シ ル ト 地11」 土粒を少し含む。 〈自然） 3 IA褐 (10YR3/2) 粘;I: 若干火山灰 ま じ る。 （自然〉

SD49 3 褐灰 (JOYR4/l) シ ル ト 地山士を巻き込む。 〈自然〉 4 屈褐 (JOYR2/2) 粘士 火山灰粒を含む。 炭あり。 〈自然〉
4 暗灰貢 (2.SYR4/2) 砂 〈自然〉 5 にぷい貫鼻 UOYRS/3) 粘土 蜻111プロ ッ ク を多 く 含む。 〈自然〉
5 褐灰 (JOYR4/ l) シ ル ト 地Ill土を多く壱き込む。 〈自然〉 6 黒褐 (2.SYJ/1) 粘土 砂層と互暦をなす。 グライ化。 〈自然〉
J 灰貧褐 (JOYR4/2) シ ル ト 地Ill土粒を含む。 〈自然〉 S-D-怨- 7 瓜褐 (IOYRJ/2) 粘土 若干火山灰 ま じ る。 (0然〉

SD50 2 灰貨褐 (JOYR4/2) シ ル ト 地山土粒を多 く 含む。 〈自然） 8 にぶい賃島 (IOYRS/3) 粘土 地山プロ ッ ク を 多 く 含む。 〈自然〉
3 褐灰 OOYR4/I) シ ル ト 地山土プロ ッ ク を 多 く 含む。 〈g然〉 9 隕褐 (2.SY3/I) 粘土 砂層と互層をなす。 グ ラ イ 化。 （自然〉

第34図 溝跡断面図
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第35図 SD40溝跡出土遺物

230cm、 下幅40-70cmで、 深さは最も深いと ころで60cmである。 断面形は逆台形を呈する。 方向は南

辺がE - 9 ° - s 、 西辺が真北、 北辺がE - 15° - s である。 堆積土は黒色粘土や灰黄褐色シ ル ト 、

暗 オ リ ー プ褐色粘土質シ ル ト 等で自然堆積である。

遺物は、 堆積土から土師器杯 ・ 甕 ． 壺 、 須恵器坪・ 甕・ 摺鉢（第34 図 3 )、 瓦( 5 · 6 )が出土し

ている。 土師器壺には両面が黒色処理されたもの

2 ) がある。

[S043溝跡】（第4 ·35·36図）

( 4 ) 、 須恵器杯にはヘ ラ 切り無調整のもの ( 1 ・

A · B 区の微高地の周囲を南北に長い楕円形状に巡ると みられる溝跡で、 北東部は調査区外に延び

る。 また、 南東部からSD180·286、 西部からSD313、 北西部からSD305が派生的に分岐する。 検出し

た長さは170.0mである。 SI95住居跡、 SD40 · 48 · 53-55 · 70 · 76·136 · 153溝跡、 SK161 ・ 175·

176·290土葬墓、 SK205 · 291土城、 B群小溝より新しく 、 SD172·198·250溝跡やD群小溝より古

い。 規模は上幅100-210cm、 下幅70-140cmで、 深さは最も深い と ころで65cmである。 断面形はU字
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No 檀 別 層 位 特 徴 口径 底径 笞高 写真 登録
I 士鰤召 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデ 底 ． 回転糸切り 内黒 13.6 5.6 4.6 15-7 143 
2 士緬苔 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデー回転ケズリ 底 ： 回転糸切り一回転ケズリ 内馬 1 1. 0  4.2 4.0 15-8 144 
3 土 緬 器 ・ 杯 3 眉 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 内黒 14.2 5.9 4.5 15-10 I認
4 土鰤笞 ・ 坪 底面 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： liiJ転糸切り 内黒 (13.8) (6-0) 4.6 15- 1 1 181 
5 土鰤召 ・ 杯 l 層 外 ： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内黒 13.6 5.4 4.7 15- 12 184 
6 士鰤器 ・ 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： J!il転糸切り 内黒 12.3 4.5 3.9 15-13 1邸
7 赤焼土 器 ・ 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロ ク ロ ナ デ （ コ ・テ仕上げ） 13.1 4.6 3.2 15- 15 63 
8 赤焼土笞 ・ 杯 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロ ク ロ ナ デ （コ テ仕上げ） 12.6 5.0 紐 15-16 “ ， 赤焼土器 ・ 杯 外 ： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 囮転糸切り 内 ： 0 ク ロ ナ デ （コ テ仕上げ） (14.ll (5.2) 4.3 15ー 17 65 
10 赤娩土召 · 杯 外 ： ロ ク ロナデ 底 ． 回転糸切り 内 ： ロ ク ロ ナ デ （ コ テ仕上げ） (13.2) (4.8) 3.5 16- 1 66 
II 赤焼土苔 ・ 杯 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ’ 回転糸切り 内 ： ロ ク ロナデ （コ テ仕上げ） 12.4 4.6 3.4 16 - 2  67 
12 赤焼土笞 ・ 杯 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り (13.6) 4.8 2$ 16-3 約
13 赤娩土召 ・ 杯 1 層 内外： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 13.6 5.3 4.7 16-4 185 
14 紐土召 • 高台坪 内外： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り (12,4) 6.3 2.9 16-5 68 
15 須恵器 • 高璧 外 ： ロ ク ロ ナ デ 内 ： ナデ、 ロ ク ロ ナ デ 188 
16 灰釉陶召 · 広口蓋 内外 ： ロ ク ロナデ (14.0) 19-8 70 
17 須恵苔 ・ 壷 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 6.0 &2 13.0 16-6 147 
18 須恵笞 • 蜜 3 層 外 ： ロ ク ロナデ→回転ケズリ 底 ・ ナデ 内 ： ロ ク ロ ナ デ (9.7) &.5 19.9 15- 14 183 

第36図 SD43溝跡出土遺物

形である。 堆積土は黒色 シ ル ト 、 黒褐・褐灰色粘土、 黒 褐 ・黄灰色粘土質 シ ル ト 、 灰 黄 褐色砂質 シ ル

ト 等で自然堆積である。 上層に灰 白色火山灰の再堆積層があるところもある。

遺物は、 底面から 回転糸切り無調整の土師器杯（第36図 4 ) 、 堆積土から 土師器杯•高杯・ 甕 ． 蓋、

須恵器杯・蓋 ・ 甕 ． 壺 (17·18) · 高盤 (15) 、 赤焼土器杯 ( 7 -13)· 高台杯(14)、 瓦、 灰釉陶器

広口壺(16)が出土している。 堆積土出土の土師器坪は回転糸切り無調整のもの (3- 6 )が主体を

しめる。
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第37図 S055溝跡出土遺物 1

[SD48溝跡］ （第4 · 35·39図）

A · B区中央を直線的に延びる東西溝跡で、 長さ52.0m分を検出した。 東はSD43溝跡に壊されてい

る。 SI27 · 100住居跡、 SD40 · 136 · 137 · 153溝跡、 SK147 · 246土葬墓、 SK78 · 97 · 103土城 、 D 群

小溝よ り新しい。 規模は上幅70-llOcm、 下幅35-70cmで、 深さは最も深い と ころで40cmである 。 断

面形はU字形を呈する。 方向はE - 18° - Nである 。 堆積土は地山プロ ッ ク を多 く 含む黒褐 色 シ ル ト

である。

遺物は、 堆積土から土師器杯・甕、 須恵器杯•高台杯 ・ 甕、 赤焼土器杯 • 高台杯、 瓦が出土した。

赤焼土器杯には内面の口縁部に油煙が付着する もの（第39図 1 )、 瓦には重圏文軒丸瓦(13)がある。

【SD49溝跡】 （第4 · 35 · 39図）

A · B 区中央を直線的に延びる東西溝跡で、 東西とも調査区外に延びる。 長さ76.2m分を検出した。

SD55 · 58 · 73 · 1 3 6 · 137 · 153溝跡、 SK193土葬墓より新しく、 SD197 · 206 · 207 · 265溝跡、

SK16 · 196 · 292土城より古い。 規模は上幅90-170cm、 下幅20-80cmで、 深さは最も深いところで65

cmである 。 断面形は V字やU字形を呈する。 方向はE -20° - Nである。 堆積土は地山土や灰 白色火

山灰 、 砂などを少し含む黄褐色砂質 シ ル ト や黒褐色粘土質 シ ル ト 、 灰 黄 褐 ・ 褐灰 色 シ ル ト 等で自然堆

積である。

遺物は、 堆積土から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ． 壺、 赤焼土器杯（第39図3)、 瓦が出土してい

る 。 土師器杯には回転糸切り無調整のもの( 4 • 5 ) がある 。

【SOSO溝跡】 （第 4 · 35図）

B 区中央を直線的に延びる東西溝跡で、 長さ38.6m分を検出した。 東は B 区外に延びるが、 A区で
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第38図 SD55溝跡出土遺物2

は検出されていない。 SD136 · 137 · 153溝跡、 SK194 · 195土葬墓よ り 新し く 、 SD264 · 265 · 294溝跡

よ り 古い。 規模は上幅60-105cm、 下幅35-45cmで、 深 さ は最も深いところで40cmである。 断面形は

逆台形を呈する。 方向はE - 21° - Nである。 堆積土は地山土の粒を含む灰黄 褐色や褐灰色の シ ル ト

で 自 然堆積である。

遺物は、 堆積土から 土師器坪• 高台杯・ 甕、 須恵器甕、 赤焼土器杯、 瓦 、 陶器片が出土している。

[S055溝跡】 （第 4 · 35 · 37 · 38図）

A区中央か ら B 区南を北東か ら南西に直線的に延びる溝跡で、 北は調査区外に延ぴる。 長 さ31.8m

分を検出した。 A群小溝よ り 新しく、 SD43 · 49 · 57 · 153 · 313溝跡、 SK71 · 156 · 177土葬慕よ り 古

い。 規模は上幅80-170cm、 下幅30-130cmで、 深 さ は最も深いところで25cmである。 断面形はU字形

を呈する。 方向はN -31° - E である。 堆積土は地山砂を多く含む黄灰色粘土質シ ル ト で 自 然堆積で

ある。

遺物は、 底面から土錘（第38図）、 堆積土から土師器杯•高杯・甕 ． 甑、 須恵器壺（第37図 1 ) が

出土している。 甕 ． 甑には口縁端部が四角く 仕上 げ ら れているもの ( 2 · 3) がある。 ともに頚部に

は段が巡 り 、 甑は口縁端部に至るま でにもう1つ段が巡る。 ま た、 斐・甑ともに内外面は丹念にヘラ

ミ ガキが施さ れている。 須恵器壺の外面には回転ハ ケ メ と櫛歯状工具による波状文が施 されている。

なお、 土錘はB 区東際-SD43溝跡間の中央付近の比較的狭い範囲か ら 6 点出土した。

【$01 34溝跡】（第 4 図）

B区中央を西側に膨 らみながら 延びる南北溝跡で、 長 さ43.0m分を検出した。 北はB 区外に延びる

がA区では検出されてない。 C 群小溝と重複する。 後述するようにC 群小溝は 2 回以上の変遷があ り 、

SD134はその比較的新しいものよ り 古く 、 古いものよ り 新しい。 規模は上幅20-40cm、 下幅10-25cm

で、 深 さ は最も深いところ で 5 cmである。 断面形は皿状である。 方向は南半は概ね真北方向、 北半は

N - 5 ° - Eである。 堆積土は黒色粘土で 自 然堆積である。

遺物は、 堆積土から 土師器杯、 赤焼土器杯がごく少量出土している。

【$0136溝跡】（第4 · 35 · 39図）

B 区中央で検出した逆 「 L 」 字状に折れ曲がる溝跡で、 北は B 区外に延びるがA区では検出されな
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かった。 検出 した長さは87.6m分である。 SD153 · 251溝跡、 B 群小溝より新しく 、 SD43 · 48-50·

167 · 206 · 265·266溝跡、 SK188土葬墓、 SK190土城より古い。 規模は上幅40-llOcm、 下幅25-60cm

で、 深さは最も深いところで25cmである。 断面形は逆台形を呈する。 方向はやや蛇行するが、 南北部

分がほぼ真北、 東西部分はほぼ真東である。 堆積土は灰黄褐色粘土や黄灰色粘土質 シ ル ト で自 然堆積

である。

遺物は、 堆積土か ら 土師器 ・ 須恵器杯が ご く 少麗出土したほか、 磨石（第39図15)が出土している。

【SD137溝跡］（第 4 · 35 · 39図）

B区中央で検出 した西側に膨 らみながら 延びる南北溝跡で、 2 時期 (A→ B ) ある。 B 群小溝より

新 し く 、 SD48-50 · 138 · 167 · 265溝跡、 SK159土葬墓、 C · D群小溝より古い。 B は長さ45.0mで、

上幅60-135cm、 下幅40-60cmである。 深さは最も深いところで35cmで、 断面形は逆台形を呈する。

A は B の北端部手前で ク ラ ン ク 状に折れ曲がって北に延びるが、 北端は撹乱に壊されている。 また、

B と重なる部分では、 B の下で一部が検出されたにとどまる。 B の北端部か ら 北で検出された長さは

12.2mである。 上幅は50-140cm、 下幅は30-50cmで、 深さは最も深い と ころで45cmである。 断面形

はU字形である。 堆積土は、 A · B ともに地山プロ ッ ク を含む灰黄褐色シ ル ト で 自然堆積である。

遺物は、 Aの堆積土か ら土師器甕、 須恵器杯、 瓦が少量出土しており、 瓦には凹面に 「物」 の刻印

がある平瓦（第39図14)がある。 Bの堆積土から は土師器杯・甕、 須恵器片 、 瓦がごく少最 出 土 し て

おり、 土師器杯には底部と体部下半が回転ヘ ラ ケ ズリ調整されたもの( 9 )がある。

【SD138溝跡］（第 4 · 35 · 39図）

B 区中央で検出した逆 「 L 」 字状に折れ曲がる溝跡で、 西はSD137溝跡に壊されている。 検出した

長さは6.0m分である。 SD40溝跡より新 し く 、 SD137溝跡、 C · D群小溝より古い。 規模は上幅130-

220cm、 下幅40-60cmで、 深さは最も深いところで45cmである。 断面形はU 字形を呈する。 方向は南

北部分が真北で、 東西部分はE -12° - Nである。 堆積土は地山土の粒や炭化物を含む黒褐色粘土を

主体とした自 然堆積である。

遺物は、 堆積土から 土師器杯•高杯 ・甕 • 取手付甑（第39図12)、 須恵器杯•高台杯(11)・甕、 瓦

が出土している。 須恵器杯にはヘ ラ 切り後ナデ調整を したもの(10)がある。

【SD153溝跡】（第4 ·35図）

B 区中央か ら 南を北西 か ら 南東に直線的に延びる溝跡である。 B 区南際では少し西に曲がり 、

SD235に壊されている。 北は調査区外に延びる。 検出した長さは79.6m分である。 SD55溝跡、 SK288

土城より新しく 、 SD43 · 48-50·137 · 166 · 167 · 180 · 235 · 264-266 · 294溝跡、 SK71·156·177

土葬墓より古い。 規模は上幅70-140cm、 下幅25-70cmで、 深さは最も深いところで55cmである。 断

面形は逆台形を呈する。 方向は N - 45° - Wで、 B 区南際では N - 6 ° - Wである。 堆積土は、 地 山

砂を含む灰黄褐色粘土や褐灰 ・黄灰色粘土質 シ ル ト で自 然堆積である。

遺物は、 堆積土から 土師器杯・甕、 須恵器甕が少最が出土している。

[SD206溝跡】 （第 4 · 35 · 40図）

B 区南の西際で検出 した南北溝跡で、 南は西に曲がって調査区外に延びる。 北は撹乱に壊されてい
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ぬ 檀 別 出士遺構 ・ 層位 特 徴 口径 底径 器高 写真 登鯰
1 赤焼土召 ・ 杯 SD48 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロ ク ロ ナデ （コテ仕上げ） 油燻付着 11. 8 5.0 3.3 16-9 60 
2 赤焼土召 ・ 杯 S048 · I 層 内 外 ： 0 ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 13.0 4.9 3.3 16-7 192 
3 赤焼土笞 ・ 杯 S049 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 16.1 5.5 4.9 16-8 195 
4 土鰤醤 ・ 杯 S049 外 ： ロ ク ロナテ 底 ： 回転糸切り 内黒 (14.4) 5A 4.7 16- J.2 74 
5 土緬召 ・ 杯 $049 外 ： ロ ク ロナテ 底 ： 回転糸切り 内黒 (J4.0) (5.4) 4.6 16 - 13 148 
6 須恵召 ・ 杯 S058 外 ’ ロ ク ロナデ→回転ケズ'} 底 ： ヘラ切り→回転ケズリ 内 ： ロ ク ロナ デ 16.0 1.0 .1  4.3 16 - 14 75 
7 赤焼土溢 ． 杯 S058 外 ロ ク ロナ デ 底 ： 回転糸切り 内 ： 0 ク ロ ナ デ （コテ仕上げ） 1 1.8 5.0 3.5 16- 15 76 
8 土箇召 ・ 杯 SD136 外 ． ケ ズ リ → ミ ガ キ 内開 16.0 4.3 16- 16  邸， 土鉦 召 ・ 杯 $01378 外 ： ロ ク ロナデーliiJ転ケズ リ 底 ： 回転ケズリ 内黒 13.6 6.5 4.1 16- 17 206 
10 須恵溢 ． 杯 S0138 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： ヘラ 切 り ー ナ デ (14.8) (7.6) 42 17 - 1  209 
l J  須恵丑 ・ 店台杯 SD138 外 ’ ロ ク ロ ナデー回転ケズ'} → ロ ク ロ ナ デ 内 ： ロ ク ロナデ &3 17-2 210 
12 土師岱 ． 甑 S0138 外 ． ョ コ ナ デ ・ ケ ズ リ ー ミ ガ キ 内 ： ミガキ (24.8) (J0.4) 19.3 16- 18 208 
13 ff丸瓦 $048 重圏文240 径 ： 16.8 厚 ： 2.5-3.3 20-s 193 
14 平瓦 SDl37A DB. 類 長 ： 33.6 幅 ： 212 J'1 :  2.1 凹面に刻印 「物」 C 21-1 205 
15 摺石 S0136 · I 眉 長 ： 01.0) 幅 ： (7.9) 序 ： (5.3) 19-21 邸

第39図 SD48 • 49 • 58 • 136 • 137 • 138出土遺物
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No 檀 別 出土遺構 ・ 層位 特 徴 口径 底径 器高 写只 豆錢
1 赤焼土召 ・ 杯 SD206 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 15.1 5.0 4.9 214 
2 赤焼土笞 • 応も杯 SD加 ・ 1層 内 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 旧転糸切り 14.8 7.7 4.9 17-3 216 
3 須恵笞• 蜜 SD207 · 底面 外 ： ロ ク ロナデ、 回転ケズリ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロ ク ロナデ (5ll) 7.0 12.7 17-5 218 
4 土蛹若 ・ り SD怨 外 ： 0 ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 焼成前に一本線状の刻賽 内凩 (5.2) 19- ll 219 
5 土緬器 ・ 杯 SD235 外 ： ロ ク ロナデ 底 ； 回転糸切り 内晶 (13.4) (6.2) 4.6 17-6 221 
6 土師己 ・ 杯 $0235 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 届転糸切 り → ミ ガ キ 内黒 (14.2) （邸） 3.9 17-7 220 
7 土師苔・ 杯 SD怨 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内黒 (15.4) (5.4) 5.6 17-4 222 
8 土誦召 · 杯 SD235 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 内凩 (14.2) (6.4} 5.7 17-8 223 
9 土緬岱 ・ 杯 S0235 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 焼成前にX状の刺書 内 ： 摩滅 (5.11) 19-12 224 
JO 土8ili岱 ・ 杯 SD236 外 . 0 ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 焼成前に一本線状の刻書 内黒 13.8 6.4 4.9 17-9 226 
jj 土鉦召 ・ 坪 SD236 外 ： ロ ク ロナデー1ii1転ケズリ 底 ： 回転ケズリ 内黒 体邪に墨書 「辰下J 14.4 5.6 4.9 17- 10 'l'l7 
12 土鰤召 ・ 杯 SD236 外 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 内黒 13.2 7.6 4. 1  17-11 硲
13 土鰤召 ・ 杯 S0236 外 ： ロ ク ロナデー回転ケズリ 庭 ： 回転ケズリ 内焦 (14.6) (6.4) 4.4 17- 13 228 
14 須患召 ・ 董 SD236 外 ： ロクロナデ 下部に熔着痕 底 ： 不明 内 ： ロ ク ロナデ ・ ナデ (6.8) 17-12 230 
15 斎Iii SD235 上嬬 ： 折 り 下蝸 ・ 左右辺 ： 切 り 長 ： 幻9 幡 ： 1.6 厚 ： 0.2 樹檀 ： ヒ ノ キ 21-3 木37

第40図 $0206 • 207 • 235 • 236溝跡出土遺物
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る。 ま た 、 N280付近で小規模な溝が西に分岐する。 検出された長さは22.lm分である。 SD49 · 136 ·

207溝跡、 SK307 · 308土城よ り 新し く 、 SD197溝跡、 SK309土城よ り 古い。 規模は上幅60-200cm、 下

幅30-50cmで、 深さは最も深いところで25cmである。 断面形はU字形を呈する。 方向は N - 22° - W

である。 堆積土は、 灰 黄 褐 ・ 褐灰・ 暗灰黄色粘土で自然堆積である。

遺物は、 堆積土から土師器・ 須恵器杯のほか、 赤焼土器杯（第40図 1 )が ご く 少撮が出土している。

【$0207溝跡］（第 4 · 35 · 40図）

B 区南の西際で検出した南北溝跡で、 南はそのまま、 北は西に曲がって調査区外に延びる。 検出さ

れた長さは33.0m分である。 SD49 · 206溝跡、 SK309土城よ り 古い。 規模は上幅100-185cm、 下幅60

-100cmで、 深さは最も深いところで40cmである。 断面形は逆台形を呈する。 方向はN - 27° - Wで

ある。 堆積土は灰 黄褐 · 褐灰•暗灰 黄色粘土で自然堆積である。 ま た 、 灰 白色火山灰 プ ロ ッ ク を多 く

含む層（第35図SD207断面図 4 層）が認め られる。

遺物は、 底面か ら 須恵器壺（第40図 3 ) 、 堆積土から 土師器坪、 須恵器壺 、 赤焼土器杯 • 高台杯

( 2 )、 瓦が少量が出土している。

【$0235溝跡］ （第4 · 35 · 40図）

B 区南端で検出した溝跡で 、 両端とも調査区外に延びる。 検出された長さは16.0m分である。

SD153 · 236溝跡よ り 新しい。 規模は上幅100-370cm、 下幅40-llOcmで、 深さは最も深いところで85

cmである。 断面形は逆台形を呈する。 方向はN - 29° - E である。 堆積土は 2 層が灰 白色火山灰陪 、

他は灰 黄 褐色粘土質 シ ル ト 層や黒褐• にぶい黄褐色粘土層で自然堆積である。

遺物は、 底面で須恵器壺（第40図14) 、 堆積土から 土師器杯、 須恵器杯・ 甕、 赤焼土器杯、 瓦 、 斎

串(15)が少量出土している。 土師器の大半はロ ク ロ調整で、 杯は底部に再調整が施されたもの( 6 )

もあるが、 底径の小さい回転糸 切 り 無調整の杯( 4 · 5 · 7 - 9 ) が主体である。 また、 4 • 9 の底

部には焼成前の刻書がある。

[S0236溝跡］（第4 · 35 · 40図）

B 区南端で検出した 南北溝跡で 、 南は調査区外に延びる。 検出した長さは18.0m分である。

SD180 · 235溝跡よ り 古い。 規模は上幅110-200cm、 下幅40-120cmで、 深さは最も深いところで50cm

である。 断面形はU字形を呈する。 方向はN - 5 ° - E である。 堆積土は地山 プロ ッ ク を含むにぶい

黄褐色粘土や、 砂と互層をなす黒褐色粘土等で自然堆積である。

遺物は、 堆積土から土師器杯 • 高杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕、 瓦が出土している。 土師器のほとんどは

ロ ク ロ 調整で 、 坪は底部に再調整が施されたもの（第40図 1 1 · 13)と、 回転糸 切 り 無調整のもの

(10 · 12) とがある。 ま た 、 10の底部にはX 状の焼成前の刻書、 11の体部には 「辰下」 の墨書がある。

F .  土壕

57基検出した。 平面形が円形や楕円形のものが多く、 方形を基調とするものは少ない。 規模は、 長

軸 2 m未満のものが主体をしめるが、 それ以上のものもある。 以下、 主要なものについて述べる。 そ

の他の土壊の規模等の属性は巻末の遺構属性表に収載した。
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遺構 ぬ 土 色 土 性 鯛 考 遺構 ぬ 土 色 土 性 傭 考
SKS 1 オリープ褐 位SY413) 帖土質シルト 火山灰をプロック状に含む。 〈人4) SKJ33 I 贔褐 (IOYR3/I) シ ル ト 〈自然〉
SK29 I 黒褐 (JOYR3/2) シ ル ト 炭を多く 、 屠山砂 ・焼土を少し含む。 （人A) 2 黒 00YR2/ll シ ル ト 遁山プロックを少 し含む。 （自然〉

2 暗灰貿 (2.SY4/2) シル ト 熾�J砂非常に多く含む。 〈人為〉 3 灰貨Iii (IOYR4/2) シ ル ト 鍮山プロ ッ ク を少 し含む。 〈自然）
SK30 I 黒褐 (7.5YR3/1) シ ル ト 炭 ・ 焼土 粒 ・ 地 山 プ ロ ッ ク を含む。 〈人為〉 SK155 I #.I掲 (IOYR3/2J シル ト 地山粒を少し含む。 〈自然）

2 黒褐 00YR3/l) シ ル ト 炭 粒 • 簸山プロ ッ クを含む• 〈人為） 2 黄灰 (2.5Y4/ll 枯土質シ ル ト 地山拉と炭粒を少し含む。 （自然〉
3 黙褐 （邸Y3/1) シ ル ト 熾山プ ロ ッ ク を多く含む。 〈人為） 3 黄褐 (2.5Y5/3) シ ル ト質砂 2 · 4層の土がま じる。 〈自然〉

SK3l 1 略灰責 (2.SY4/2) 砂質 シ ル ト 炭を少し含む。 馳山砂を含む。 〈人＾〉 4 黄灰 (2.5Y4/J) 帖土質 シ ル ト 地山砂プ ロ ッ ク を含む。 （自然〉
SK33 I 黙褐 (2.SY3/2) 帖土費シルト 炭 ・ 地山砂を少し含む。 〈人B〉 5 褐灰 (IOYR4/I) 帖土質 シ ル ト 地山砂プ ロ ッ ク を含む。 〈自然〉

2 黒褐 (2.SY3/2) 帖士費シルト 地tlJ砂プ ロ ッ ク を 多 く 含 む。 （人b) 6 Iこぶい賞 (2.SY的） 砂 4 · 5/ilの土をプロックで少し含む。 （自然）
SK34 3 鼈が｝ーブ褐 （おYl/3) シル ト 嬉山砂を多く含む。 〈人為〉

第41図 土珊断面図

【SK5 土塘】（第4 ·41·42囮）

B区中央で検出した。 平面形は短辺がやや膨らみをもった長方形で、 規模は長辺230cm、 短辺120cm

で、 深さ38cmである。 断面形は箱形を呈する。 方向は長軸でE - 17° - Nである。 堆積土は灰 白色火

山灰プロ ッ ク を含むオリープ褐色粘土質 シ ル ト で、 人為的に埋め戻されている。

遺物は、 埋土から回転糸切 り 無調整の土師器杯 （第42図 2 ) と 須恵器長頸瓶( 1 )が出土している。

長頚瓶は大戸窯のM H - 19窯式期に属するものである。

【SK20土凛】（第4 ·42図）

B 区中央で検出した。 平面形は楕円形で、 規模は長軸56cm、 短軸40cm、 深さ 8 cmである。 断面形は

皿状を呈する。 方向は長軸でE - 35° - S である。 堆積土は地山プロ ッ ク を含む暗灰 黄 色 シ ル ト で、

人為的に埋め戻されている。

遺物は、 埋土から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台杯 ・ 甕、 ミ ニ チ ュ ア土器（第42図 3 )、 砥石( 9 )

が出土している。

【SK29土壕】 （第4 · 41 · 42図）

A区中央で検出した。 SI26住居跡より新しく、 C 群小溝より古い。 平面形は東西に長い楕円形で、

規模は長軸192cm、 短軸80cm、 深さ46cmである。 断面形は箱形を呈する。 方向は長軸でE - 7 ° - S

である。 堆積土は炭化物や焼土、 地山砂を多く含む黒 褐 ・ 暗灰 黄色 シ ル ト で、 人為的に埋め戻されて

いる。

遺物は、 埋土から土師器と 須恵器の杯·甕、 瓦が出土している。 土師器には回転糸切り無調整の杯

（第42図 4 ) と 非 ロ ク ロ 調整で無段平底の椀( 5 ) がある。 須恵器にはヘラ切り無調整の杯( 6 )が

ある。
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ぬ II 別 出土遺構 ・ 層 位 特 徴 口径 底径 益応 写頁 豆絲
I 須恵召 • 長頸瓶 SK5 外 ： ロ ク ロナデー目転ケズリーロクotデ 上キ1 :i:i然輪 底 ・ 内 ： ロクロナデ 三段接合 大戸窯産 7.7 17-18 138 
2 土鰤臼 ・ 杯 SK5 外 ： ロ ク ロナデ 底 ； 回転糸切り 内II.I (14.4) (6.0) 4.7 17- 14 137 

ミ ニチュア土召 SK20 内外 ： ナデ 72 17 ー 15
4 土鰤召 ・ 杯 SK29 外 ： 0 ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 内黒 05.6) (7.8) 5.8 17- 16 78 
5 土鰤召 ・ 帆 SK29 外 ： ミ ガキ 内懇 13.9 7.6 7.8 17- 17 79 
6 須恵苔 ・ 杯 SK公） 内外 ： ロ ク ロナデ 紙 ： ヘラ 切 り 11.4 7.4 4.2 18- 1 
7 赤焼土召・ 置 SK60 内 外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 国転糸切り (9.3) 4.0 1.9 18-2 
8 士緬召・ 把手付甑 SK31 外 ： ハケメーミガキ 内 ： ハケメ ー ミ ガキ (16.6) 17ー 19

砥石 SK20 長 ： 13.4 幅 ： 4.5 厚 ： 5.6 謳灰岩 19- 19 51 

第42図 SK 5 •  20 · 29 •  31 • 60出土遺物

【SK30土凛】（第4 · 41·43·44図）

A区中央で検出した。 SI26住居跡よ り 新し く 、 C群小溝よ り 古い。 平面形は楕円形で、 規模は長軸

350cm、 短軸270cm、 深さ20cmである。 断面形は皿状を呈する。 方向は長軸でE - 8
°

- S である。 堆

積土は炭化物 ・焼土粒と地山プロ ッ ク を多く 含む黒褐色シ ル ト で、 人為的に埋め戻 されている。

遺物は、 埋土から土師器杯 ・ 甕 ． 甑、 羽口 （第43図 4 )、 黒曜石の剥片が出土している。 杯には内

外面に段を有する丸底の杯( 1 ) がある。 甕 には長胴形 ( 2 · 5 ) と 球胴形 ( 3 ) のものがあ り 、 と

もに外面には段が巡る。 また 、 5 の口縁端部は四角 く 仕上げられている。 甑は無底式のもの( 6 ) が

ある。 黒曜石の剥片は 3 点出土 してお り （第44図 1 - 3 )、 1 と 2 は接合資料である。

【SK31土凛J (第4 ·41·42図）

A区北で検出した。 平面形は南北に長い楕円形で、 規模は長軸190cm、 短軸65cm、 深さ10cmである。
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ぬ 檀 別 出土遺構 ・ 層位 特 徴 口往 底径 沿応 写真 登録
1 土鰤召 ・ 杯 SK30 外 ： ヨ コナデーケズリ 内黒 17.6 5.0 18-3 82 
2 土緬召 ・ 甑 SK30 外 ： ハケ メ ー ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ 内 ： ョ コ ナ デ → ミ ガ キ (16.0) 邸
3 土緬苔 ・ 甕 SK30 · 検出面 外 • Iヽケメーヨコ ナデーミ ガキーロ緑郎1こ枯士貼付ーナデ 底 • 内 ． ハケメ→ミ ガキ (15.0) 紐 16.7 18-4 糾

4 土製品 ・ 羽口 SK30 外 ： ＊サエ 内 ： 攣減 艮 ： 一 幅 ： 3.8 内暢 ： 2.2 87 
5 土緬笞 ・ 甕 SK30 外 ： ヨコナデーハケメーミガキ 底 ： ナデ 内 ： ヨ コ ナ デ ・ ヘラナデ 19.J 6.6 17.9 18-5 83 
6 t緬笞 ・ 甑 SK30 外 ： ヨ コナデーミガキ 内 ： ミ ガキ (212) (102) 20.8 18-6 86 
7 土緬器 ・ 杯 SK33 外 ： ハケメ ーヨコナデーケ ズ リ ー ミ ガキ 内黒 (20.0) 18-7 90 
8 土“苔 ・ 杯 SK33 外 ： ョ コ ナ デ ー ミ ガ キ ・ ケ ズ リ 内凩 7.3 3.7 18-8 91 ， 土緬苔 ・ 鉢 SK33 外 ： ハ ケ メ ー ヨ コナデーハケメーケズ，) 底 ： ケズ リ 内 ： ヨコナデーヘラナデ (JS.2) 邸 9.7 18- JO 92 
10 土緬笞 • 甕 SK33 外 ： ヨ コナデーハケメ 内 ： ハケ メ ー ヨ コナデーヘラナデ 04.8) ， 
II 土緬召 · 鉢 SK33 · I層 外 ： ョコナデーハケメ 内 ： ヨ コナデーヘラナデ (13.0) 93 

第43図 SK30土壕出土遺物 1 とSK33土填出土遺物
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断面形は皿状を呈する。 方向は長軸でN - 3° - Wである。 堆積土は炭化物と地山砂を含む暗灰黄色

砂質 シ ル ト で、 人為的に埋め戻されている。

遺物は、 埋土から土師器杯・甕 ． 甑が出土している。 杯には有段丸底の杯がある。 甑には無底式で

頸部に段が巡り、 口縁端部が四角 く 仕上げられたもの（第42図 8 ) がある。

【SK33土塘l (第4 · 41 · 43図）

A 区北で検出した。 SK34土城 よ り新 し く 、 C 群小溝より古い。 平面形は東西に長い楕円形で、 規

模は長軸182cm、 短軸64cm、 深さ40cmである。 断面形はU 字形を呈する。 方向は長軸でE - 7 ° - N

である。 堆積土は炭化物と地山砂プロ ッ ク を多く含む黒褐色粘土質 シ ル ト で、 人為的に埋め戻されて

いる。

遺物は、 埋土から土師器杯・ 鉢・甕 ． 甑が出土している。 杯には有段丸底の杯 （第43図 7 · 8 )が

ある。 7 の口縁部は長く外傾し、 端部が直立気味に屈 曲している。 鉢 ( 9 · 11) と甕(10)の外面は

ハ ケ メ 、 内面はヘ ラ ナ デに よ る調整が目立つ。

[SK34土塘】 （第 4 · 41図）

A区北で検出した。 SK34土城、 C群小溝より古い。 平面形は東西に長い楕円形で、 規模は長軸144cm、

短軸40cm以上、 深さ 5 cmである。 断面形は皿状を呈する。 方向は長軸でE -22° - Sである。 堆積土

は地山砂を多く含む暗オリ ープ褐色 シ ル ト で、 人為的に埋め戻されている。

遺物は、 埋土から土師器杯 ・甕·甑が出土している。 甕の破片には口縁端部が四角 く 仕上げられた

ものがある。

[SK60土凛】（第 4 · 42図）

A区中央で検出した平面形が長方形と思われる土城で、 東は調査区外に延びる。 SD49溝跡 よ り新

しい。 規模は長軸175cm、 短軸35cm以上、 深さ3cmである。 断面形は皿状を呈する。 方向は長軸で

5cm 
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N - 13° -Sである 。 堆積土は炭化物・ 地山砂粒を含む黒 褐色 シ ル ト で自然堆積である 。

遺物は、 埋土から赤焼土器杯 （第42図 7 )· 1fil、 瓦が出土している 。

【SK1 33土填】 （第4 · 41図）

B 区中央で検出した 。 SB135建物跡、 B 群小溝より古い。 平面形は南辺が丸みをもった長方形で、

規模は長辺458cm、 短辺336cm、 深さ20cmである。 断面形は逆台形を呈する 。 方向は東辺でN - 20° — 

Wである。 堆積土は黒褐色 シ ル ト と 地山プロ ッ ク を少し含む黒・灰 黄褐色 シ ル ト で自然堆積である 。

遺物は出土していない。

[SK155土凛】（第4 · 41図）

B 区南で検出した 。 SX157土器埋設遺構、 SD167溝跡より古い。 平面形は楕円形で、 規模は長軸

400cm、 短軸280cm、 深さ30cmである 。 断面形は皿状を呈する。 方向は長軸でE - 11° - S である。 堆

積土は炭粒や地山砂粒• プ ロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト や黄灰 ・褐灰色粘土質 シ ル ト 等で自然堆積であ

る 。 遺物は出土していな い。

G .  小溝状遺構

A · B 区中央から北を中心に多数の小溝状遺構を検出した。 小溝は幅15-40cmほどで、 緩やかに蛇

行して延びるものが多い。 長さは長いもので約20mに及ぶ。 断面形はU字形で、 深さは深いもので20

cm前後である 。 堆積土は地山砂粒や ブ ロ ッ ク を含む黒 •黒褐色(lOYRl/2 · 1/3) シ ル ト や黄灰色

(2.5Yl/4)砂質 シ ル ト 等である。 これらの小溝状遺構は、 分布上の ま と まりや方向から A - D群に大

別される。

【 A 群】 （第45図）

ほぼ南北方向に延びる小溝状遺構で、 A区中央 と B 区南で検出された。 数は少なく、 分布もまばら

である 。 小溝は長さ l - 6 m と 短 く 、 小溝同士の間隔は0.5mのもの と I.Omのものがある 。 ま た 、 小

溝同士の ま と ま り と位置関係からみて、 各場所で最低 2 回は営まれている 。 他の小溝状遺構や主要な

遺構と の重複関係は、 SI21住居跡やSD40 · 55溝跡、 C 群小溝より古い。

遺物は土師器杯・ 甕が少址出土している 。

【 B 群】 （第45図）

ほぽ東西方向に延びる小溝状遺構で、 B 区中央から北で検出された。 それほ ど多くはないが、 比較

的広く 分布している 。 小溝は長さ 1 - 6 m と 短 く 、 小溝同士の間隔は 1 - 2 mである。 ま た 、 ごく 一

部だが、 小溝同士に重複がある と こ ろ があり、 最低 2 回は営まれている 。 他の小溝状遺構や主要な遺

構 と の重複関係は、 SD43 · 136 · 137 · 251溝跡やC · D群小溝より古い。 ま た 、 SD40溝跡 と は重複

しないが、 B 群小溝はSD40溝跡西辺に沿って 2 - 3 m西側に離れた場所から西に広がり、 SD40溝跡

の東側にはない。 ま た 、 B群小溝と SD40溝跡西辺の方向がほぼ直交すること が留意される 。

遺物は土師器がごく 少量出土している 。

【 C 群】 （第45図）

北西から南東方向に延びる小溝状遺構で、 数多く 検出された。 A · B区中央から北にかけて広 く 分
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布する。 長さ 2 - 6 m、 間 隔 l m前後のもの と 、 長さ 5 -20m、 間隔 l - 2 mのものがあり、 前者は

西側、 後者は東側に分布する。 小溝同士の重複も多く 、 少なくと も前者は 2 回 、 後者は 4 回は営まれ

ている。 他の小溝状遺構や主要な遺構 と の重複関係は、 住居跡やSD40 · 136 · 137溝跡、 A · B群小

溝より新しく、 SD134溝跡、 D 群小溝より古い。 また、 SD43溝跡 と は重複しないが、 C 類小溝の分

布がSD43溝跡で囲まれたなかに収まるこ と は留意される。

遺物は土師器杯•高杯・甕•甑、 須恵器杯・甕、 赤焼土器杯、 土錘、 瓦が出土している。

【 D 群】 （第45図）

北東から南西方向に延びる小溝状遺構で、 A 区北と B 区中央で検出された。 それほど密集はしてい

ない。 B区中央のものは西側の l 群 と 東側の 1 群がある。 前者は長さ 2 - 6 m、 後者は長さ 2 - 9 m

で、 間隔は と もに 2 m前後である。 A区北のものは長さ 3 -12m、 間隔1.5- 2 mである。 各場所 と

も小溝同士のまと まりや位置関係、 重複からみて、 最低 2 回は営まれている。 他の小溝状遺構や主要

な遺構と の重複関係は、 SD40 · 43 · 250溝跡、 B · C 群小溝より新しく、 SD48溝跡より古い。

遺物は土師器 片 と 須恵器杯、 瓦がごく 少量出土している。

G. 堆積土ほかの出土遺物

弥生土器、 土師器、 須恵器、 赤焼土器、 灰釉陶器、 瓦 、 土製品、 鉄製品、 石製品が出土している

（第46-48図）。 その大部分は土師器、 須恵器、 赤焼土器である。

弥生土器は鉢と みられる破片が少址出土している（第47図 1 - 3 ) 。 磨消縄文手法による平行沈線

文や山形の沈線文が認められ、 枡形囲式のもの と 思われる。

土師器は坪、 高杯、 甕、 甑な どが出土している。 杯には非 ロ ク ロ調整の有段丸底の杯 （第46図 1

2 · 4 )や無段丸底の杯( 3 )、 ロ ク ロ 調整の杯( 6 )がある。 ロ ク ロ 調整の杯には内面に漆が付着

するもの( 7 )や外面の体部に墨唐をしたもの( 8 )もある。 須恵器は杯•高台杯 ・ 蓋・甕などが出

土している。 杯には回転糸切り無調整の杯( 9 )や、 ヘ ラ切り後、 焼成前に X 状の記号を刻書したも

の(10)がある。 また、 蓋には大戸窯のM H - 33窯式期に属するもの(11)がある。 赤焼土器は坪 ·

高台坪が出土しており、 杯には内面がコテ状のエ具で平滑に仕上げられたもの(13)がみられる。

灰釉陶器には猿投窯の黒笹14号窯式期に属する手付小瓶(16)がある。 瓦にはヘ ラ 書 き 瓦 （第46図

18)があるが、 破片のため判読できない。 土製品には羽口(17)がある。 鉄製品は 1 点出土したのみ

である（第47図 4 )。 形状からみて、 穂積み金具の可能性がある。 石製品は紡錘車( 5 )、 剣形の石製

模造品( 6 ) 、 砥石（第48図 1 )のほか、 箆状石器( 2 )が出土している。
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ぬ 檀 別 1.ll土遺構 ・ 層位 特 徴 口径 底径 苔’応 写真 在紐
J 土閾召 ・ 杯 遺ffl確認 外 ： ョ コナ デ ・ ケ ズ リ ー ミ ガ キ 内黒 15.6 4.5 136 
2 土“召 ・ 杯 表土 外 ： ヨ コナデーケズリ 内焦 072) 4.4 18-9 233 
3 土緬岱 ・ 杯 遺構確認 外 ： ミ ガキ 内黒 (10.4) 6.1 18- 11 JOI 
4 土緬昏 ． 杯 S042 外 ： ョコナデーケズリーミガキ 内訊 (17.6) 5.2 18- 12 59 
5 土緬沿 ・ 高杯 遺構確認 外 ： ョコナデ、 ハ ケ メ ー ミ ガ キ 内煤 脚内 ： ナデ (17.0) I 
6 土鰤召 ・ 杯 撹乱 外 ： ロ ク ロ ナ デ 妊 ： 回転糸切り 内黒 14.0 6.2 4.8 ll6 
7 土閾召 · 杯 遺構確認 外 ： ロ ク ロ ナ テ 底 ： 回転糸切り 内黒、 漆付済 04.0) (4.8) 5. 1 18-13 124 
8 土麺岱 ・ 杯 遺構確認 外 ： ロ ク ロ ナ デ 内烈 体部に墨欝 「口J 19-5 102 ， 須恵溢 ． 杯 遺構確認 内外： ロ ク ロ ナ デ 底 ： liJI転糸切 り (13.4) (72) 3.7 18- 14 us 
10 須恵臼 ・ 杯 遺構確認 内外 ： ロ ク ロナデ 底 ： ヘラ切り 、 焼成繭に十字状の期書 (7.8) 19- 10 106 
11 須恵召 ・ 董 遺構確認 外 ． ロ ク ロ ナデー回転ケズリーロクロナデ 内 ． ロクロナデ つまみ径. 2.2 大戸窯産 9.0 3.5 18-.15 107 
12 須恵沿 ・ 董 遺構確認 外 ： ロ ク ロナデー回転ケズリーロクロナデ 内 ： ロ ク ロ ナ デ つまみ径： 3.6 14A " 3.9 18- 16 105 
13 赤焼土器 ・ 杯 遺•ffl確認 外 ： ロ ク ロ ナ テ 底 ： 回転糸切り 内 ： ロ ク ロ ナ テ （コ テ仕上げ） 13.2 5.6 4.0 18- 19 128 
14 赤焼土器 ・ 杯 遣構確認 内外 ： ロ ク ロナデ 紙 ： 回転糸切り 13.9 6.2 4.5 18- 17 121 
15 赤焼土ili · il'li台杯 遺構確認 内外 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： ロ ク ロ ナ デ 82 18- 18 130 
16 灰爾召• 手ff,j,J: 遺構確認 内外 ： ロ ク ロ ナ デ 鎮投窯産 ]9-6 109 
17 土製品 ・ 羽 口 ？ 遺構靖認 内外 ： ナデ I< : 一 幅 ： 4.7 内幅 ： 2.1-2.3 9● 19- 14 110 
18 丸瓦 撹乱 凹面にヘラ書 「OJ 20-8 232 

第46図 そ の他の出土遺物 1
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No 種 別 出土遺構 ・ 層位 特 徴 長さ 幅 ＂さ 写其 登鯰
I 弥生土笞 ・ 鉢 SD235 平行沈線文 す り il'I縄文 19- 1 
2 弥生土笞 ・ 鉢 S0235 沈線文 19-2 

弥生土器 · 鉢 SD235 山形沈線文 す り 消縄文 19-3 
4 不明鉄製品 遺構羅認 8.i 2.4 0.2 19-15 以I

紡錘取 遺構確認 径 ： 4.1 序 ； 2.0 滑石 19- 17 129 
6 石製恨造品 （鋼形） SI力掘方浬土 雲母片沿？ 8.7 2.8 0.7 19-16 33 

第47図 そ の他 の 出土遺物 2
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1 .  遺物について

第 w 章 考 察

土師器、 須恵器、 赤焼土器が遺物の大部分である が、 出土祉は必ずしも多くなく、 一括性にも乏し

い。 以下では、 こ れらの土器のうち比較的出土羅のある坪や甕を中心に特徴を記述 し 、 次にある程度

の出土最がある 遺構の土器から年代的な様相をみることにする。

①土器の特徴

〈土師器〉 杯、 高杯、 椀、 鉢、 甕、 甑、 壺があり、 杯と甕が多い。

坪：非ロ ク ロ 調整とロ ク ロ 調整のものがある 。 内面はすべてヘ ラ ミ ガキ調整の後、 黒色処理されて

い る 。 ロ ク ロ使用の有無や 、 器形からA- D 類に大別される 。 な お、 B · C 類の出土数は少ない。

A類 ： 非 ロ ク ロ 調整の有段丸底で、 外面の段や内面の段 ・ 屈 曲が明瞭な杯である。 口縁部は外傾

または外反する ものが主体をしめ、 外傾する ものには口縁部が長く 、 端部が直立するもの

もある 。

B 類 ： 非 ロ ク ロ調整の有段丸底で、 外面の段が明瞭ではな く 、 器高が低い平底風の杯である 。 ロ

縁部は外傾する

C類：非 ロ ク ロ 調整の無段丸底の杯である 。 外面はヘ ラ ミ ガキ 調整されている 。

D 類 ： ロ ク ロ 調整で、 口径に対する 底径の比が小さいものである。 底部の特徴は、 回転糸切り無

調整のものがほとんどであるが、 切り離し後に回転ヘ ラ ケ ズリ調整されたものも少しある 。

甕 ： ロ ク ロ使用の有無でA·B 類に大別される。

A類：非 ロ ク ロ調整である 。 頸部外面に段が巡る甕が多い。 長胴形( I 類）と球胴形( II 類）のものと

があり、 それぞれ大型品（器高25cm以上）と小型品(20cm以下）があ る。 胴部外面の調整はハケ

メ 、 ヘ ラ ミ ガキが目立つ。 な お、 I類の小型品には内面底部の断面形が丸く 、 口縁部の端

部が四角く 仕上げられたものがある。

B 類 ： ロ ク ロ 調整の長胴形の甕である。 口縁部が屈曲して外傾し、 端部が上方に軽く つまみださ

れたものが主体をしめ る 。 大型品（口径20cm以上）と小型品(16cm以下）とがあり、 大型品の胴

部下半は縦方向の手持ちヘ ラ ケ ズ リ 調整が施されてい る 。 また、 上半に タ タ キ調整が認め

られる ものが少しある 。

そ の他の土師器 ： 高杯、 椀、 鉢、 甑、 壺があり、 すべて非 ロ ク ロ調整である 。 高杯は脚部が短く 、

杯部の特徴は杯A類と同様である 。 椀は平底のものが1点あり、 内外面の調整の特徴は杯C 類と同様

である。 2点固化できた鉢の外面はハ ケ メ 調整されている 。 甑はすべて無底で、 頸部外面に段が巡る

ものが多く 、 口縁部の端部に至る 間に段がもうひとつ巡るものや 、 端部が四角く 仕上げられたものも

ある 。 胴部外面はハ ケ メ ・ ヘ ラ ミ ガキ調整、 内面はヘ ラ ミ ガキ調整が目立つ。 壺は内外面ともヘ ラ ミ

ガキ調整ののち黒色処理されたものが1点ある 。

〈須恵器〉 杯、 高台杯、 双耳杯、 蓋、 高盤、 摺鉢、 甕、 壺、 瓶がある 。



坪：平底で、 器形から r - m類に大別される。

I 類：口径に対する底径の比が大き く(0.61前後）、 体部が底部から 直線的に外傾する ものである。

底部は回転ヘ ラ ケ ズリ調整されている 。 底部の切り離し技法には静止糸切りがある 。

n 類 ： 口径に対する 底径の比が I 類よりやや小さい(0.56前後）杯である 。 底部の特徴はヘ ラ 切 り 、

と回転糸切りで、 前者が主体であ る 。 切り離し後に回転ヘ ラ ケ ズリ調整されるものがある 。

m 類 ： 口径に対する底径の比が小さく(0.38前後） 、 体部が底部か ら内湾気味に立ち上がるもので

あ る 。 底部の特徴は回転糸切り無調整である 。

その他の須恵器 ： 数が少なく破片行料が多いが、 なかには福島県会津大戸窯の製品で比較的残りの

よいものもあ る 。 蓋、 壺、 広口壺、 長頸瓶が各1点あり、 蓋はMH- 33窯式期、 壺と長頸瓶はMH-19窯

式期、 広口壺はK A-107窯式期に属する ものである（註 2 ) 。

〈赤焼土器〉 杯、 高台杯、 皿がある 。

坪：法量か ら大小に分けられるが、 小型品は少ない。 底部の特徴はすべて回転糸切り 無調整である 。

I 類 ： 口径12-17cmの大型品で、 体部が底部から直線的に外傾する ものと内湾気味に立ち上が

るものとがある 。 口縁部は軽く外反するものが主体を しめる 。

n 類 ： 口径12cm未満の小型品である 。 体部は底部か ら 内湾気味に立ち上がり、 その ま ま 口縁部

に至るものと、 口縁部が軽く外反するものとがある。

②年代的な様相

土師器はその特徴から東北地方南部の土師器編年（氏家1957) におけ る栗囲式、 国分寺下層式、 表

杉ノ 入式に属すものとみられる 。 それをふ ま えて比較的出土屈のある S I 21 · 23 · 25-27 · 62、 S D

43·235·236、 S K30 · 33出土土器か ら 、 年代的な様相をみる ことにする 。 各遺構の出土土器は特徴

か ら大きく3つに分けられる 。

1 群 ： 土師器が非ロ ク ロ 調整のもの(S I 23 · 26、 S K30 · 33) 

2 群：土師器にロ ク ロ 調整のものを含む場合があり、 ま た須恵器杯が多 く 認め ら れる もの( S I 

21 ・ 25·27 · 62)

3 群：土師器がロ ク ロ調整のもの( S D43·235·236) 

1 群： S I 23 · 26出土土器には高杯・ 甕 • 甑がある 。 高杯は脚部が短 く 、 杯部は杯A類と同 じ く 、

外面の段や内面の段 ・ 屈 曲 が明瞭なものであ る 。 口縁部は外反ま たは外傾 し 、 内面はヘ ラ ミ ガキ調整

ののち黒色処理されている 。 甕 · 甑の頸部外面は無段だが、 胴部外面の調整はハ ケ メ が 目 立つ。 S K

30 · 33には杯 ・甕 ・甑 ． 鉢がある 。 杯はA類で、 甕• 甑は頚部外面に段が巡るものである 。 甕・甑•

鉢の外面の調整はハ ケ メ 、 ハ ケ メ →ヘ ラ ミ ガキ 、 ヘ ラ ミ ガキで、 比較的丹念に施されている 。

1群の土器は特徴から 前述編年の栗囲式期に比定される 。 本遺跡周辺では山王遺跡八幡地区 S I 491 

住居跡や本遺跡 S I 5024 · 5045住居跡に類例があり、 八幡地区S D2050河川跡でも同期の土器が大量

に出土 している（佐藤•佐藤ほか1997、 古川 ・ 佐久間ほか2001 、 後藤 ・村田ほか2001)。 ま た、 それ ら

は栗囲式期でも7世紀前半を中心する 頃のものとみ られているが、 本調査の 1 群については数の少な

さから詳細な検討は難 しい。 年代は古墳時代後期の7世紀頃とみるに留めておきたい。
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2 群 ： S I27出土土器には土師器杯と須恵器坪がある。 土師器杯はB類 、 須恵器杯は I · II 類で、

土師器杯B 類と須恵器杯 I 類は床面で共伴し、 須恵器杯II 類は住居埋土から出土している。 土師器坪

B類は国分寺下層式期のなかでも古い様相をもつものである。 しかし、 共伴した須恵器杯 I類は硯沢

窯跡B 2 窯跡や郷楽遺跡第107号住居跡に類例があり、 8 世紀中頃の年代とみられる（宮城県教育委

員会1987、 庄司ほか1990) ので、 それ以前には遡らないものと考えられる。

S I21 ・ 25 · 62には土師器杯・ 甕、 須恵器杯•双耳杯がある。 須恵器杯が多く、 I類もあるが、 主

体をしめるのは1I 類である。 土師器には ロ ク ロ 調整のものがある。 S 125 · 62の土師器甕はB類であ

り、 S I21には図化できなかったが、 ロ ク ロ調整の土師器が含ま れている。 一方、 土師器杯の出土は

少な く 、 S I62にC 類が1点あるのみである。

S I21 · 25 · 62出土土器の特徴は、 須恵器杯 1I 類を主体とし、 ロ ク ロ 調整の土師器を含むものとい

える。 須恵器杯 1I 類は、 多賀城跡 S X2631整地層出土須恵器杯の例から 8 世紀後葉頃とみられる。 ー

方、 多賀城周辺の土師器は、 坪が 8 世紀末には ロ ク ロ 調整が主体となり、 甕は9世紀初頭頃に非 ロ ク

ロ調整とロ ク ロ 調整が混在するとみられている （吾妻2000) 。 よって、 須恵器坪JI 類とともに出土し

た S I21 · 25 · 62のロ ク ロ 調整の土師器も、 8 世紀後葉をそれほど下るものとは思われない。

以上のことから、 S I27出土土器は 8 世紀中葉、 S I21 · 25 · 62出土土器は 8 世紀後薬頃のものとみ

られ、 2群全体としては奈良時代から平安時代初頭の 8 世紀中～後葉頃の年代が考えられる。

3 群 ： S D43出土土器には土師器杯、 須恵器壺•高盤、 赤焼土器坪• 高台杯がある。 土師器杯はロ

ク ロ 調整のD類で、 回転糸切り無調整の坪がほとん どである。 赤焼土器はすべて I 類である。 S D

235には土師器杯が多 く みられ、 その様相は S D43と同じである。 一方、 赤焼土器は少な く 、 破片資

料を含めても若干みられる程度にすぎない。 S D236には土師器杯、 須恵器壺がある。 土師器杯はS

D43 · 235同様にD類だが、 底部の特徴をみると、 切り離し後に回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整されたものもみ

られる。 ま た、 赤焼土器は出土していない。

土師器杯や赤焼土器を中心に S D 43 · 235 · 236出土土器を、 近 く の例と比較すると、 S D236は山

王遺跡多賀前地区の3群土器（菅原 • 佐藤ほか1996) 、 S D43は同地区の4 群土器と様相が類似して

おり、 S D235の様相はそれらの中間にあたる。 多賀前地区の3群土器は 9 世紀後半頃、 4 群土器は

10世紀前葉頃の年代とみられている。 したがって、 本調査の3 群については平安時代の 9 世紀後半～

10世紀前葉頃の年代が考えられる。

以上のよ う に、 比較的出土批のある遺構の土器は1群が 7 世紀頃、 2群が 8 世紀中～後葉頃、 3群が9

世紀後半�10世紀前葉頃の土器とみられる。 1-3群 の ま と ま りは年代的に独立的である。 1群と2群、

2群と3群の間に位置する土器の ま と ま った出土はなく、 連続性が薄い。 そのことは古墳時代後期から

平安時代における本調査区の使われ方と密接に関わると思われる。

2 .  遺構について

検出した遺構は掘立柱建物跡4棟、 竪穴住居跡13軒、 土器埋設遺構8基、 土葬墓93基、 溝跡62条、 土

城57基、 小溝状遺構である。 種別 ごとに特徴や年代などを検討する。



A. 掘立柱建物跡

A 区 と 、 B 区中央東側に位置し、 調査区内の微高地に立地する。 年代を示す遺物は出土していない。

重複関係等をみる と 、 S B 63 は10世紀前葉を中心と した頃のC 群小溝より新しい。 また、 S Bl35は

近 く にある9世紀頃の S D137·138 と 方向が揃うこと から、 同 じ頃の年代の可能性がある。

特徴 ： すべて梁行 ・ 桁行3間以下の小規模な建物である。 全体がわかるのは S B 63·135で、 東西棟

建物である。 柱穴や、 建物の方向をみる と 、 S Bl35の柱穴は 一辺50-70cmの整った隅丸長方形で、

並び方や間尺も斉一性がある。 建物方向も真北に近 く 、 小規模ながら計画性のある構築方法がとられ

ている。 一方、 S B 63 · 69·282の柱穴は形状が不揃いで、 S B 69·282のものは規模も長軸25-45cm

と 小さい。 また S B 63の柱穴は並び方や間尺が乱れている。 建物方向は真北からの振れが大きく、 こ

れらの建物には斉ー的な特徴は認められない。

B .  竪穴住居跡

12軒がA区中央、 他の1軒 も B 区のA区寄りにある。 また、 A区でも東側ほど多く分布する傾向が

あり、 標高のより高い場所に営まれている。

年代 ： 前項 「遺物について」 で述べた こ と から、 S I 23 · 26が古墳時代時代後期、 S I 21 · 25 ·  

27·62が奈良～平安時代初頭頃の住居 と みられる。 その他、 S I 24では貯蔵穴から頸部外面に段が巡

る甕A類、 床面から多賀城政庁跡第1I 期の平瓦が出土しており、 奈良時代半ば頃の住居 と 考 え られる。

また、 S I 47は 、 出土土器がすべて非 ロ ク ロ 調整の土師器で 、 貯蔵穴状ピ ッ ト から頸部外面に段が巡

る甕A類が出土したこ と から、 古墳時代後期の住居 と みられる。 遺物から年代がわかるのは以上の8

軒で、 古墳時代後期の住居 と 奈良～平安時代初頭頃の住居がある。

古墳時代後期の住居 ： 平面形は方形を基調 と する。 規模は一辺約4-6mで、 床面積は20-40niほど

である。 方向は真北に対して16° 前後東に振れる。 3 軒 と も掘方埋土を床面 と し 、 主柱は 4 本である。

各住居と も周溝があり、 壁材痕跡も認められた。 カ マ ド は北辺または東辺にあり、 少 し ずれるものも

あるが、 概ね中央に付設されている。 燃焼部側壁は黄褐色粘土で構築され、 S I 47では補強材の据え

方 と みられるピ ッ ト も検出された。 支脚は S I 23で高杯の脚部、 S l 26で砂岩の切石が利用されてい

る。 貯蔵穴は各住居 と もカ マ ドの右側にある。 長軸105-llOcm、 短軸65-85cmの楕円形で、 深さも35

-40cmのものであり、 後述の奈良～平安時代初頭頃の住居のものに比べて大 き い。 以上のこ と から、

この時代の住居は細部では違いもあるが、 方向や床•主柱・周溝等の構造、 カ マ ドや貯蔵穴のあり方

等の特徴は同 じであり、 共通性が認められる。

奈良～平安時代初頭頃の住居 ： 平面形が方形を基調 と する住居 ( S I 21 · 24 · 25 · 27) と 長方形の

住居 ( S I 62) がある。 方形基調の住居の規模は一辺が5m前後の大きいものと 、 4m前後の小さいも

のがある。 床面積は前者が25-30面、 後者が15面前後で、 前代の住居より小さく、 方向はほぼ真北を

と る。 4 軒 と も掘方埋土を床面 と し 、 主柱は4本である。 各住居 と も周溝がほぼ全周し、 壁材痕跡も

認められた。 カ マ ド は北辺中央にあるものが多いが、 位罹が少 しずれるものもある。 また、 S I 25で

は東辺の南側に設けられている。 燃焼部側壁は黄 褐色粘土やにぶい黄色シ ル ト で構築され、 S I 27で

は砂岩の切石が補強材 と して据えられていた。 支脚は S I 25で土師器甕を倒位に置いている。 貯蔵穴
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はない住居もあり、 検出した住居でも カ マ ド右側に位置する場合と左側の場合とがある。 また、 左側

にある S I 24では甕を据えており、 貯蔵穴のあり方は一様ではない。 規模は長軸50-80cmである 。

長方形の住居 S I 62は南北5.3m 、 東西3.8mの南北に長い住居で、 方向はほぼ真北である。 床面積

は20rriで、 掘方埋土を床面とするが、 主柱や周溝はない。 北西隅には他の住居のものより大きい長軸

95cmの貯蔵穴がある 。 炭 ・焼土粒を多く含む シ ル ト で埋め戻されており、 埋土から油煙状の付着物の

ある 須恵器坪が出土している 。

この時代の住居は、 S I 62と他の住居で形状や構造に違いがある。 また、 S I 62以外の住居は共通

性もあるが、 規模の大小、 カ マ ドの位置や貯蔵穴のあり方は一様ではない。 共通点は方向がほぽ真北

ということで、 他は多様性を含んでいる 。 な お、 S I 62は工房の可能性もある 。 多賀城跡大畑地区の

鍛冶工房跡には平面形が長方形で、 主柱穴を持たないものもある（宮城県多賀城跡調査研究所1996) 。

そうした工房と S I 62は形状等が類似しており、 また、 貯蔵穴埋土に含まれる 多菰の炭・焼土粒や、

油煙状の付着物のある杯の出土からも、 工房が想定される 。 しかし、 S I 62の残存状況は悪く、 遺物

も少ないことから、 ここでは可能性をあげるに留めることにする。

時期不明の住居 ： 上記の各時代の住居は、 時代ごとに同 じ方向をとる傾向がある。 その点から所属

不明の住居のうち S I 22 · 28 · 95の時代も推測される 。 S I 28 · 95の方向は真北に対してll-14
° 東

に振れる ので古墳時代後期、 S I 22はほぼ真北なので奈良～平安時代の住居と考えられる。

C. 土器埋設遺構

調査区中央から南に分布する 。 長軸90cm前後、 短軸50cm前後の楕円形の据え方に、 土師器甕を横に

寝かせて埋めている。 甕は 1 つ 、 または合わせ口にした2つの甕を検出したが、 前者の場合は遺構自

体の残りが悪いことが多く、 もとは2つ埋設されていた可能性がある 。 方向は長軸が南北方向のもの

が6基、 東西のものが2基ある 。 その範囲は真北に対して西に36
° から、 真東に対して南に25

° であり、

真北に対して西に36
° から東に100 の範囲に集中する傾向がある （第50図） 。

年代：埋設された土師器甕はロ ク ロ 調整の長胴形のもので、 口径20-29cm、 器高24-45cmの大型品

である 。 口縁部が屈曲して外傾し、 端部が上方につまみだされた 9 世紀頃の特徴を持つものが主体を

しめる 。 また、 8 世紀後半- 9 世紀前半の特徴とされる タ タ キ調整はあまり認められ ない。 したがっ

て、 土器埋設遺構は 9 世紀後半を中心とした頃に営まれていたと考えられる 。

甕の様相（第24-27図） ： 外面に粘土が貼り付けられたものや ス ス が付着したものなど、 煮炊きに

使用した甕を転用したものがある 。 一方、 S X75の甕（第26図 2 ) のように使用痕跡がみられず、 器

形も通常の煮炊き具とは異な る ものもある 。 また、 組合せは同程度の大きさの甕を使う場合と、 大小

の甕を組み合わせる場合があるほか、 口径が l - 2 cm異 な る 甕を使う場合と、 小さい甕の口径と大き

い甕の頸部内径が同 じ程度の甕を使う場合がある 。 このように使われた甕は一律ではなく、 組合せ方

にも多様性がある 。 口縁部を合わせ閉 じ る ことのできる甕を適宜、 利用したとみられるが、 S X75の

ように煮炊き具とは異な る 形態のものは、 埋設用の特別な甕である可能性もある。

攪能 ： 合わせ口にした甕などの土器を横にして埋めた遺構は、 東北地方をはじめ、 東 日 本一帯に散

在しており、 甕棺墓とみられてい る（東日 本埋蔵文化財研究会1995、 海邊1999) 。 その場合、 土葬と



みる報告例が多い。 また、 被葬者を乳幼児 と する見方があり（沼山1981) 、 乳幼期ま たは少年期の歯

牙を検出した例もある（群馬県埋蔵文化財事業団1988)。 県内では築館町佐内屋敷遺跡、 高清水町手

取遺跡、 古川市名生館遺跡、 河南町須江関ノ 入遺跡、 仙台市安久東遺跡のほか、 多賀城周辺の山王・

高崎遺跡でも検出されている（森1983、 早坂・阿部1980、 天野1999、 中野•佐藤1990、 岩淵•田中

1976、 菅原•佐藤ほか1996、 多賀城市史編纂委員会1991)。 いずれも 9 · 10世紀のもので、 山王遺跡

以外では甕棺墓 と 位置づけている。 山王遺跡の例については後述するが、 広範な類例からみて、 本調

査例も甕棺墓 と 考えられる。 また、 遺構自体や周囲に火葬が想定される状況は認められなかっ た。 よ

って、 土葬 と みておきたい。 なお 、 こ の遺構の分布や方向、 年代は、 後述の土葬墓 と ほぼ共通する。

また、 この遺構と 土葬墓の規模を長さ と 幅に基づいてグ ラ フ 化した第49図によると 、 土器埋設遺構は

土葬墓の末端に位置づけられる。 それらの こ と は、 この遺構が乳幼児の墓であるこ とを示唆すると思

われる。

と こ ろ で、 佐内屋敷 ・ 手取• 名生館遺跡では、 甕棺墓が居住域から離れた地点で検出されるこ と が

指摘されている（森1983、 早坂• 阿部1980、 天野1999)。 その点は須江関 ノ 入•安久東遺跡も同 じ で

あり、 居住域から離れた場所でみつかっている。 多賀城下の本調査例や山王• 高崎遺跡の例を検討し

てみると 、 後述のよ う に甕棺墓が営まれた9世紀頃 、 城下の方格地割は広範囲に及ぶよ う になるが、

本調査区と 高崎遺跡は地割外にある。 地割外と は居住域外にあたるから、 本調査例 と 高崎遺跡の例は

県内の諸例 と 同 じである。 一方、 多数の例が確認された山王遺跡多賀前 ・ 八幡地区は地割内に属して

いる。 しかし、 すべて道路遺構、 特に道路交差点付近での検出であり、 道路で仕切られた敷地内すな

わち居住域からの出土はない。 したがって、 多賀城下でも居住域外に営ま れる特徴がある と いえる。

それはこ の遺構が墓であるこ と にやはり由来する と 思 われる。

なお、 山王遺跡多賀前地区では土器を横にして埋めた遺構（以下、 横形態 と 称す ） と 正位な ど他の

埋め方をした遺構を土器埋設遺構と して一括し、 多賀城下の例を集成して詳細に検討している。 検討

は方格地割に着 目して、 横形態を含む道路検出の土器埋設遺構と 、 区画内検出のもの と を分けて行い、

前者については結論を保留しつつも 、 道路建設時の盛土整地中からの検出例がある こ とから、 道路建

設時の祭祀 と い う 位置づけも想定する。

しかし、 こ の見方は横形態 と 他の形態 と い う 異なるものを一括して論じる点、 各地で甕棺墓 とされ

る横形態の類 例 と の機能上の検討を経ずに想定をする点などに問題がある。 ま た、 建設時の祭祀なら

東西大路など大路で こ そ最も重要と 思われるが、 実際は小路での検出が多 く 、 大路のものが少ないの

も疑問である。 大路の例も方格地割の西端での検出であり、 それはむしろこの遺構が居住域外に営ま

れる属性に帰結する可能性がある。 建設時の整地 と の関係は傾聴されるが、 と らえられたのは3例に

すぎない。 横形態のものを甕棺墓 と する例は広範に存在する。 平城京の道路や側溝の例では人に由来

する脂肪酸を検出した と する報告もある（臼杵1998)。 建設時の祭祀を想定する場合、 そ う した類例

と の比較検討は必須 と 思われる。 現段階では、 他の例と の形態的な類似や居住域 と の関係における共

通性から、 山王遺跡の横形態の土器埋設遺構も甕棺墓 と みるのが妥当 と 思われる。 道路での埋葬行為

自体は文献上でも 「 日 本霊異記」 上巻に “寺の悪しき 奴を埋め立てし衝（ちまた）＂ が確認でき 、 平
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城京の例や山王遺跡八幡地区の平安時代の墓跡（佐藤• 佐藤1997) など実例もある。 横形態の土器埋

設遺構と道路の関係は、 今後、 道路上での埋葬行為という点からの検討を要すと思われる。

D .  土葬墓

A · B 区中央から南で93基検出した。 木棺の存在を確認したA群が21基、 確認しなかっ たB群が72

基ある。 ただし、 木棺の残存状況の悪さや確認の困難さをふ ま えると、 B 群が木棺墓ではない と は断

言できない。 その意味で、 B 群の埋葬方法は不明確であり、 ア ） 木棺墓、 イ ）一部に木棺墓を含む土

葬墓、 ウ ） 木棺墓以外の土葬墓、 の3通りの見方がで き る。 その点については土葬墓の特徴を検討し

ながらA · B 群の比較も行い、 最終的に考えるこ とにする。

①形状 • 分布等の特徴

平面形と規模 ： 第29 · 30囮(38· 41·42頁）ではA群のうち 16基を図示した。 掘方の平面形は隅丸長方

形が主体で、 他に長楕円形があるが、 中間的な形もみられる。 B 群については第31図(43頁）で隅丸長

方形 （大 ・ 小）、 長楕円形といった平面形が典型的に異なる 3 基を図示したが、 他も（第28図 ： 35·36 

頁） 含めてみると中間的な形がやはり存在する。 A · B 群ともに土葬墓は主体をしめる隅丸長方形を

長さ
(cm) 

ヽ • I I , ．． ． ．  
． 
． ．
 ． ．

 
．

 
100 

B群

土器埋設遺構

100 

•- A群

基調とした形状と大き くみるのが無

難と思われる。 よって、 形状の細分

はしないこ と にする。

規模は長さ82-254cm、 幅30-164

cmであり、 A · B群別ではA群が長

さ152-254cm、 幅58-164cm、 B 群

が長さ82-244cm、 幅30-lOOcmであ

る。 土葬墓と土器埋設遺構の規模を

長さと幅に基づいてグ ラ フ 化すると

第49図のようになる。 全体的に切れ

目 な く 度数が広がり、 集中性は見出

しがたいが、 A · B 群、 土器埋設遺

構別では多少の特徴がある。 ま ず 、

B 群が広範囲に分布するのに対し、

A群の範囲は比較的狭い。 A群は長

さ ・幅ともに大 き い 土葬墓にみられ

る傾向がある。 次に、 広がる度数の

なかで土器埋設遺構は末端に位置し

ている。 それはその遺構を乳幼児の

甕棺墓とみるうえで示唆的である。

(cm) ま た、 それをふ ま えて切れ目 ない度
• - a群 ...—土器埋拉遺構

数の広がりをみると、 土葬墓が年齢
第49図 土葬墓 • 土器埋設遺構の規模
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 第50図 土葬墓 • 土器埋設遺構の方向

差や身体の大きさに基づいて造 られたことも想定される。

ところで、 以上のよう な形状・規模の土葬墓は古川市新谷地北遺跡や仙台市原遺跡、 福島県兎喰遺

跡、 秋田県湯 ノ 沢 F 遺跡、 青森県殿見遺跡などに類例がある（木皿・早川1992、 平間1998、 主浜1999、

紺野・山内 1986、 石郷岡1984、 石郷岡• 西谷ほか1986、 宇部1993…以下、 これ ら の 文献の編著者名は

省略する）。 この う ち新谷地北・兎喰遺跡では規模の平均値が求められており、 新谷地北遺跡が長さ

170cm、 幅63cm、 兎喰遺跡が長さ198cm、 幅87cmと算出されている。 本遺跡の平均値は長さ183cm、 幅

65cmであり、 同じ程度の規模といえる。

分布と方向 ： 土葬墓はA · B区中央から 南に分布する。 その う ち A群は B区南西部のみに分布し、

B 群も B区南西部に集中する傾向がある。 A · B 群とで分布に違いはあるが、 B区南西部への集中は

同じである。 したがって、 むしろ土葬墓全体がB 区南西部に集中するのであり、 特にA群はそこに限

られるという 見方が妥当と思われる。 B 区南西部は調査区内で標高が最も低い場所であり、 土葬墓は

低地に向かう ほど濃密に分布する傾向がある。 A群をそこで検出したのも、 低地で水位が高いために

棺材が残りやすいことによる可能性がある。

第50國は土葬墓と土器埋設遺構の方向を グ ラ フ 化したものである。 土葬墓はA · B群別に グ ラ フ 化

した。 A群はすべて南北方向で、 その範囲はN -42
°

- Wか ら N - 18
°

- E である。 B 群には東西方

向もあるが、 主体は南北方向がしめる。 範囲は N - 41
°

- Wか ら E - 39
°

- S に広がるが、 N -

41
°

- wか ら N -23
°

- Eに集中しており、 それはA群の範囲とほぼ重なる。 したがって、 分布と同

様にA · B 群の違いを強調するよりは、 土葬墓全体が南北を基調として営ま れているのであり、 A群

でそれが固定的とい う 見方が妥 当 と 考 え ら れる。 土葬墓の営造には南北方向が意識されていた可能性

が強い。 ただ、 B区南西部の分布をみると（第28図 ： 35·36頁）、 真北に対して西に振れるものは西側

に、 東に振れるものは東側に多い傾向があり、 それは地形が南西に張り出す微高地であるこ と と付合

する。 よって、 南北方向を意識しつつ 、 同時に地形的な規制も多少は受けていたと考え ら れる。

堆積土 ： A群は下から 掘方埋土、 棺上部崩落以前の棺内流入土、 棺上部埋土の崩落土、 棺上部崩落

後の自然堆積土に、 B 群は下から 人為的な埋土、 自然堆積土に大別される。 A · B群の違いは、 木棺

を認識したか否かによるものである。 埋葬時における埋土自体はどちら も袋周辺の地山プ ロ ッ ク を多
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く 含む土であり、 上部の自然堆積層の特徴もA · B 群とに差異はな い。 なお、 A · B 群ともに認め ら

れることがある灰 白色火山灰の再堆積は比較的多量であり、 火山灰が降下した10世紀前葉に近い頃に

堆積したと考えられる。

②副葬品 と年代

副葬品 ： 出土したのは12基と少ない。 副葬品は土器であり、 9 基で土師器ま たは須恵器の坪が各l

点、 3基で須恵器壺 • 広口壺、 土師器杯 ・甕が各々 1 ・ 2 点副葬されていた。 出土位置は中央部の少

し南側が多いが、 北側や北端部のものもある。 A群について木棺との位置関係をみると、 棺内中央や

や南側の底面のものが2基、 棺外北端の埋土と棺外（上部）中央の埋土直上のものが各1基ある。 ま た、

土器の置き方は正位のものが多いが、 倒位のものもある。 したがって、 土器の副葬の仕方は中央付近

に正位で置く 傾向はあるが、 必ずしも一律とはいえない。

と こ ろ で、 12基のうち4基はA群、 8基はB 群の土葬墓である。 総数ではB 群が多いが、 副葬品のあ

る割合を群別に求めると、 A群が21基中 4 基で19%、 B 群が72基中 8 基で11%であり、 A群の出土率

が高く、 B 群はその半分程度でしかない。 副葬品の種類もA群が須恵器3点、 土師器 l 点、 B群が須

恵器 2 点 、 土師器 9 点で、 A群の須恵器主体に対してB 群は土師器を主体とする。 このようにA · B

群には違いがあり、 木棺墓であるA群の副葬品は最・質の点でB 群を上回る。

年代：副葬品や重複関係が乏しく、 土葬墓個別の年代特定は難しい。 副葬品や特徴的な堆積土、 重

複関係の整理を通し、 総体的に把握することにする。 副葬品のうち 土師器杯は前項「遺物について」

でみたD類で、 9 世紀後半-10世紀前葉頃の3群土器にみ られるものである。 須恵器杯はm類であり、

3 群土器の類例としてあげた山王遺跡多賀前地区3 · 4 群土器に多く認め ら れる こ とか ら 同 じ頃のも

のと考えられる。 須恵器壺•広口壺は福島県会津大戸窯産で、 生産年代は壺 が 9 世紀中葉頃、 広口壺

が9世紀後葉頃である。 なお、 A · B 群の副葬品に年代的な差は特に見出せな い。

堆積土については上層に灰 白色火山灰が再堆積するものが10基ある。 比較的多最な堆積で、 10世紀

前葉に近い頃に堆積したとみられることから 、 この10基はそれ以前のものといえる。 重複関係につい

ては、 土葬墓同士で4例( S K 186→ S K 187、 S K201→ S Kl92、 S K 213→ S K214、 S K229→ S K  

228) の厘複があり、 土葬墓の営造には多少の時間差が考えられる。 一方、 年代のわかる他の遺構と

の重複をみると、 7 · 8 世紀の竪穴住居跡と 4 基、 8 世紀頃の B 群小溝と 2 基、 9 世紀頃の S D

136 · 137と 2 基が重複しており、 いずれも重複遺構より新 し い。 ま た、 10世紀前葉頃の S D43 · 49、

C群小溝とは 9 基が重複しており、 すべて古いといった関係がある。

以上の整理をふま えて検討する。 副葬品の土器の上限年代は 9 世紀中葉頃である。 直前の 9 世紀前

葉頃のものはな く 、 出土した破片資料にもほとんどみられない。 9 世紀以前の遺構との重複関係もふ

ま えると、 土葬墓の年代が 9 世紀前葉ま で遡る可能性は薄い。 一方、 副葬品の下限年代は10世紀前葉

頃である。 その頃の灰 白色火山灰 との関係や、 他の遺構との重複関係もふ ま えると、 土葬墓の年代は

10世紀中葉 ま では下 ら ないとみられる。

さ らに検討を進めると、 副葬品の主体をしめる土師器・須恵器杯は 9 世紀後半から10世紀前葉頃の

年代幅をもつものであり、 その類例は山王遺跡多賀前地区 3 · 4 群土器に求められる。 そこで注意さ



れる のは多賀前地区 4 群土器には赤焼土器坪も多く 存在する のに対し、 副葬品にはそれがないことで

ある 。 赤焼土器杯が副葬に使われなかった可能性もあるが、 破片資料にもほとんどみられない。 土葬

墓周辺には10世紀前葉頃の S D49 · 235な ど赤焼土器を含む遺構があり、 同じ頃に土葬墓も営まれて

いれば、 遺物には赤焼土器も混入す ると考えられる 。 よって、 副葬に使われなかった可能性よりは、

赤焼土器が増加する10世紀前葉頃より前に土葬墓は多く 営まれており、 副葬品の土師器 ・ 須恵器杯も

9 世紀後半を中心とす る頃のものとみておきたい。 こうした見方は、 他の副葬品の年代や、 灰 白色火

山灰との関係、 10世紀前葉頃の遺構との重複とも付合する 。 したがって、 土葬墓は 9 世紀中葉頃-10

世紀前葉頃でも、 9 世紀後半を中心とする頃に営まれたと考えられる。

③木棺墓の構造とB 群の埋葬方法

木棺墓の構造 ： 残存が悪いが、 木棺はすべて平面形が長方形を基調としており、 厚さ2-5cmの板を

組み合わせた箱形の木棺とみられる 。 規模は長さ124-196cm、 幅40-88cmで、 平均値は長さ166cm 、

幅51cmである。 比較的残りのよい S K l75木棺（第29図 ： 38頁） を中心に構造をみる ことにする 。

S K l75木棺は側板と木口板、 底板からなる 。 蓋板の存否は不明である 。 また、 棺下には横木と縦

木、 棺東脇には側板の押さえ板がある 。 側板と木口板は平面的に 「 日 」状に組まれ、 接合部に加工は

特に認められない。 釘等の接合具も出土していないので、 木口板は側板の間に挟み込まれただけとみ

られる 。 底板は幅15cm程の板が長軸方向に2枚並んでいるのを一部確認しており、 複数の板を長軸方

向に並べて棺底と したとみられる 。 木口板と側板の関係、 底板の状況、 接合具の出土がないことは、

この木棺の大きな特徴である 。

こうした木棺は山形県南方遺跡（東根市史編纂委員会1989) 、 青森県殿見遺跡に類例がある。 南方遺

跡の木棺は保存がよ く 、 「 廿 」 状に組まれた側板と木口板が明瞭に確認できる 。 底板は側板下端に通

した桟木の上に、 複数の板を長軸方向に敷き並べている 。 こうした構造からこの木棺は組合式箱形木

棺と称されている 。 殿見遺跡の木棺も木口板が側板の間に挟まれており、 釘は使われていない。 底板

は一枚板だが、 側板は掘方底面の長辺部分を溝状にさらに掘込み、 そこに複数の板を立て並べている。

側板と木口板の関係や側板の状況から、 殿見遺跡の木棺は埋葬地で組み立てられたとみられる。

釘等を用いずに「 廿 」状に側板と木口板を組んだ木棺という点で、 S K l75木棺は南方・ 殿見遺跡

の木棺と類似する 。 なかでも殿見遺跡の木棺が埋葬地での組立式であ る ことは注意される 。 S K l75 

木棺の側板は腐食のため枚数は不明であり、 掘方底面の溝状の掘り込みもない。 しか し 、 側板も木口

板も棺底面より下から立ち上がっており、 掘方埋土中につき立てられていた可能性が高い。 また、 S

K l75ではないが、 S K l62木棺には掘方底面に溝状の掘込みがある 。 よって、 S K l75木棺及び S K

162木棺は、 殿見遺跡の木棺と同じく埋葬地で組み立てられたと考えられる 。

ところで、 木棺下の木材についてみる と、 S K 175木棺の横木は棺底面に必ずしも接していない。

縦木も細いものが3本あるにすぎない。 よって、 それらは底板を乗せ る桟木ではない。 横木は棺の外

側に延びており、 縦木は掘方底面の深い北半にある。 埋葬地での組立式の木棺とみられる ことや、 他

の木棺墓の棺下材には井桁状や三角形状に置いたものがある ことから推して、 棺下材は組立式の木棺

全体の平衡をとるためのものと考えられる 。 底板はこうした支持材を入れながら一度平らに埋 め 戻 し
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r,o 遺構 檜類 残存 法量（長 x 幅 X Jr/. : 皿） 樹檀 E錢 写其OO日 備考 No 遺構 種類
I SK170 底板 一部 ooox 34゜X I モ ミ 属 *' 19 SKI糾 柑下横木 l
2 SK175 南木口板 一部 230x40x 12 コナラ節 *2 21 - 5 20 SKI糾 棺下横木4
3 SK175 東鋼板 一部 4J4X S4X IQ ク リ *3 21 - 5 21 SK!85 棺下材 I
4 SK!75 西鯛板 一部 J65X70X8 ク リ 木4 21 - 5 22 SK185 棺下材2
5 SK175 北木口板 ー邸 407X70X J5 コナラ節 木5 21- 5 23 SKJ87 棺下縦＊
6 SKJ7S 底板l 一郎 (50()XJ40X I) 木6 小片化 24 SK187 棺下憤木 I
7 SKJ75 底板2 一祁 (34QX J40X J) モ ミ 属 木7 小片化 25 SK187 棺,.. 横*2
8 SK175 東脇押え板 一屈 1080X60X35 モ ミ 属 木 21- 4 26 SK188 棺下材
9 SK175 棺下横:+; 1 完存 S50x 径⑫ モ ミ 属 木9 21- 4 27 SK190 材 l
10 SK175 棺下横*2 一部 37QX63X (5 モ ミ 属 木JO 21 - 4 28 SK190 材 2
J J  SKJ75 棺下横木3 完存 545X径57 モ ミ 属 木II 21- 4 29 SKl90 材 3
12 SKl75 棺下横木4 一部 (370 X 45 X JS) モ ミ 属 *12 ,Jヽ片化 30 SKJ90 材 4
13 SKt75 棺下横木5 完存 585X径S4 モ ミ 属 *'3 21 - 4 31 SK210 棺下横木1
14 SKl75 棺下縦木l 一部 150X 18X 5 モ ミ 属 *14 32 SK210 棺下憤*2
15 SKJ75 棺下縦木2 一部 (730 X J8 X 18) モ ミ 属 *•s ,, ヽ片化 33 SK214 棺下横木I
16 SKJ75 棺下縦木3 一部 (12()XJ8X3) モ ミ 属 *16 小片化 34 SK214 棺下損木2
17 SKJ84 洒鯖板 一部 j78X64 X 12 モ ミ 属 *'7 21 - 6 お SK2M 棺下檎木3
18 SKI訊 南木口板 一部 70X30X I ]  モ ミ 属 *'8 21 - 6 

表 1 棺材等一覧表

た土の上に並べ られたと考えられる。

残存 法量（長 X 幅 x f't : mm) 樹
檀

登鈷 巧真図月 偏考
一部 455X径28-42 プナ *19 21 - 6 
一部 ]50X25X 12 モ ミ 属 *20 21 - 6 
一部 じ加XJ30XJ) *21 小）ヤ化
一 郎 切X35X6 モ ミ 属 *22 
111戌存 1330><60><25 スギ *23 22- I 
11ば兒存 nox 径お-34 ク リ *24 22- I 
ほIll,;存 岱ox径25-50 ク リ *25 ”ー I
Uば完存 430 X 径 I Iー15 ク リ 木26
完存 4SOX径鉛 モ ミ 属 *28 21- 7 
完存 465X 径45 モミ 属 木29 21 - 7 
完存 390x 径28 モ ミ 属 心 21- 7 
完存 342x径40 モ ミ 属 *31 21 - 7 
一郎 Iおx22x 12 ク リ 木32
(ii衣存 452X径30 ク リ *33 
完存 900>< 径60 ク リ *34 22- 2 33ー35
完存 }050X径55 稔 22- 2 は一＊
完存 蜘X 径68 ;f.;36 22- 2 

以上のよう な構造か ら S Kl75は、 ①隅丸長方形の墓城を掘り、 ②棺の平衡を保つための横木や縦

木を入れながら棺の底面近く ま で 平 ら に埋め戻し、 ③複数の板を長軸方向に並べて底板 と し 、 ④側板

と木口板を、 側板の間に木口板を挟んで立てて周囲を埋め戻 し 、 ⑤遺体を納め、 ⑥（蓋を被せて）土

をかける、 と い っ た行程で造 られた と 推定される。 同 じ構造 と み られるものには、 棺材の南西隅部と

棺下の横木を検出した S Kl84、 長軸方向に底板が並ぶS Kl70、 掘方底面に溝状の掘込みをもつ S K

162がある。 S K l84では蓋板の痕跡も検出した。 その他の木棺墓の構造は不明だが、 釘等の出土がな

いこ と や、 棺下材やその痕跡を多く 検出したこ と か ら 、 同じ構造の可能性が高 い と 思われる。

なお、 木棺の樹種については表 1 に示した結果を得ている（註 3 )。 S K I75の側板はク リ 、 木口板

は コ ナ ラ 節、 S K l84は側板、 木口板と もモ ミ 属が使われており、 棺下材にはモ ミ 属 と ク リ が多用さ

れている。 モ ミ 属 と ク リが多い点については、 木棺には針葉樹を使 う こ と が多く 、 モ ミ 属 と ク リが遺

跡周辺に多く 生育していたことに起因する と い う 教示を得た。 特別な材は使われず、 周辺に多く 生育

する木が適宜、 利用されている。

S K 175木棺を中心に木棺墓の構造等をみて き た。 木棺は釘等の接合具を用いずに板を組み合わせ

たもので、 埋葬地での組立式 と み られる。 また、 棺材に特別な材は使われず、 周辺に多く 生育する木

が利用されているこ と か ら 、 検出した木棺は簡便な構造・材質の木棺 と いえる。

B 群の埋葬方法 ： 土葬墓の項の冒頭で述べたよ う に、 B群にはア）木棺墓、 イ ）一部に木棺墓を含む

土葬墓、 ウ ） 木棺墓以外の土葬墓、 の3通りの見方がある。 まず、 この点を検討する。 表2はこれ ま で

見てき た土葬墓の特徴をA · B 群別に ま と めたものである。 平面形や堆積土、 年代に差異はない。 分

布 と 方向は異なるよ う にみえるが、 各項目で既述 したよう にA·B群の本質的な違いではない。 違い

があるのは規模 と 副 葬品である。 規模については第49回に示したよ う に、 A群の範囲が比較的狭く 、

A群は土葬墓のなかでも大 き いものに認め られる。 一方、 B群の範囲は広く 、 また分布や方向のよう

にA群の範囲に集中するこ とがない。 副葬品についてはA群が出土率が高く 、 須恵器を主体と するの

に対し 、 B 群の出土率はその半分程度で土師器が主体である。

このよ う にA · B 群 と には種々の特徴において共通性があるものの、 規模と 副葬品の点では明 ら か



平面形
.. . 

規撲 (cm) 分 布
A群 隅丸長方形 長さ ： 152-254 B区市西邪

を基買とする 帽 ： 58-164 
B群 隕丸k方形 長さ ： 82-244 A · B区中央～南

を基躙とする 幅 ： 30-100 B区1f1西棉に集中 ;;;� ;�;;;; ;�, 集中I:;;:。:Igf�:::l;tt
表2 土葬墓の特徴

年 代
9世紀後半を

中心とする頃
9世紀後半を

中心とする頃

な違いがある。 したがって、 先に示した見方のうちB 群も木棺墓 と いうア）の見方はできない。 一 方、

B群が木棺墓以外の土葬墓 と いう ウ ）も、 種 々 の共通性の存在や木棺確認の困難さなどか ら選択でき

ない。 確認の困難さ と いう意味では、 例えば土師器を副葬品の主体 と するB 群において S K 192のよ

うに大戸窯産の須恵器壺が副葬されていたものがあり、 ま た、 B群の S K188 · 190 · 212ではA群の

棺下材 と 同様の木材が検出されている。 これ らのB群では木棺は確認していないが、 副葬品や検出し

た木材の特徴はA群に通じるものであり、 それら が木棺墓であった可能性は否定できない。 以上のこ

と か ら 、 B群はイ ） の一部に木棺墓を含む土葬墓と みておきたい。

なお、 B 群中の木棺墓の可能性を追求する と 、 上記の S K 188 · 190 · 192 · 212が可能性が高い。 他

の B群についての追求は難しいが、 あえて追求すれば、 木棺墓 (A群）には規模が大きい、 方向が南

北方向 と いう特徴があるこ と か ら 、 その要件を満たす、 ま たは要件に近いものほど木棺墓の可能性が

高 い と 思われる。 逆に要件か らはずれるものほど可能性は低 く なる と いえよう。

次に、 9 世紀頃における木棺以外の土葬の方法を、 他の遺跡の例か ら 検討することにする。 ま ず、

古川市新谷地北遺跡や福島県兎喰遺跡のように単に土をかけた土城慕がある。 両遺跡の土城墓の平面

形は隅丸長方形や長楕円形で、 規模の平均値は新谷地北遺跡が長さ170cm、 幅63cm、 兎喰遺跡が長さ

198cm、 幅87cmである。 一方、 本調査区に隣接する山王遺跡八幡地区では、 編物にく るんで埋葬した

平安時代の墓跡2基が検出されている（佐藤• 佐藤ほか1997) 。 長さ200cm、 幅40-90cmの長方形の袋

跡で、 そのうちの1基では赤焼土器杯のほか、 B 群 と 同様の土師器杯が副葬されている。 これらの例

と B 群 と では、 平面形や規模が類似している。 したがって、 木棺以外の B 群にはこうした方法が と ら

れていたと 思われる。 B 群で編物は検出していないが、 木棺の残存の悪さや八幡地区が隣接地である

こ と を考慮すると 、 その可能性も十分考え ら れる。

埋葬姿勢 ： 具体的に検討可能なのは、 人の歯牙を検出したA群の S K 170 · 195程度である。 S K

195では木棺内の北端部で1人分の上下の歯牙を正位の状態で検出した。 木棺の規模（長さ176cm以上、

幅52cm) と 合わせみて、 北を頭位 と した仰向伸展葬と考え られる。 S K 170では北半部で2片の歯牙を

検出しており、 北を頭位 と した と 推定される。 その他については、 隅丸長方形を基調 と した平面形か

ら伸展葬が主体と 思われるが、 検討材科が少な く 、 詳細は不明である。

E. 溝跡

62条あるが、 規模や方向は様々 で、 遺物も一部を除いて少ない。 遺物や重複関係から年代がある程

度判明するのは以下のものである。

[ S D40】 2群の土器の主体をしめる須恵器杯 II 類が出土したが、 3群以降の土器は出土していない。

よって、 8 世紀後葉から 9 世紀前半に埋没した と み ら れ、 主に 8 世紀代に機能してい た と 考えられる。

【 S D43) 3群の土器のうち10世紀前葉頃の土器が出土したこ と か ら 、 その頃に機能していた と 考 え ら
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れる 。

【 S D49】 前述の S D43より古いが、 堆積土上層に灰 白色火山灰 を含み、 赤焼土器も出土している 。

したがって、 10世紀前葉頃に埋没 したと 思われる 。

【 S D55】 頸部外面に段の巡る 土師器甕 ． 甑、 口縁部外面に回転ハ ケ メ と 櫛歯状波状文が施された須

恵器が出土している 。 また、 重複する すべての溝跡や土葬墓より古 く 、 2群以降の土器も出土してい

ないこ と か ら 古墳時代後期の溝 と 考え られる。

【 S D 134] 赤焼土器が出土している。 また、 前述の S D43に沿って、 その9-lOm東側を延び る こ と

か ら 、 S D43 と同じ10世紀前葉頃のものと 思われる。

【 S D 136 · 137 · 138] S D 136は10世紀前葉頃に埋没した S D49より古く 、 8 世紀後葉から 9 世紀前

半に埋没した S D40 と 同 じ頃の B 群小溝状遺構より新しい。 また、 S D137 · 138は S D40 · 49を含め

て、 S D40→ 138→ 137→ 49の重複関係がある 。 よ っ て、 S D 136 · 137 · 138は 9 世紀頃のもの と 思わ

れる 。

[ S D235】 前項 「遺物について」 でみたように、 出土遺物は後述の S D236出土土器 ( 9 世紀後半頃）

と前述の S D43出土土器 (10世紀前葉頃） と の間の様相を呈している 。 また、 堆積土上層には灰 白色

火山灰層が認め られる 。 したがって、 10世紀前葉頃に埋没 した溝 と 考え ら れる 。

【 S D236] 3群の土器のうち 9 世紀後半頃の土器が出土 したこ と か ら、 その頃 と 考え られる。

攪能 ： S D40は東側の微高地上を逆「コ」 字状に巡る溝で、 東西33m以上、 南北55m以上の範囲を

囲んでいる 。 溝幅もl.0-2.3m と 広い。 堆積土は自然流入土で、 3群の土器が含まれないこと か ら 、 遅

く と も 9 世紀前半には埋没 し き っており、 主に8世紀に機能していた と み られる 。 その頃の「 コ 」 字

の内側には住居群が営まれている こ と か ら 、 S D40はそれを囲む溝 と考えられる。

S D43は、 S D40より広い東西65m以上、 南北115m以上の範囲を巡る 10世紀前葉頃の溝である 。

S D40と 異なり、 微高地外側の低い場所を地形に沿っ て楕円形状に巡っている 。 また、 この溝から S

D 180 · 286 · 305 · 313が外側に分岐 し 、 S Dl80は分岐後まもな く 幅が広がり、 底も浅 く な って消滅

す る 。 よ っ て、 S D43は微高地周囲に掘られた排水路 と 考え られる 。 なお、 S D43西辺の9-lOm東

側では、 S D l34が同じ方向に沿っ て延びており、 微高地内を細分す る 溝 と み られる。

F .  土塘

57基あるが、 形状や規模は様 々 で遺物も少ない。 遺物か ら 年代が判明する のは以下の土城である。

[ S K5] 埋土から 土師器杯D類 と 大戸窯のM H - 19窯式期の長頸瓶が出土 している 。 赤焼土器はない

こ と か ら 、 9 世紀中葉～後葉頃 と 思われる 。

[ S K30 '. 33】 前項 「遺物について」 で述べた1群の土器が出土しており、 古墳時代後期 と 考え られる 。

[ S K31] 破片資料が多いが、 土師器のみが出土した。 杯 ・ 甕 ． 甑があり、 杯はA類、 甕 ． 甑は頸部

外面に段が巡る ものである。 その様相は1群の土器 と 同じであ る こ と か ら 古墳時代後期 と み られる。

[ S  K34】 前述の S K33より古いこ と か ら 古墳時代後期 と 考え られる 。

G. 小溝状遺構

通常、 畑の痕跡 とされる ものである 。 検出 した多数の小溝は、 南北に延びる A 群、 東西に延びる B



群、 北西から南東に延びるC群、 北東から 南西に延びるD群に大別される（第43図 ： 61· 62頁）。 各群

とも同 じ群の小溝同士で 2 - 4 回の重複があることから 、 それぞれにある程度の期間、 継続的に畑が

営まれていたとみ られる。 年代は次のように考え ら れる。

【A群】 古墳時代後期の S D55より古いものもあるが、 本調査では古墳時代後期以前の遺構はみつか

っ ていない。 また、 古墳時代後期 の S I 23 · 2 6 · 47と方向が揃うものもある。 最低2回は営まれたこ

とを考慮すれば、 年代は古墳時代後期と思われる。

【 B 群J 8世紀代の S D40の西辺から西に広がっている。 方向も S D40の西辺とほぼ直交しており、

S D40と強い関係が認め られる。 したがって、 年代も同じ8世紀頃と考え られる。

【 C 群 ］ 重複するすべての住居跡 、 及び8世紀代の S D40より新しい。 一 方、 10世紀前葉頃の S D43 

とは重複せず、 C 群の分布はむしろ S D 43に囲まれた範囲内に収まる。 よって、 年代はS D43と同じ

頃であるが、 2-4回の重複を考慮 して10世紀前葉を中心とした頃とみておきたい。

【 D群] C 群、 及び10世紀前葉頃のS D43より新しく 、 それ以降とみ られる。

3 .  各時代の様相と特徴

①古墳時代後期( 7 世紀）

竪穴住居跡が 5 軒( S I 23 · 26 · 28· 47 · 95)、 溝跡l条 ( S D55)、 土城4基 ( S K 30 · 31 · 33 · 34) 

のほか、 畑跡(A群小溝） があり、 調査区東側の微高地に集落が営まれている。 この時代、 砂押川南

側の 自 然堤防上（山王遺跡八幡地区） には一 定地域の基幹となる大規模な集落が営まれていた（後

藤・ 村田ほか2001) が、 北側の丘陵麓にも集落があることが判明した。

遺構の配置や方向をみると、 南西に張り出した微高地の最も高い部分に住居群があり、 その南東の

低い場所を溝が北東か ら 南西に延びる。 住居と溝の方向は真北に対して13-31° 東に振れる。 畑は住

居群の西～南側に地形に沿って回り込むように存在する。 土堀は住居群の側にあるのはS K30のみで、

他は北西の最も離れた場所にある。 こうした配置・方向は、 南西に張り出した自然地形に沿うもので

ある。 また、 遺構の東西の範囲は約30mと狭 く 、 S I 47 · 28より南側は畑となっていることからみる

と、 検出したのは集落の末端部分と思われる。

本集落の遺構には S I 26→ S K30、 S K34→ S K33という重複があり、 畑も2回以上営まれている

ことから 、 本集落はある程度の期間存続しており、 その中で畑の作り替えなどの変遷があったとみら

れる。 また、 住居は形状や構造等の点で同じ特徴をもち、 統一性がある。 したがって、 変遷過程で集

落の居住者や性格にはあまり変化がなかったと思われる。

ところで、 大集落がある山王遺跡八幡地区の遺物には、 東北北部系統の土師器が含まれており、 同

地域との人的交流を含む関わりを示す遺物として注 目 されている（後藤 ・村田ほか2001) 。 そうした

土師器には口縁端部が屈曲して直立気味となる杯、 底部内面が丸い甕 、 口縁端部を四角 に仕上げた

甕 ． 甑などがあるが、 本集落でも S 1 47、 S D55、 S K30 · 31 · 33 · 34で在地の土師器とともに出土

している。 また、 S I 26 · 47、 S K30では黒曜石製石器も出土しており、 これら の遺物は直接か、 間

接かは不明であるが、 本集落が東北北部地域と関わりを持っていたことを示すと考えられる。
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②奈良時代中葉～平安時代初頭頃( 8 世紀中 ・ 後葉）

竪穴住居跡が 6 軒(S I 21·22·24·25·27·62)、 溝跡 1 条 (S D40) のほか、 畑跡(B群小溝）

があり 、 前代同様、 微高地に集落が営まれている。

遺構の配置は微高地上に住居群があり 、 それを逆「コ」 字状にSD 4 0が囲む。 SD 40西辺の外側に

は畑が広がる。 方向は 、 住居とSD 4 0西辺がほぼ真北、 畑がほぽ真東、 SD 40南 ・ 北辺は東に対して

それぞれ南 · 北に振れる。 重複についてはS I 22→ S I  21の 新旧がある。 また、 遺物からS I 24·27 

が 8 世紀中葉頃、 S I 21 · 25·62が 8 世紀後葉頃とみられる。 畑も2回以上営まれており 、 この時代

の集落でも住居や畑の作り 替えといった変遷がある。 一方、 住居の形状や構造、 規模は一様ではなく 、

S I 62のように工房の可能性が推測されるものもある。

逆「コ 」字状の溝 を区画として内側に居住域、 外側に耕作域という配置は 、 前代の集落とは異なる

特徴である。 また、 微高地上が居住域、 低地が耕作域という使い分けは地形をある程 度反映している

が、 各遺構の方向は南西に張り 出す地形とは合わず、 他の規制があると考えられる。 その点について

は神亀元年 (724)頃に本調査区の東側の丘陵に多賀城が造営されたことと関係すると思われる。 本

調査区 は多賀城跡外郭西門の約150m南西にあり 、 西門近 く に位置する。 また、 多賀城の政庁中軸線

及び外郭西辺の方向は概ね真北であり 、 この時代の集落の遺構の方向と 同 じ か、 直交している。 S D

40南辺の方向 ( E - 9° -S)も、 多賀城外郭南辺の方向( E - 7.5° - S )に近いことから、 その規

制 を 強 く 受けているとみられる。 以上のことから、 この時代の集落は前代の集落の延長とはみなしが

たい。 前項の「遺物について」 でもふれたが、 出土土器も1群： 7世紀、 2群： 8 世紀中・後葉でまと

まりがあり 、 1群-2群の連続性は薄い。 本集落は 、 前代の集落の廃絶後に多賀城が造営され、 その影

響下で奈良時代中葉頃に成立した集落と考えられる。

なお、 この時代における多賀城の城下では南北・東西大路は構築されているが、 方格地割は形成さ

れていない。 城下の様子もあまり 明らかではないが、 自然堤防上の山王遺跡八幡地区やそれに連なる

本遺跡市川館前地区で集落が検出されている。 集落のある場所は古墳時代にも集落が営まれた微高地

上であ り 、 本調査区の場合も 同 じ である。 また、 本調査区は外郭西門の近 く にあり 、 多賀城との利便

性も よ い。 そうした立地上に集落が営まれたことは、 方格地割施行前の城下の様子や、 地割施行後も

含 めた城下の発展過程を検討するうえで注意を要すると思われる。

③平安時代 (9-10世紀前半）

9 世紀代に掘立柱建物跡l棟(SB135)、 溝跡3条(S D 136·137 · 138)、 9 世紀後半を 中心とした

頃に土器埋設遺構8基、 土葬墓93基、 溝跡1条(S D 236)、 土城1基 (S K5)、 10世紀前葉を中心とし

た頃に溝跡4条 (SD43·49·134·235)と畑跡( C 群小溝） がある。 S Bl35以外は、 居住に利用さ

れるよ うな施設がない。 9 世紀後半を 中心とした頃には調査区中央から南に土器埋設遺構と土葬墓が

造られ、 10世紀前葉頃に は中央部に畑が営まれている。 土器埋設遺構と土葬墓は合わせて100基 を越

えるまとまったもので、 同 じ頃の可能性がある遺構には溝と土城、 畑などがある程度にすぎない。 ま

た、 土葬墓には重複があることから、 それぞれ時間差をおいて造られており 、 9 世紀後半頃のこの場

所は継続的に墓が営まれる墓域となっていた。



このよ う に平安時代は居住域を中心 と した前代 ま で と は異なり、 墓域や生産域 と なっ ている。 その

変化は9 世紀以降、 多賀城の城下に方格地割が形成され、 その内部が人々 の生活等の中 心 と な っ た こ

と が背景に考えられる。 地割内では、 東西大路沿いの区画に上級役人の邸宅があり、 それより離れた

区画に中 ・ 下級役人や庶民の住 ま いな どがあっ た と みられている（菅原•佐藤ほか1996) 。 それに対

して 、 後述するよう に本調査区には方格地割が施行されず、 この場所は地割外に位置するよ う になっ

た。 本来、 外郭西門に近い微高地のこの場所は、 前代に居住域であっ た よ う に城下でも好適な立地に

あ っ た と みられる。 しかし、 方格地割の外側に位置するよう になり、 人 々 の生活等の中心も地割内と

なるにしたがい、 その価値は相対的に低下した と 考えられるのである。 '

ただし、 そ う した価値の低下を考慮しても、 慕域や生産域が外郭西門の近くに存在した こ と は不可

解である。 ま た 、 西門はこ の頃に掘立式から礎石式に建て替えられている ( III 期→W期）。 現時点で

これらの疑問に解釈はえていない。 方格地割施行後の西門や、 墓域や生産域が目 前に広がりながら礎

石式に建て替えられた西門の位置づけは今後の検討課題 と 思われる。

4 .  多賀城下の墓域

100基を越える古代の墓跡は、 県内では古川市新谷地北遺跡に例があるのみで珍しい。 しかも、 そ

れは木棺墓を含むものであり、 ま た 、 場所が国府多賀城下であるこ と から国府の様相を伺 う う えでも

興味深い。 この墓域についてはさらに検討すること にする。

城下におけ る立地 ： 墓域が形成された 9 世紀後半頃、 多賀城下の方格地割は東西方向にかなりの範

囲に及ぶよう になるが、 南北の範囲は東西大路からそれぞれ 2 - 3 区分にすぎない。 本調査区 と の関

連では（第2図： 3 頁）、 南側の砂押川を隔て た山王遺跡八幡地区には北3道路があり、 地割が存在す

る。 一方、 本調査区では道路遺構は検出していない。 両地区の間にある砂押川部分の状況は不明だが、

八幡地区でも本調査区でも平安時代の砂押川は検出しておらず、 本調査区南半の地形が南 と 西に低い

こ と もふ ま える と 平安時代の砂押川は現在と ほぼ同 じ位置を流れていた と 考えられる。

こう した状況から、 道路による方格地割は砂押川の手前ま で施行され、 川を隔て た本調査区には及

ぼされなか っ た と みられる。 そして 、 この場所には多 く の墓城が営まれた。 墓堀は川に近い調査区南

西部ほど濃密に分布する。 こ の墓域は方格地割外の河原に形成された墓域 と いえる。

被葬者の性格 ： 構造や副葬品を中心に、 類例 と の比較も通じて検討する。 構造 と 副葬品について ま

と める と 、 墓はすべて 土葬墓であり、 木棺墓 と 土城墓がある。 木棺墓は付近の木材を用い、 釘等の接

合具を使わずに現地で組み立てた簡便なものである。 土城墓には単に土をかけたものの他に、 遺体を

編物等でくるむものがある可能性がある。 副葬品がある墓は少なく、 ま た 、 1 基につき 1 · 2 点の土

器がある程度である。 在地の土師器 ・ 須恵器杯が主体だが、 福島県会津大戸窯産の須恵器の壺類も 2

点ある。 副葬品は木棺墓にある割合が比較的高く、 士城墓では低い。 ま た 、 木棺墓では須恵器、 土城

墓は土師器が主体で、 年代は と もに 9 世紀後半頃のものである。

木棺墓と 土城墓には構 造 と 副葬品に量・ 質の違いがあり、 木棺墓が土城墓を上回っている。 土葬墓

全体が9 世紀後半を中心 とする頃 と い う 比較的狭い年代に営 ま れたこ と からすると 、 その違いは階層
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差の反映と考えておきたい。 その場合、 副葬品の有無を含 めて土葬墓には、 a ) 副葬品のある木棺墓、

b ) 副葬品のない木棺墓、 c ) 副葬品のある土城墓、 d ) 副葬品のない土城墓があり 、 a ) が最も高

く、 d ) が最も低い階層とい う こ とにな ろ う 。

次に、 同じ年代頃の類例をみてみる。 木棺墓については、 県内では仙台市原遺跡に釘状鉄製品の出

土から、 その可能性が指摘されるものが2基あるのみである （田中2002) 。 その う ち 1基では土師器坪

と刀子が少最副葬されている。 県外では秋田県湯 ノ 沢 F 遺跡の40基の土堀墓が、 基本的に木棺を使用

したとみられている。 しかし 、 その構造は残存状況が悪いため、 あ ま り 明らかではない。 副葬品は土

器、 鉄刀 、 鉄鏃、 刀子 、 馬具、 帯金具、 漆皮箱など豊富である。 一方、 畿内には木棺墓の類例が多く

みられる （黒崎1980、 海邊1999) 。 それらをみると、 木棺墓は木炭・粘土・木枠組• 石組で棺 を 覆 う

重厚な構造を もつものが比較的多く、 多数の釘の出土から木棺自体もしっかり したものとみられる。

副葬品も質・ 籠ともに豊富である。 そ う した木棺墓は島根県馬場遺跡、 同県長峯遺跡、 山口県岩淵遺

跡、 新潟県柿崎古墓 （中川 ・ 仁木2001、 岡崎1986、 大村ほか2001、 石川ほか2001) など、 少数ではあ

るが地方にも散見し 、 馬場遺跡では社会・経済的に地位の高い人物を被葬者に想定している。

一方、 土城墓は質・械ともに副葬品が貧弱とされている （海邊1999) 。 県内や近県の例である古川

市 新谷地北遺跡、 福島県兎喰遺跡をみると、 副葬品は少なく 、 一般的な竪穴住居跡で出土する杯や僅

かな鉄製品がある程 度である。 副葬品がないものも多い。 兎喰遺跡ではこ う した副葬品のあり 方や近

辺に官街遺跡もないことから、 被葬者を一般集落民とみている。

類例と比較すると、 本遺跡の木棺硲は構造的に簡便なものであり 、 副葬品も貧弱である。 副葬品の

ある木棺墓でも、 その被葬者を馬場遺跡のよ う な階層の高い人物とみるのは無理がある。 また、 先述

のよう に本遺跡と同 じ構造の木棺慕は青森県殿見遺跡にあり 、 そこでは木棺墓を含 む土城墓9基の副

葬 品の少なさから、 木棺墓と副葬品の豊富な湯 ノ 沢 F 遺跡との比較 を通じて、 両遺跡の被葬者に階層

の差 を 考えている。

殿見遺跡、 湯 ノ 沢 F遺跡ともに被葬者の具体的な階層は明示されていないが、 本遺跡の土葬慕のあり

方や副葬品の様相は殿見遺跡に類似しており 、 被葬者も同 じ程 度の階層と考えられる。 そして、 本遺

跡や殿見遺跡の副葬品の様相は、 被葬者を一般集落民とする兎喰遺跡の様相に最も近いと思われる。

以上のことから、 本遺跡の場合、 木棺墓と土葬墓、 副葬品の有無や質によ って被葬者間に多少の階

層差は認められるが、 全体的にはあまり 高い階層は想定で き ない。 本遺跡が国府多賀城下に立地する

点を考慮すれば、 被葬者は城下で都市生活を営むごく一般的な庶民が主体と考えられる。 比較的階層

が高いと思われる木棺墓や副葬品のあるものでも、 国街の雑任層やその係累程 度の階層とみてお き た

い。

なお、 平安時代、 庶民にとって墓は必要不可欠ではなく、 遺骸は放置・遺棄に近い状態だったとす

る見方もある。 （田中1975·1978) 。 実際、 平城京の東堀河や平城京の南に位置する稗田遺跡の河川跡

では人骨が検出されており （奈良県教育委員会1977) 、 多賀城下でも道路側溝や河川跡で遺棄された

可能性のある人骨が出土している （菅原•佐藤ほか1996) 。 しかし、 京中の遺棄は身寄り のない病者

や孤児、 捨子など、 容易に死滅する 人 々 で、 都市の下層住民から多く発生したとする指摘 （西山1991)



があり、 遺棄人骨はそうした人々 のものと考えられる 。 庶民でも簡便な墓城に副葬品もなく埋葬され

たとする見方もあり （五十川1996) 、 東 日 本一帯に多 く 分布 す る 火葬墓や土城墓等（東 日 本埋蔵文化

財研究会 1995) の存在からも、 通常の家族・集団生活をする庶民は墓を営んでいたと思われる 。

多賀城下の墓域 ： 墓域は方格地割外の河原に形成されたものであり、 被葬者は城下で都市生活を営

む庶民が主体とみられる 。 こうした墓域は、 平城京や平安京など都城における庶民の墓域と類似する。

都城の葬地の原則は京外であり （註 4 ) 、 天皇以下貴族官人の葬地は丘陵地に、 庶民の葬地は河原に

営まれていた （五十川1996、 金子1997、 山田1994) 。 平安京では鴨川等の河原が庶民の葬地で、 承和9

年(892) に鴨河原が腐乱死体で溢れていた様子や貞観年中(859-877) に箸売りの老父を鴨川の東

に埋葬した事例が確認できる （註 5 ) 。 貞観13年 (871) には桂川の河原周辺での無作為な耕作を禁止

し、 旧来通り庶民の葬送地とする 太政官符が出されており、 国家的な規制も行われていた（註 6 ) 。

平安時代の多賀城下については、 都市計画の根本をなす方格地割が検出されたことから都城との類

似性が認められ、 近年では方格地割地域における 地区構成や交通体系 、 都市祭祀空間の設定など都市

の諸条件の検討にょ っ て、 多賀城を古代地方都市と位置づける見方も示されている （平川1999) 。 本

調査で検出した城下の墓域は、 立地や被葬者の点で都城の墓域とよ く 似ており、 都城と同じ構造をと

る ものの1つと考えられる 。 な お 、 城下では方格地割内でも墓跡を検出している （佐藤• 佐藤ほか

1997) 。 しかし、 その数は少なく 、 また本調査によって墓域の存在も明らかになった。 それらのこと

からみると、 多賀城下でも都城と同 じような墓域に関する規制が行われていた可能性もある。

5 .  ま と め

1 .  本調査では掘立柱建物跡材東、 竪穴住居跡13軒、 土器埋設遺構8基、 土葬慕93基、 溝跡62条、 土城

57基のほか、 多数の小溝状遺構を検出した。 それらには古墳時代後期(7世紀） 、 奈良時代中葉～平

安時代初頭(8 世紀中 ・後葉）、 平安時代(9 · 10世紀前半） のものがある 。 遺物は土師器・須恵

器• 赤焼土器を中心に、 弥生土器、 灰釉陶器、 瓦、 土•鉄 • 石•木製品が出土した。

2 .  古墳時代後期には調査区東側の微高地に集落が営まれている 。 集落は竪穴住居、 溝、 土城、 畑

（小溝状遺構） で構成されており、 その配置や方向から 自然地形に沿って営まれた集落とみられる。

この時代、 砂押川南側の自然堤防上には大規模な集落が営まれていたが、 北側の丘陵麓にも集落が

ある ことが判明した。 なお、 遺物には東北北部系統の土師器や黒曜石製石器も含まれている 。

3 .  奈良時代中葉～平安時代初頭にも竪穴住居、 溝、 畑が営まれている 。 住居は、 微高地上を逆 「コ」

字状に巡る 溝で囲まれ、 その外側には畑が広がる 。 遺構の方向は東側の丘陵上に造営された多賀城

の規制を強 く 受けており、 遺物も前代との連続性が薄いことから、 古墳時代後期の集落廃絶後に多

賀城の影響下で新たに成立した集落とみられる 。

4 .  9-10世紀前半頃の平安時代には土器埋設遺構や土葬墓、 溝、 畑が営まれており、 墓域や生産

域とな っ ている 。 墓域は土器埋設遺構と木棺墓を含む100基を越える袋からなり、 9 世紀後半を中

心とする 頃に営まれている 。 多賀城下の方格地割外の河原に形成された墓域であり、 平城京や平安

京といった 都城の京外の河原に営まれた庶民の墓域と類似している。
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【註】

註 1 福島県会津大戸窯産の須恵器の同定 ・ 年代については、 会津若松市教育委貝会の石田明夫氏にご教示を い た だ

いた。

註 2 註 l と 同 じ。

註 3 樹種同定は昧古代の森研究舎に業務委託して行った。 その際、 本文に記 した よ う なご教示をいただいた。

註 4 日 本思想大系 3 「律令j 喪葬令第廿六 皇都条 （岩波害店）

註 5 新訂増補国史大系 「続日本後紀J 承和九年十月甲戌(14)条 （吉川弘文館）

日 本古典文学大系69 「本朝文粋J 九 紀納言白箸翁詩序ー首 （岩波書店）

註 6 新訂増補国史大系 「類楽三代格J 巻十六 貞観十三年閏八月廿八日太政官符 （吉川弘文館）
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遺構属性表

麟
柱間寸法 (m)

疇
遺構名 平面形 規校 壁(cm) 主柱1, 屈 溝 カ マ ド 方向 (' ) 重 複（惰北x東丙 ： m) 
Sl21 I方形 4.9X5.0 
SI22 長1i形 (3.6) X (3.5) 
SI23 方形 心x4..5
S124 万影 3.4 X 3.5 
Sl25 方影 4.0X4.3 
Sl26 方形 52x 5.3 
SIZ7 艮方形 (5.5) xs.o 
Sl28 長方形 (2.5) X (1.9) 
SJ47 長方形 I (6.2) X 6.3 
SI位 投方形 5.JXJ,8 
S195 （長方形）
SHOO （長方形） (3.Q) X 3,5 
Sl131 （長方形） 3.8X (3.5) 

置軍ク 長さ(m 上幅(cml 下帽 (cm}
S036 廷 90 40 
S038 (57.5) 30-IJO 15-40 
SD40 (85.5) 100-230 40-70 
SD43 (170.0) 100-210 70-140 
SD48 (52.0l 70-110 35-70 
S049 (762) 90-170 20-80 
SOSO (38.6) 印-105 35ー45
SD53 (2.6) 30-40 10-20 
SD54 (2.5) 30 10-15 
SD55 (31.8) 80 170 30-130 
SD57 (2.4) 160 70 
SD58 (4.3) 220 
SD61 4.3 80-95 50-70 
S070 (23.8) 60-120 45 
SD72 (4.8) 50-100 30-4-0 
SD73 (2.4) 130-140 箕;-60
SD76 (1.2) 110 50 
SD94 5.4 40 10-20 
SD99 (2.4) 25-30 10-15 
SD10.1 3.4 35-60 20ー30
S0105 (3.6) 30 10 
SD106 (2.9) 45-50 20-25 
SD107 (8.4) 35-50 20-40 
S0108 6.0 25-切 10-50 
SD1 13 (12.4) 15-30 s-10 
SDI引 (43.0) 20-40 10-25 
S0136 (87.6) 40-110 25-60 
SD137 45.0 60-135 40-60 
SD138 (37) 130-220 鉛-60
SD153 (79.6) 70-140 25-70 
50166 10.5 70-100 40-60 
SD167 (21.2) 30-90 20-80 
SDJ72 (136) 90-150 35-50 
SD178 5.4 鉛-100 45-60 
SDJ79 (5,0) 65-80 40 
SD180 112.5) 80 24-0 40-170 
SD1!1'/ C!5.7) 50-140 20-30 
SD198 (5.2) 100 40-50 
SD磁 (1.3) 30-50 20 
SD206 (22.J) 60-200 30-50 
SD加 (3l0) 100ー185 60-100 
SD209 (21.8) 50-!IO 15-お
SD235 <16.0) 100 370 40-110 
SD236 (J&O) J J0-200 40-120 
SD237 2.4 加 30 
SD250 (34.4) 60-180 20-120 
SD251 (34.7) 30-45 10-25 
SD264 (6.0) 20-40 10-25 
SD265 1 1. 6  95-120 65-100 
SD266 5.8 20-30 10-20 
SD286 (4.0) 100 
SD公H 7.8 30-50 15-30 
S0295 (5.2) 25-35 10-JS 
S0297 (4.3) so-10 お-40
SD298 14.0 25-4-0 10 
SD299 (4.5) 20-40 10-20 
S0301 6.5 40-20 10-30 
SD305 (1.5) so-110 30-50 
SD306 (2.5) 55 35 
S0311 (42) 30-40 10-20 
SD312 (7.7) 110-200 70-105 
SD313 (8.8 60 10 

20 4 ほぼ全閃、 携材痕跡あり 北辺中央西窃 り

5 4 東 ・ 洒 ・ 北辺に存在、 壁材痕跡あり 束辺中央
10 4 四辺に仔在、 攪材痕跡あ り （北辺中央）
15 4 旦東

雨
・ 百

、 撲材痕跡あり 束辺のIll
10 4 南辺に存在｀ 隈材痕跡あり 北辺中央
16 4 辺に存在、 隈材痕跡あり 北辺中央
14 束l§ . 北辺に存在
7 4 東 ・ 北辺に仔在、 攪材痕跡あり 北辺中央東寄り
8 
2 (4) 北辺

I 東 • 西 •北辺に存在
不明

竪穴住居跡属性表

N-2 -W 
N -2"-E 
N-16°- E 
N -3 -W 
N-3 -E 
N -18 - E 
真北
N - 14 - E 
N- 13 - E 
N-4 - E  
N- 11 - E  
N-2 - W  
N-6'- E 

S122·A群1)ヽ溝一Sl21一SKJ20·C群小潰
Sl22→ SI2l ·SK32 
s123..:c群小溝
SKllS→ SI以ーS函·C群,Jヽ溝
SI26 · 47→ SIお→C群小漬
SKil6一S欧iーS125·SK29 · 30 · 5】 · 52·C群小溝
Sl95·SK96ーSl27→SXl9·SD43 · 絡 · 99·SK9i

SK102→ SI47一Sl25·SD40·SK117
Sl62-SB63·SK35 · 109 C群小溝
S195一Sl27·SD43 · 絡 · 99·SK97
SK 103-SUOO-SD40 · 48 
S1131→ S040·SK.259 

沿さkm) 断面形 IJ " c· > 頂複閲係 堆積土などの特徴
45 U字形
25 U字形
6() 逆台形
お U字形
40 U字形
65 U · V字形
40 ＇言疇-' 
JO 逆台形
20 U字形
お U字形
45 U字形
45 
25 逆白形
40 U字影
35 逆台形
40 U字形
40 U字形
20 U字形
20 U字形
20 U+形
5 U字形

JO U字形
20 Uキ形
10 U字形
10 U字形
5 U字形

お 逆台形
50 本文参照
45 u*形
55 逆台形
去 U字形
10 U字形
50 逆台影
10 U字形
15 U字影
20 >l!!'E『尼9
40 逆台形
45 逆台形
5 U字形

25 

贋40 
15 
邸
50 U字形
20 

皐u··, 形
45 
25 
10 U字形
15 U字形
5 U字形

10 ．． 
20 U字形
10 U字形
10 U字形
5 U字彫

20 U字形
5 U字形

20 U字形
5 U字形

15 U字形
15 Uキ形
30 逆台形

E-23•- N 
N-0-14°- W 
本文参照 (46:IT)

1本文参照 （侶頁）
E- 13•-N 
E-20·-N 
E-21 -N 
N - ぉ - w
N-35·-w 
N-3J"-E 
N- 19 -W 
N-8'-W 
E- 1 1•-N 
N-6·-w、N - ず - E
E-0-20·- N 

N-32 - E 
N-6'-E 
E-3·-s 
E- 16°- N 
E- 13 -N 
E- 19 -N 
E- 12 - N 
Eー15'-S、N-18-W
N- 11·-E、E- 10·-s
其北、 N-5 - E
兵北、 真東
N-6-32'-W 
mヒ、 E- 12'-N 
本文参照 (S2ti)
E-44"-N、N-39·-w
E-0-15 -S 
E 22• N 
N-40"-E 
E-6°- N 
Nー 17 -E 
E-28 -N 
E-9°-N 
E-42°- N  
N-22 -IV 
N-27"-W 
E-s·-s 
N-29 - E 
N- 5  - E  
E-25 - S  
E-'lr-N 
N 8 -E-N-9°- W 
真束
N-22·- w 
円弧状
N-45 -W 
E-9 -N 
E- 1 1  -N 
N- 21•- E 
N一〇：：：：6'-w 
円弧が
N-9 -E 
N-36"- W 
E-23 - N 
E-31 -N 
N-8 - E、 E-3 -S 
E-22 -N 

SD36→ A · C群小溝
SD38→ SD40 · Iお ・ 250、 D群 Iヽヽ 溝
本文参照 (46頁）
本文参照 (48!0

1本文参照 (50頁）
1本文参照 (50頁）

本文参照 (50頂）
SD53→ SD43 
SD53→S区0 · 43
本文参照 (51頁）
SD55→ SD57 
SD58→ SK96 
S061ーA · C群小溝
SD49、 SKI邸ーSD70ーSD43
SK46→ SD72 
SD40. SKn・ 121一SD73一S049
SK77-SD76ーSD49, SK119 
S124一SD94ーC群小溝
Sl'l'1 · 95、 SK切ーSD99ーSD43
SD250. D群小溝一SDIい
SD38→ SD104 
S0106→D群小溝
D群,jヽ 溝一S0!07
S0108ーC· O群t)ヽ i鼻
SK74→ S0113ーC群小溝
本文参照 (Sn"{)
本文参照 (Sli"O

臓照52�137、 C · D群小清

SD153ーSDI的
SD136· 137 · 153, SX157, SK155一SD167
S043 · 49一S0172

SD179ーSK蕊7
S0153 · 236ーSD43 · 180
SD49·206·207·295·306一SKJ96、 SDl97
SD43. SK170→ SD198 
S0205ーS043 · 172
本文参照 (55頁）
SD207一5049 · 206、 SK309
S0209一S031 1
SD135· 236ーSD235
SD236一SD180 · 235
S0172ーS0237
SD38 · 43ーSD250ーSD104、 D群小溝
B群I卜溝一SD251一SD136 · 137、 C · D群小清
SD153 · 295-SD264→ SD50 
SD136· 137 · 153一S0265
SD136 · 153一SD266
SK161一SD43 ·286
SD50 · 153→ S0294 
SD295一SD264、 SK196
SD297-S0137、 D群小i糞
SD298一SKI槌、 B · C · D群小清
C群小溝一SD299

SD43 · 301 
SD306一SKJ96
SD209→ SD311 

SD43 · 313一SDl72

溝跡属性表

地山プロ ッ ク を含む黒褐色シル ト （人勾）
屈褐色シ ルト主体 ll,l然）
本文参照 (46ti)
本文参照 (48頁）
地山プロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色シ ル ト （人�·
本文参照 (50頁）
本文参照 (50頁｝
地山プロ ッ クを多 く 含し崎灰貢色シル ト (Q然）
鱚山プロ ッ ク を多く 含む11il灰賀色シル ト (l'l然I
嬉tlJ砂を多 く含む貧灰色帖土質 シル ト (fl然｝
灰黄褐色粘土買シル ト （自然）

凩色枯土買シル ト （自然）
I火山灰プ0ックが視じる灰オ リープ色砂賢シルf (fl竺

地 山 プ ロ ッ ク を 多 く含む黒褐色シル ト

黒褐色砂質 シ ル ト (Ill然）
暗灰貧色砂質シ ル ト (lat然）
黒褐色シル ト （自然）
贔＼色シル ト （自然）
略灰黄色シ ル ト (A然）
黒褐色帖土質シ ル ト （目然）

I火山灰と 熾山プロ ッ ク を含む暗灰黄色シ ル ト
l珊UJプロ ッ クを含む黒色粘土質 シ ル ト

地 山 プ ロ ッ ク を含む晶色シ ル � (人為）
黙色帖土 （自然｝
lfi. 黄褐色枯土や黄灰色粘土質 シ ル ト （自然9
嬉山プロック を含む灰黄褐色 シ ル ト (l'.l然）
地山上粒や炭化物を含む焦褐色粘土 （自然）
本文参照 <sir↓)
地山砂を含む褐灰色 シ ル ト （自然）
黒色帖土 （日然）
地山砂粒を含む馬褐色帖土質 シ ル ト （自然｝

火Ill灰を含む褐灰色シ ル ト （自然）
スクモ層を互層に挟む瓜褐色帖土 （日然）
逓山プロ ッ ク を含む限褐色 シ ル ト （自然）

灰貧褐 ・ 褐灰 ． 黄色帖土 （自然
灰賃褐 ・ 褐灰 ． 黄色粘土 （自然）
地山粒を含む 帖土 （自然）
本文参照 (S5J{)
本文参照 (55頁）
地山位を含む黒褐色枯土 質 シ ル ト （自然）
嬌�.粒を含む見＼褐色帖土質シル ト （自然）
旭山粒を含む開褐色シル ト＂粘土 （日然）
嬉 山 プ ロ ッ ク を含む蜀灰賀色帖土 （目然）

凩色帖土 (0然）
訊褐 ・ 褐灰

ッ
ッ
ク

色ク
を
を

シ

含

ル
含
む
む

ト

悶
褐
賢
（灰
自

色
然色
帖9）帖土士質

地山プロ （自然）
鯰山プロ シルト （自然）

地Illプ ロ ッ ク を含む黒褐色砂買シル ト （日然）

黒褐 ・ 褐灰色シル ト （自然）
黒褐色粘土 （自然）

にぶい黄褐色帖土



遺構名 平面形 断面形 規校（長軸X短輪 ： cm) 深さ(cml 重複関係 堆積土な どその他の特徴
SK5 長方形 箱形 23()x 120 38 火·�灰プロ ッ ・クを含むオ リ ー プ褐色帖土質シル ト （人A)
SK9 不整影 皿状 9()X6() 5 
SKIO 不整楕円形 llll状 )20X95 8 
SK16 楕円形 慣鉢状 J6()X JJS 68 SD49-→ SKl6 地Ill土粒を多く 含む昭褐色帖土質 シ ル ト （自然）
SK20 長楕円形 皿状 56X40 8 地山プロ ッ ク を含む昭灰黄色シル ト （人為）
SK29 長楕円形 箱形 )92X8() 46 SI26-SK29-C群,Jヽ 溝 本文参照 (56頁）
SK30 楕円形 lB1状 ぉ()x切O 20 Sl.26→ SK30-C群小溝 本文参照 (57頁）
SK31 長楕P1形 nn状 J9()X岱 10 炭 ・ 嬉山砂を含む暗灰贄色砂質シル ト （人�)
SK32 円 llll状 180X 170 14 Sl22→ SK32→C群,,ヽ 溝 隕褐色シ ル ト （自然）
SK33 長1fi円形 U字形 )82X64 叩 SK34→ SK33ーC群小溝 本文参照 (59頁J
SK34 長楕円形 皿状 1<14 X (40) 5 SK34-SK33、 C群小ill 地山砂を多く含む筍オ リ ー プ褐色シルト （人為）
SK56 長楕円形 皿状 178><64 12 
SK59 隅丸方形 囮状 9<1 x73 16 黒褐色シル ト （自然）
SK60 隅丸長方形 1111状 175X (35) 3 S049-SK60 炭 ・ 地山砂粒を含む焦褐色シル ト （自然） ， 
SK65 溝状 U字形 Iいx28 II S055→ SKお
SK66 隅丸長方形 11Jl状 102x茄 M 
SK67 楕円形 Jill状 88X58 7 SK67→C群,1ヽ 溝 炭 ・ 焼土粒を多く 含む黒褐色シ ル ト （自然）
SK68 楕円形 IDl状 &I x岱 5 SK68ーC群小溝 /1,\色シル ト （自然）
SK74 不竪楕円形 llll状 28()X20() 20 SK74→ SD113、 C群小溝 地llJプロ ッ ク を含む黒褐色シルト
SKn （楕円形） 皿状 !92X (88) 56 SD40ーSKn→SD73 · 76 黒褐色シ ル ト
SK78 長楕円形 U字形 9()X40 17 SK78一SD48
SK96 不整楕円形 逆台形 4以XJ4Q 54 SK96-Sl27 以粒と地山砂を含む黒褐色シ ル ト （日然）
SK97 惰Pl形 慣鉢状 114 X (88) ” Sl27-SK切-SD43·48· 99 地山砂プロ ッ ク を 多 く 含む黒色シ ル ト （人A>
SK98 隅丸方形 襦鉢状 122x 112 35 SD58一SK98
SKIOJ （隅丸方形） 逆台形 ]88X (130) 26 炭粒と嬉tlJ紗 • 火山灰プロックを含む凩褐色シル ト （人為）
SK102 長楕円形 U字形 144 ><58 32 SK102-S147、 SX19 鍮山プロ ッ ク を多 く 含む黄灰色 シ ル ト （人為）
SK103 （楕円形） 皿状 (98) X (58) I I  SKl03一SHOO、 SD48 地山プロ ッ ク を含む昭灰黄色シ ル ト
SK109 楕円形 皿状 切X7Q 12 Sl62-SK109 
SKllO 隅丸長方形 lDl状 116X80 5 SK110ーC群小溝
SKlll 楕円形 Dll状 ]22X96 5 SKIii→C群,1ヽ 溝
SKU2 隅丸方形 lDI状 90x90 8 SKU2→C群,,ヽ t鼻
SK114 隅丸方形 皿状 66X58 14 SK114ーC群,,ヽ 溝
SK115 楕円形 皿状 88X66 6 SK115一Sl24
SK116 楕円形 逆台形 (82) X (62) 12 SK116→ Sl26 
SK117 楕円形 Dll状 86X (52) 12 Sl47-SK117一Sl25
SK118 楕円形 慣鉢状 71 x56 32 SK74→ SKIJ8 
SK119 楕円形 Dll状 70X44 9 SD76一SK119
SKJ20 楕円形 lDl状 76X58 ％ SJ2J→ SKJ20 炭 ・ 焼土粒と蟻illプロ ッ ク を含む灰黄褐色シル ト （人為）
SK121 不明 皿状 " 紐 SKJ21一S073 地山プロ ッ ク を含む暗灰黄色 シ ル ト
SK133 隅丸長方形 逆台形 458Xお6 20 SK133一SB135、 B群,Jヽ i費 本文参照 (60頁）
SK155 楕円形 Dll状 40()x280 30 SKI55一SX157.S0I67 本文参照 (60頁）
SK171 溝状 U字形 120><32 8 SKI71→B評,rヽ溝
SK191 長楕円形 U字形 (15()) X (48) 32 SD43 · 136→ SK191 地山プロ ッ ク を含む褐灰色砂質 シ ル ト （人為）
SK196 不整楕l'l形 Dll状 切ox 150 50 SD49 ・ 蕊 . 306一SKI蛉 ス ク モ層を挟む馬褐色帖

土
（自然）

SK281 惰円形 IIll状 60X40 10 
SK285 楕円形 皿状 118 x 70 21 
SK認7 楕円形 IDl状 120X (95) 4 SD179→ SK認7
SK288 溝状 Dll状 (2)5) X 52 5 SK288一SD153
SK289 隅丸長方形 Dll状 234 X 100 21 
SK291 隅丸長方形 Dll状 1oox (47) 15 SK291→ SD43 
SK292 楕円形 憎鉢状 J()6X88 44 SD49→ SK292 
SK302 楕円形 皿状 l26X84 公

SK303 lfl円形 Dll状 1oox 92 17 D群小i鼻-SK303
SK304 楕円形 Dll状 J02x (72) 10 
SK307 艮楕円形 B11状 (1()6) X 6() 6 SK珈→SD206 
SK308 長楕円形 圃状 (110) X (70) 6 SK308一SD206
SK309 楕円形 皿状 86X62 18 S0206 · 207一SK309

土珊属性表

87 



器

遺構名 平面形 斬面形
規揆 深さ

方向 （． ） 酔
相の法量

重複閲係
埋 · 堆積士などその他の特徴

（長 x 紺 , cm) Ccm) （ 艮 X 幅 x 高 ： cm) （埋 ： 撼方撹土 棺堆 ： 棺内減入土 撲崩 ： 埋土川搭土 堆 ： 自然堆積土）
SXl 楕円形 逆台形 沃X (20) 16 N - 24·- w 埋 ： 暗オ リ ープ褐色粘土
SX3 楕円形 逆台形 9()K4-0 18 N-28•-w 埋 ： 鍮Ill粒を含む腑褐色帖土質シ ル ト
SX19 楕円形 逆台形 88 X62 17 E-25·-s Sl'l:1. SK102ーSX19 攪 ： 鳩山砂プロ ッ ク を含む略灰黄色砂質 シ ル ト
SX45 惰Pl形 逆台形 96XS4 12 N ー 10•-E 攪 ： 凩褐 色 シ ル ト
SX75 楕円形 逆台形 88• (73) 蕊 N - 36'-W 埋 ： 地山砂を多く含むオリ ープ11.\シルト質紗
SX157 楕円形 逆台形 68X58 8 E-5"-N SKIS5ーSX IS7ーS0167 浬 ： 地山プロ ッ ク を 多 く 含む灰黄褐色シ ル ト
sx碑 楕円形 逆台形 糾XJ6 18 N -2°-W D群小溝一SX238 堰 ： 滝山プロ ッ ク を 多 く 含む昂褐色帖土
SX244 楕円形 JIil状 36x (14) s N -s·-w 煙 ： 遍山粒を含む褐灰色粘土質 シ ル ト
SK7 隅丸長方形 逆セ形 JJ6x58 24 N - JO'-E B 糧 ： 地山 プ ロ ッ ク を 含 む オ リ ー プ褐色砂 質 シ ル ト
SKS 隅丸長方彰 逆台形 20() X 54 20 E- 1°-N B 撹 ： 熾山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む黄褐色紗買シルト
SKII 長楕円形 逆台形 152X4Q 20 N - 22'- E B 埋 ： 地山 プ ロ ッ ク を含む暗褐色帖土 質 シ ル ト
SK12 長楕円形 箱形 224 x50 21 N - 11•- w 8 埋 ： 地Utプ ロ ッ ク を含む昭褐色帖土質シ ル ト
SK35 隅丸長方影 逆台形 磁X84 26 N-4°- E  B S162一SK35ーC群小溝 視 ： 地山粒を含む灰色砂質 シ ル ト
SK46 隅丸長方形 Uキ形 1邸X 74 絡 真北 B SK46一SD72 捏 ： 馳Ill砂プ ロ ッ ク を 多 く 含む掲灰色シルト質砂
SK51 隅丸長1;形 逆台形 170x68 36 e-zr-s B S126→ SK51-C群小溝 埋 ： 地山プロック を含む凩褐色シル ト
SK52 隅丸長方形 逆台形 l80X 78 22 E-25·-s 8 Sl26一SK52→C群小潰 糧 ： 繕山 プ ロ ッ ク を含む黄灰色シ ル ト
SK64 隅丸長方形 逆台形 14QX3() 16 E-2·-s B 埋 ： 熾山砂プロ ッ ク を 多 く 含む略灰貿色砂質 シ ル ト
SK7l 隅丸長方形 箱形 2()6 X 56 22 E-'t-N 8 SDお→SK71 埋 ： 地山砂プロ ッ ク を 多 く 含し陪灰貿色砂質 シ ル ト
SK141 隅丸長方形 箱形 204X82 22 N - 15•- w B 埋 ： 地山プロ ッ ク を 多 く 含む凩褐色 シ ル ト 堆 ： 火山灰 (2次）
SK142 不整長方形 Jlll状 21QX9() J4 N -6•-E B 捏 ： 嬌山プロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色 シ ル ト
SK143 隅丸長方形 笥形 192X64 22 N - 9•- E B 理 ： 嬌山 プ ロ ッ ク を含む灰賞掲 色 シ ル ト 堆 ： 火111灰 ( 2 次）
SKM4 隅丸只方形 箱形 214 xso 10 N -8'-W B 湮 ： 應山砂プロ ッ ク を含む灰貨褐色 シ ル ト
SK145 隅丸長方形 箱彫 2JJ X 7Q 22 N-13°-E a 糧 ： 嬉山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色砂質シル ト 堆 ： 暗灰黄色砂買 シ ル ト
SKI必 隅丸長方形 Ill状 2】8X72 J4 N -4°- E B 埋 · 煽山プロ ッ クを含む灰賞褐色紗質シル ト
SK147 （隅丸長方形） 笥形 (182) '><54 20 N - 4'- W B SK147ーSD絡 埋 ： 地山プロック を含む灰貰褐色砂質 シ ル ト
SK148 隅丸長方形 箱形 22()x72 28 N - 12'-W B 埋 ： 地山プロック を含む凩掲色帖土質シ ル ト
SKl49 隅丸長方形 逆台形 2)8X72 23 N -20'-E B 埋 ： 地山プロックを含む掲灰色シルト 堆 ． 火山灰 (2次）
SK156 隅丸長方影 逆台形 J32X57 15 N -3'- E B SKJおーSD穴） 理 ： 地山 プ ロ ッ ク を含む灰貧褐色砂質シ ル ト 堆 ； 灰黄褐色砂質 シ ル ト
SK158 隅丸長方形 逆白形 212><80 28 N - 13'-W B 還 ： 地山プロックを含む黙褐色シルト
SK159 隅丸長方彫 逆台形 218X75 30 N-s·-w B SD137一SK159 糧 ： 地山プロックを含む黒贔色シルト
SKJ60 隅丸長方形 逆台形 紐 X62 30 N - 16•- E B 埋 ： 地山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む黙褐色シ ル ト
SK161 隅丸長方影 （箱形） (52X (絡） 12 N - 19•-w B SK161→ SD認6 埋 ： 地1t1プロ ッ ク を含む凩褐色 シ ル ト
SK162 隅丸長方形 箱形 228X98 お N - 3•-w A ]96X邸X J7 本文参照 (37頁）
SKJ64 隅丸長方形 箱形 22()X64 24 N -23·-w B 埋 ： 簸山プロ ッ ク を 多 く 含む黒掲色粘土 堆 ： 恩褐色帖土
SK!65 隅丸長方形 逆白形 幻x84 お 真北 B 埋 ： 蟻山プロ ッ ク を 多 く 含む：1\褐色粘土 堆 ： 焦褐色帖土
SK168 楕円形 逆台形 186X 100 25 N - 1·-w B SK168ーC群小溝 糧 ： 地山プロ ッ ク を 多 く 含む鞘灰黄色帖土質シルト 堆 ： 火山灰 ( 2 次）
SK169 隅丸長方形 逆台形 223X 100 24 N-19°- W  A 164 x50x 18 墨 ・ 漫 崩 ： 蜻 山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色 シ ル ト 質帖土 堆 · 鳩山 土 ・ 炭粒を含む黒褐色 シ ル ト 質帖土
SKJ70 （隅丸長方形） 逆白影 (172) X 128 26 N ー 11·-w A (124) X (72) X 2 SK170-SD1湖、 D群小溝 埋 嬉�lプロ ッ ク を 多 く 含む馬褐色シ ル ト 棺堆： 黙褐色シルト
SK173 隅丸長方形 逆台影 205X82 28 N - 12'-E A J7ZXS4X )4 糎 ： 嬉山 プ ロ ッ ク を 多 く含t,褐灰色 シ ル ト 質粘土 16増 ： 褐灰 色 シ ル ト 質帖土 蜆崩 ： 地IIJプ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰 色 シ ル ト
SK174 閂丸長方形 逆台形 J80X58 18 N-23"-W A )50X 40X JO 糧 ： 暗 オ リ ー プ褐 色 シ ル ト 質砂 埋jJ : 織山砂プロ ッ ク を多 く 含む褐灰 色 シ ル ト
SK175 隅丸長方形 筍彩 JS8X78 18 N-20°-W A 172X 44 X l0 SKJ75-S043 本文参照 ('ST頁）
SK176 （隅丸長方影） 逆台形 ()46) X糾 18 N -36'- E B SK176ーS043 理 ： 蜻lll砂主体の灰黄褐色シルト質砂
SKJカ 長楕円形 逆台形 168><44 37 N-3'-E 8 SD55→ SKm 壇 ： 地�,プ ロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色砂 質 シ ル ト 堆 ： 黒褐色砂質 シ ル ト . 
SK181 隅丸長方影 lDl状 J88X94 16 N-13°- E  A (82) X60X4 捜 ： 地山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色粘土 棺 堆 ： 灰黄褐色帖土質シ ル ト
SK182 （隅丸長方形） 箱形 (J20) X 42 27 N -22•- E B 狸 ： 馳山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK183 隅丸長方形 箱形 !92 X68 38 N-30•- E B 厘 ： 地山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む黄灰色砂質シ ル ト
SKI訊 隅丸長方形 （箱形） 22()X (66) 44 N-34•-w A 194X42X26 本文参照 (39頁）
SKJ85 隅丸長方形 箱形 I邸X 6() 30 N -41•-w A 埋 ： 馳山砂を多く 含む灰嶋色帖土 墜肩 ： 地山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む灰貨褐色帖土 質 シ ル ト
SK186 隅丸長方形 逆台形 (133) X 62 14 N-30'-W B SKI邸→SKI切 埋 ： 逓�I砂を多く 含む褐灰色帖土
SK187 隅丸長方形 箱形 21ox93 “ N—ぉ·-w A 154 x44x 10 SK187一SK186 厘 ． 糧 崩 ： 地山砂プロ ッ ク を含む黄灰 · 略灰黄色帖土 質 シ ル ト 堆 ： 堰山砂を含む褐灰色帖土
SK188 隅丸長方形 逆台形 146X56 36 N - 22"- W B SDI紀SK188 蜻 · 蜻111紗プロ ッ ク を 多 く 含し掲灰色帖土



SKl89 隅丸長方形 逆白形 201 xso 24 N-21°- W A IS8X 40X6 糧 ： 地山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色帖土 棺 堆 ： 燻褐色帖土 捏肩 ： 地山プロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色 シ ル ト 質帖土
SK190 隅丸長方形 箱形 i02X4Q 25 Nー 19•- w B 捏 ： 嬉山紗プ ロ ッ ク を 多 く 含むIll灰色粘土
SK192 長楕円形 箱形 178X67 28 N- 13'-W B SK201一SK192 本文参照 (46頁）
SK193 （隅丸長方形） 追台形 (160) X訊 30 N-s·-w A (100) X絡xs SKJ93→ SD49 哩 ： 雌山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む黒褐 色 シ ル ト 棺堆： 昭灰黄色帖土 糧崩 ： 地山プロ ッ ク を多 く 含む聞褐色帖土
SK194 （隅丸長方形） 逆白形 (128) x 6()  14 N- 11°- W B SK194一SD50 縄 ： 蜻山プロ ッ ク を多 く 含む煤褐色粘士
SKI妬 （隅丸艮方形） 逆台形 092) ><70 20 N-JQ'-W A 076) xs2x1 SK195ーSD50 埋 ： 蟻山プロ ッ ク を 多 く 含む褐灰 色 シ ル ト 質帖土 棺堆： 昭褐色枯土 埋崩 ： 蟻山プロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色 シ ル ト 質帖j:
SKl99 隅丸長方影 筍形 2()6X 68 20 N - 13•-w A J76X44X J2 本文参照 (40頁）
SK201 隅丸長方形 U字形 56X 214 20 N-23·-w B SK201一SKJ92 埋 ： 嶋山砂プロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK204 長楕円形 箱形 J98X56 34 E-29•-N B B群,,ヽ 溝一SK珈 埋 ： 地 山 プ ロ ッ ク を含む褐灰色 シ ル ト質粘土
SK210 隅丸此方形 箱形 2()8X68 32 N-42'-W A )80X 48X 7 埋 ・ 覆 崩 ： 鍮山砂プロ ッ ク を多 く 含む隕褐色粘土 堆 ： 地山粒を含む黒褐色 シ ル ト質粘土
SK211 長楕円形 逆台形 2J4X98 36 Nー 16"- W A 147X侶X J8 攪 ・ 現崩 ： 地山 プ ロ ッ ク を含む黒褐色帖土質シ ル ト 堆 ： 火山灰 ( Z 次 ） と褐灰色帖土質 シ ル ト
SK212 隅丸長方形 箱形 四X58 “ N- 26'- W B 埋 ： 嬉山砂を多く 含む貿灰色粘土
SK213 隅丸長方形 逆台形 10) X6(} 14 E-39'-S B SK213一SK214 理 ： 地山砂を多く 含む褐灰色帖土質シルト
SK214 長楕円形 逆台形 254 X J64 45 N-42°- W  A (]25) X (28) X 4 SK213→ SK214 攪 ： 地山砂主体の暗灰貧色シルト質砂 理 崩 ： 鱚�,砂を多く 含む暗灰貨色帖士 堆 ： 火山灰 (2次） を挟む灰黄褐色シル ト質粘土
SK215 長楕円形 ロ ー ト 状 218X95 29 N-3'-W A 19) X 6()X J4 埋 ： 嬉山砂を 多 く 含 むにぶい賞褐色帖土 埋 崩 ： 蜻Ill砂を多 く 含む灰黄褐色帖土 堆 ： 火山灰 ( 2 次 ） と灰黄褐色帖土
SK216 隅丸艮方形 U字彫 190><46 24 N-22·- w a 埋 ： 地IIJ砂を多く 含むにぶい黄褐色枯土
SK217 隅丸長方影 箱形 )52X62 28 N-34·-w A 124X46X 18 本文参照 (40頁）
SK218 隅丸長方形 箱形 紐 ><30 22 E- 3'-N B 埠 ： 地山砂を多く 含し褐灰色帖土 堆 ： 灰貧褐色帖土
SK219 隅丸長方形 逆台形 224 x 74 52 N- 1-r-E B 埋 ． 池山砂を多く 含む灰黄褐色粘土質シルト 堆 ： 火山灰 ( 2 次） と灰黄褐色枯土
SK220 隅丸長方形 逆台形 19JX53 24 N-,15•-E B 塑 ： 地山プロ ッ ク を 多 く 含む凩褐色帖質土 堆 ： 訊褐色粘質土
SKね1 隅丸長方形 箱形 192><42 21 真東 B 埋 ： 地山 砂 を 多 く 含む褐l!i.色帖士 質 シ ル ト 堆 ： 灰黄褐色帖土
SK222 隅丸長方形 箱形 Jl0X52 “ N - 13•-E B 本文参照 (46頁）
SK223 隅丸長方形 箱形 204X69 沃i N - 1s•-E A )6() X52X25 湮 ： 地山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む烈褐色帖土 棺堆 ・ 環崩 ： 地Illプ ロ ッ ク を含む凩褐色帖土
SK224 隅丸長方形 筍形 82X (48) 29 N- 1s·-w B 攪 ： 嶋山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK225 隅丸艮方形 逆台形 2Q.j X66 25 N-37°- W B 埋 ： 嬉山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SKね6 長楕円形 逆台形 [J4X3S 20 N-26'-W B 埋 ： 蟻山プロッ クを含む黒褐色粘土
SK幻 隅丸長方形 筍形 J90X48 22 E-34•-N B ＊文参照 (46頁）
SK228 隅丸長方形 箱形 l05X40 12 N-21°-E B SK229-SK228 櫻 ： 地山 プ ロ ッ ク を含む黒褐色粘土
SK229 隅丸長方形 逆白形 磁x48 20 N-35'-W B SK229-SK磁 煙 ： 嬌山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK230 隅丸長方形 逆台形 2J4 X  100 '1:7 N-41'-W A l68X65X J4 本文参照 (40頁）
SKねl 隅丸長方形 逆台形 111X44 28 N- 7'- E B 糧 ： 地�.プ ロ ッ ク を 多 く 含む渇灰色帖土
SK磁 (Jill丸長方形） 箱形 (190) x6() 10 N-29'-w B 捏 ： 地tlJプロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK233 隅丸長方形 箱形 214 x56 29 N-23•-E B 煙 ； 鍮lhプロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK234 隅丸長方形 箱形 22QX78 28 N-32•-E B 携 ： 雌山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK硲 長楕円形 逆台形 !6(JX52 10 N -4•- E B 携 ： 地Illプロ ッ ク を多 く 含む凩褐色粘土 堆 ： 炭粒を含む黒褐色粘土
SK240 長楕円形 箱形 170x 54 29 真北 B B群,Jヽ溝ーSK加 埋 ： 雌lllプロ ッ ク を多 く 含む黒掲色粘土 堆 ： 思褐色帖土
SK241 （隅丸長方形） 皿状 (148) x48 10 N - 1s·-E B 攪 ： 蟻山砂主体のオリ ープ褐色砂
SK242 隅丸長方形 箱形 $6X34 14 E-40•-N B 捜 ： 嶋山 プ ロ ッ ク を含むにぷい褐色粘土質 シ ル ト
SKZ43 （隅丸長方形） （箱形） (66X 36 8 N-25'-W B 裡 ： 蟻山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色粘土
SK磁 隅丸長方形 箱形 2()6x47 17 N- 19'-W B SK246→ S048 狸 ： 尾Ill砂プロ ッ ク を 多 く 含む黄灰色帖土
SK以1 隅丸長方形 逆台彰 232X49 26 N - 6°- W  B SK246一SD絡 糧 ： 鳩山砂プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK磁 長楕円形 JJII状 J36X侶 8 真北 B 親 ： 嬉山砂を多く 含む褐灰色帖土
SK公9 隅丸長方形 逆台形 86X49 15 N-6'-W B 狸 ： 地山砂プ ロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK259 隅丸長方形 箱形 1絡X76 18 N-3'-W B Sl131→ SK259 糧 ： 蜻�.プ ロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色帖土 質 シ ル ト
SK磁 長楕l'I形 逆台形 1!6X3Q 13 N -23°- W B 糎 ： 鍮山プロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色シ ル ト
SK切2 隅丸長方形 逆台形 145><46 12 N- 13*- E B 埋 ； 鍮tlJ砂を 多 く 含む褐灰色帖土質シルト
SK283 長1f1円形 逆台形 (S9X6() 14 E - 16'-N B SK283→ SDI祖 痙 ： 地山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む凩褐色帖土
SK公H 隅丸長方形 逆台形 89X44 14 N -4•- w B 捏 ： 地山粒を含む褐灰色粘土 質 シ ル ト
SK公め 隅丸長方形 逆台形 )78X (55) 17 N -6•- w B 埋 ： 地山砂プロ ッ ク を 多 く 含む褐灰色帖土
SK函 溝状 箱形 294X4J 15 N- 10•-E 8 埋 ： 過山 プ ロ ッ ク を含む灰黄褐色砂質 シ ル ト
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A区竪穴住居跡群全景 (SE→)

A区全景 (SE→) B区西側全景 (S→)

B区中央部全景 (SE→) B区東側全景 (SW→)

図版 1
93 



SB135建物跡 (S→)

SB135建物跡N1E1 柱穴断面 (S→) SB135建物跡N3E4柱穴断面 (S→)

S121住居跡 (S→) S121 住居跡 カ マ ド (S→)

S123住居跡 (NW→)

図版 2
94 



S125住居跡 (W→)

S126住居跡 (SW→)

�--=----一゚
S147住居跡 (SW→)

- -·· 
S125住居跡 カ マ ド (W→)

—-"'"!..� 

S126住居跡 カ マ ド (SW→)·-- ---

図版 3
95 



SX19土器埋設遺構 (SW→)

----· - ....、コロ "- :;..__ 
SX75土器埋設遺構 (NE→) SX75土器埋設遺構断面 (NE→)

図版4
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SK1 75土葬墓検出南側拡大 (SE →) SK1 75土葬墓棺材北側細部 (SE→)

図版 5
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SK184土葬墓断面 (NE→) SK1 84土葬墓断面南側拡大 (NE→)

図版 6
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:.?M藝こ ｀ ュー·
SK1 99土葬墓棺内検出 (S→) SK165 · 1 92 · 199 · 201土葬墓完掘 (S→)

図版 7
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SK21 0土葬墓完掘 (SE→) SK21 1 土葬墓断面 (SE→)

SK2 1 1 土葬墓棺内検出 (SE→)

SK217土葬墓棺検出 (SW→) SK217土葬墓棺内検出 (SE→)

SK214土葬墓完掘 (SE→) SK230土葬墓断面 (E→)

図版8
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SK246土葬墓遺物出土状況 (S→)

図版9
101 



SK190土葬墓 (SE→) SK212土葬墓 (SE→)

SD40溝跡西辺断面 (N→)

図版10
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SD43溝跡南辺断面 (NE→) SD49溝跡断面 (SW→)

呵―

ヽふ、•、和｀ ・` �/).(\'�,.. �,;: 
B区北部小溝状遺構 (W→) B区中央部小溝状遺構 (NW→)

図版11
103 
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15 16 

] : 7 - 1 (挿図播号一挿図内番号） 2 : 10- 1 3 : 10- 2 4 : 12- 1 5 : 12- 6 6 : 10- 4 7 : 12- 2 8 : 12- 3 9 : 12- 4 

10 : 14 - 1 11 : 14- 2 12 : 16- 1 13 : 16- 3 14 : 15- 2 1s : 11- 1 15 : 14- 3 (縮尺 1 - 5 · 7-14 : 1/3、 6 · 15·16 : 1/4) 

図版12
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出土遺物 1 (土器）
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10 1 1  

12 

1 : !9- 2 (挿図番号ー挿区l内番号） 2 : 19- 3 3 : 19- 4 4 : 33- 1 5 : 33- Z 6 : 33- 3 7 : 33- 4 8 : 33- 5 

9 : 14 - 4 10 : 24 - l 11 : 24 - 2 12 : 土器埋設遺構の土師器甕 ( 1 · 2 列 目 と も左からsx 1 ·19· 3 ·238·75·157、 SX157のみ単体）

（縮尺 1 - 8 : 1/3、 9 : 1/4、 10 · 11 : 1/6、 12 : ff. 慈）

出土遺物 2 (土器） 図版13
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l :  以ー 3 (挿区1番号一挿図内播号） 2 : 25- 1 3 : 21- 2 4 : 24-4 s : 25- 2 s : 21- 1 1 : 26- 2 

8 : 26- 1 9 : 33- 6 10 : 33- 7 lJ : 33- 8 12 : 33- 9 (縮尺1 -8 : 1/6、 9 -12 : 1/3} 

出土遺物 3 (土器）
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1 : 33 - 10 (挿図番号 一 挿図内番号） 2 : 33-14 3 : 33-15 4 : 33-12 5 : 33-11 6 : 35- 3 7 : 36- 1 8 : 36- Z 

9 : 35 - 4  10 : 36- 3 11 : 36 - 4  12 : 36- 5 13 : 36- 6 1� : 36-18 15 : 35- 7 16 : 36- 8 17 : 36- 9 

（縮尺I · 4 · 5 · 7 · 8 · 10-13 · 15-17: 1/3、 2 · 6 · 9 ・ 14 : 1/4、 3 : 1/6) 

出土遺物 4 図版15
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1 : 36-10 (挿図番号一挿図内番号） 2 : 36-11 3 : 36-12 4 : 36-13 5 : 36-14 6 '. 36-17 7 : 39 - 2  8 : 39- 3 

9 : 39- l 10 : 37- 2 11 : 37- 3 12: 39- 4 13 : 39- 5 14 : 39- 6 15 : 39- 7 16 : 39- 8 17:  39- 9 18 : 39-12 

（縮尺1 -10-12-17 : 1/3、 11 : ]/4、 18 : 1/6) 

図版16 出土遺物 5 (土器）
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1 : 39- 10 (挿図番号一挿図内番号） 2 : 39-11 3 : 40- 2 4 : 40 - 1  5 : 40- 3 6 '. 40 - 5  7 '. 40- 6 3 : 40- 8 

9 : 40-10 10 : 40-11  n : 40-12 12 : 40-14 13 : 40-13 14 : 42 - 2  15 : 42- 3 16 : 42 - 4  17 : 42- s 1s : 心- I 
l9 : 42- 8 (縮尺l -!Oa·U-17 : 1/3、 10b : 任慈、 18·19 : 1/4) 

出土遺物 6 (土器） 図版17
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1 : 42- 6 (挿図番サー挿図内番号） 2 : 42 - 7 3 : 43- J 4 : 43 - 3 5 : 43 - 5 6 : 43 - 6 7 : 43 - 7 8 : 43- 8 

9 : 46- 2 10 : 43- 9 11 : 46- 3 12 : 45- 4 13 '. 46 - 7  14 : 45- 9 15 : 45ー II 15 : 46-12 17 '. 46-14 18: 46-LS 

19 '. 46-13 （編尺 l - 3 · 7 -)9: 1/3、 4 - 6 : 1/4) 

図版18 出土遺物 7 (土器）
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I : 47- J (挿図番号一挿図内番号） 2 : 47 - 2  3 : 47- 3 4 : 37- 1 5 : 46- 8 6 : 46-16 7 : 33-13 8 : 36-16 

9 :  7 - 2  10 : 45-10 1 1 : 40- 4 12 : 40 - 9  13 : 33- 1 - 4 など 14 : 46-17 15 : 47- 4 ]6 : 47- 6 17 : 47- 5 

1s : 19- 5 19 : 42- 9 20 : 4s- 1 21 : 39-1s <縮尺 1 - 3 ·15-17 : 1/2、 3 -14·18-21 : J/3) 

出土遺物 8 (土器類、 土製品 、 鉄製品 、 石製品） 図版19
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SK17暉下材 左側 ： 上から横木l 、 2 、 3 、 5
右側 ： 棺脇押え板

百璽9
.:T� 

SK184棺材 と棺下材 1 列 目 ： 南木に1板
2列目左 ： 西側板

右 ： 横木 4
3 列 目 ： 横木l

SKJ75棺材

5 

上から束側板、 西側板、 I佑木口板
北木口板

瓢
b 鴫璽疇 一

6
 

7
 

SK190出土材

1 : 39- 14 (挿図番号ー i,rr図内番号） 2 :  33-16 3 :  40-15 4 - 7 : 註祀参照
（縮尺 1 · 5 - 7 : l/6、 刻印拡大 ： 任意、 2 - 3 : 112、 4 : l/12) 

出土遺物 1 0 (瓦 、 木製品） 図版21
113 



SK187棺下材 J;.から縦木、 横木 1 、 2
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SK21碓下材 上から横木 ］ 、 3 、 2
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図版22

I · 2 : 註記参照 3 : 44 ー 1 (jifr図番号 — 挿図内番号） 4 : 44- 2 5 : 44- 3  5 : 1s- 2 

（縮尺 1 · 2 : Ul2、 3 - 9 : 1/2) 
7 : 15- 1 8 : 19- l 9 : 48- 2 

出土遺物11 (木製品、 石器）

114 
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ふ り が な い ち か わ ば し い せ き

書 名 市川橋遺跡

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 宮城県文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第193集

編 著 者 名 吉野 武

編 集 機 関 宮城県教育委員会

所 在 地 〒980-8423 宮城県仙台市青葉区本町 3 - 8 - 1 TEL 022 - 211 - 3685 

発 行 年 月 日 西暦2003年 3 月 31 日

ふ り が な ふ り が な コ ー ド
所収遺跡名 所 在 地 市町村 ： 遺跡番号
い
市らか川わ橋ばし遺

い せ跡8 

塩市.. 
中

.J
谷
やl lf 

地

I 

042099 : 18008 

I 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構

市川橋遺跡 集落跡 古墳後期 竪穴住居跡、

溝跡、 土堀、

小溝状遺構

集落跡 奈良 竪穴住居跡
溝跡、

小溝状遺構

都市 平安 掘立柱建物跡、

土器埋設遺構、

土葬墓、 溝跡、

土堀、

小溝状遺構

北緯
. ' ,,  

38度
18分
4秒

東経
o , H 

140度
59分

5秒

調査面積調査期間
(rri) 

調査原因

20000801- 7,500 名古曾川遊
20000901 水池造成に

20010409- 伴 う 事前調
20010608 査

20020902-
20021206 

主 な 遺 物 特 記 事 項

土師器、 須恵器 隣接す る 山王遺跡の 自 然
土製品 （土錘） 堤防上の大集落のほかに 、

石製品 （剣形、 黒曜 北側の丘陵上 に も 集落が
石製ス ク レ イ パ ー ） あ る こ と が 明 ら か に な っ

た。

土師器、 須恵器、 瓦、 多賀城外郭西門の近 く に
石製品 （砥石） 営 ま れた集落。 外郭南辺、

西辺 と 同 じ方向を と る溝
跡 に 囲 ま れた集落で、 そ
の外側 に は 耕作域が広が
る 。

土師器、 須恵器、 前代の集落廃絶後の平安
赤焼土器、 灰釉陶器、 時代に は耕作域や墓域と
木製品 （木棺、 斎串） な っ て い る 。

墓域は、 100基以上の墓か
ら な る 大 規模 な も の で 、

木 棺 墓 や 土 器 埋 設 遺 構
（甕棺墓） を含むものであ
る 。 多賀城下に施行 さ れ
た方格地割外の河原に形
成 さ れた墓域で あ り 、 立
地の点で都城の墓域に類
似する 。
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